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例   言

1 本書は,新 ヨンデンビル別館 (仮称)建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書で,高松市
丸の内に所在する高松城跡(松平大膳家上屋敷跡)の調査報告を収録した。

2 発掘調査については高松市荻育委員会が実施し,整理作業は委託業務 とした。

3 調査から報告書に至るまで,下記の関係機関ならびに方々の助言と協力を得た。記 して

謝意としたい。

小川望,片桐孝浩,日 下正剛,小林謙―,乗松真也,松本和彦,佐藤竜馬,蔵本晋司 ,

御厨義道,森村健―,森村紀代,両角まり,井上喜久男,伊藤 晃,香川県教育委員会
財団法人香川県埋蔵文化財調査センター 讃岐文化遺産研究会 (順不同,敬称略)

4 高松城跡 (松平大膳家上屋敷跡)の調査は,小川賢 (文化振興課文化財専門員),中西

克也 (讃岐文化遺産研究会)が行い,大朝利和の補佐を得た。

5 以下を委託業務で行った。
遺跡の測量及び図化 :四航航空      木製品及び漆器保存処理 :株式会社吉田生

遺物実測及び整理作業 :片桐節子     物研究所
遺物実測 :ア イシン精機株式会社     遺物写真撮影 :杉本和樹 (西大寺フォト)

6 第 4章自然科学的分析,漆器鑑定は北野信彦氏 (く らしき作陽大学)に伝頼した。

7 本書の執筆は,第 1章第 1節及び第 2章を川畑聰 (文化振興課文化財専門員),第 5章

第 2節を片桐節子,その他は小川が行った。編集は小川,片桐で分担 し行った。

8 本文の挿図として,高松市都市計画図 2千 5百分の 1「高松市街北部」を一部改変して

使用した。

9 発掘調査で得られた資料は,高松市教育委員会で保管している。

10 本報告書の高度値は海抜高を表し,方位は座標北を表す。

11 土壌及び土器観察の色調表現は,新版 標準土色帖 (農林水産省技術会議事務局監修 。財

団法人日本色彩研究所色表監修)に よる。

12 本報告書に掲載する遺物観察表の略記は,以下のように記す。

遺物種別

磁 :磁器質製品 陶 :陶質製品 土師質 :土師質製品 石 :石製品
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第 1章第 1節 調査 の経緯
都市計画道路高松海岸線の拡幅計画により, ヨンデンビル別館が立ち退くこととなり高松北警

察署跡地への移転により空地となる高松家庭裁判所用地に移転することとなった。移転予定地が

周知の埋蔵文化財包蔵地の隣接地であることから,香川県教育委員会の示唆により,四電産業株

式会社 (現在は四電ビジネス株式会社)及び高松家庭裁判所と高松市教育委員会とで埋蔵文化財
の取扱について協議を行った。結果,「現状では周知の埋蔵文化財包蔵地ではないが,包蔵地に

隣接しており,高松城跡に関係する遺構が存在する可能性が高く,工事着手後に遺跡が発見され

た場合は工事の進捗に重大な影響を及ぼす可能性もあるため,工事着手前に試掘調査を実施し遺

跡の有無を確認することが望ましい。」ということで合意に達した。

これを受けて,四電産業株式会社及び高松家庭裁判所から,高松市教育委員会に対し埋蔵文化

財確認調査のTat頼があり,平成12年 7月 13・ 14日 に高松市教育委員会が試掘調査を実施した。試

掘調査は,家庭裁判所の機能を損なわない範囲でのみ実施し,弥生時代の包含層,江戸時代の遺

構面 2面と遺構・遺物が確認された。高松市教育委員会は,試掘調査結果を香川県教育委員会に

報告し,当該地は周知の埋蔵文化財包蔵地となった。次いで,平成14年 3月 に家庭裁判所の建物
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を撤去するのに伴い,香川県教育委員会が立会調査を実施し,建物が建っていた範囲には埋蔵文

化財が包蔵されていないことが確認された。この間,四電産業株式会社は建物設計を進め,平成

14年 4月 1日 に香川県教育委員会へ「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等の届出」を提

出し,事前に発掘調査を実施するよう指導があった。

そこで試掘・立会調査結果をもとに,高松市教育委員会と四電産業株式会社とで協議を行った

結果,新 ヨンデンビル別館と駐輪場建設予定地のうち,家庭裁判所建物部分を除いた約1520ポに

ついて工事着手前に発掘調査を実施することで合意し,平成14年 4月 1日 に両者の間で埋蔵文化

財調査協定書を締結した。業務名は「新ヨンデンビル別館建設に伴う埋蔵文化財調査管理業務」

とし,高松市教育委員会は発掘調査 。整理作業の実務を行い,その費用負担および契約・支払事

務については四電産業株式会社が行うこととした。

発掘調査の実施にあたり,試掘調査の範囲が限られていたので,確認のために調査予定地全域

にトレンチを設定し掘削したところ,調査の必要な範囲が約1520♂から約970ド に減少するとと

もに,調査の必要な主要遺構面が 2面から3面に増加した。このため再協議を実施し,総調査面

積がほとんど変更ないことから,協定書等を変更することなく,発掘調査を進めることになった。

なお,協定上は4月 15日 ～8月 31日 を発掘調査期間としていたが,弥生時代の遺構面が新たに確

認されるなどしたため,終了は工事の影響のない9月 1日 までとなった。また,整理は, 9月 1

日～平成16年 3月 31日 に高松市教育委員会文化振興課円座整理事務所で実施した。

参考文献

『高松市内遺跡発掘調査概報―平成12年度国庫補助事業―』高松市教育委員会2001

第 1章第 2節 調査の経過
発掘調査の範囲については,上記した経緯により第1図で示す箇所で行った。遺構検出及び遺

物の取り上げ等の作業時に,調査地をA～ F区に分割し呼称しており,本報告にあたつても同調

査区名を用いる。調査の実施状況については,下記の調査日誌のとおりである。 6, 7月 は,梅

雨,台風の接近により,幾度か調査地が水没し復旧に手間取る等,遅れぎみの進捗状況であつた

が, 8月 は晴天が続き,作業員及び関係者の尽力によつて, 9月 1日 に調査を完了することがで

きた。

調査日誌

4/15(金)平 成12年度試掘調査の再確認。
4/17(水)予備確認調査。
4/18(木)調査範囲確定。機械掘削。
5/7(火)ベ ルトコンベアー設置。人力掘削開始。
5/16(木)SB 1001検出。

6/1(土)第 1面写真測量。
6/3(月 )報 道機関に調査現場公開,四電関係者による現場見学会 (翌 日まで)。
6/6(木)香 川大学学生による調査現場見学会
6/13(木)第 2面まで機械掘削,遺構面精査,遺構検出。
6/20(木)雨模様の天侯が続き,作業が捗らず。本日雨天により作業中止。
7/5(金)SA2001,SB 2001検 出。
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7/9は)台風拙
7/11餘)水取ケ作業,遺構面復旧作業。
7/17(永)sx躙鰯遺構縮削。陶機器をはじめ多量の遺物が出上した.。
7/20(土)第 2面写真測量も
7/24-鉄)焼土除去,礎石確認。
7,26(金)第 3面まで機械掘削。高松市歴史資料館引率の小学生,グループ見学会。
8/5鯛 )S‐X30磁離 螂 。
3/8.(本)S又8002出土骨を毒松北警察署に1鑑識を依頼する。
3/20(共)西日本放送局取材。
3/211■l 第3面写真測量。
3/22(本)第 4面まで機械掘削。
8-/26-伽 )第 14面遺構続剖。
3./29(7博 弥生土器包含層まで機械掘削。
3/30(金)第 5面遺樽襟出ォ遺梅掘削。
0/1(日)第

`面
遺構図画作成終了

`

整理作業については|ュ 委託業務としたものも含め下記の工程で行うた。

平成114年度工程表

殴分
月

4‐月 51月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

発 掘 調 査

土 器 洗 浄

接 合 ・ 復 元

実 測

木製品写真撮影 ‰

平成15年度工程表

区1分
月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10り] 11月 12月 1月 2月 3月

実 測

出土賞動 ,写魏

ト レ ー ス

レ イ ア ウ ト

報告書魂筆,編集

出土遺物収納保管
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第 2章第 1節 地理的環境
瀬戸内海に北面した香川県のほぼ中央に,低い山塊に囲まれた高松平野がある。高松平野は西

側が南から五色台へと続く山地,東側が立石山山地によって取り囲まれた東西20km,南北16kmの

範囲に及んでいる。また,こ の平野は,讃岐山脈から流下し,北へ流れて瀬戸内海へ注ぐ香東川

をはじめ本津川・春日川 。新川などによつて形成された扇状地でもある。さて,高松城の城下町

として発展した高松市街地は,香東川の東流路が瀬戸内海に注ぐ河口の中洲や砂堆上に立地して

いる。このため,城下町は高松城築城と同時にこの中洲や砂堆を大規模に埋め立てて形成された

と考えられている。香東川は,現在,石清尾山塊の西を直線に北流する西流路のみだが,17世紀

初頭,高松藩に招かれた西嶋八兵衛の河川改修によって一本化されたものである。なお,17世紀

の廃川直前の流路は御坊川としてその名残をとどめている。

第 2章第 2節 歴史的環境
高松市街地の下に埋没している中洲や砂堆上に初めて人の活動が認められるのは,弥生時代後

期である。当該調査区で,ベースとなる砂層上面より柱穴とともに弥生土器が多く出土し,付近

に集落が存在していた可能性が指摘できる。次いで古墳時代では,少量の須恵器片や円筒埴輪片

の出土が各所で見られるが,遺構の確認は皆無である。確実に遺構として確認できるのは,当該

調査区で検出した平安時代前期の溝で,こ の時期には狭い範囲ながら比較的安定した場所もあっ

たと推定される。この地域の土地が安定し,人力部E常的に居住できるようになるのは平安時代後

期と考えられる。当時,こ の地域は箆原郷と呼ばれ,安楽寿院領である野原庄が高松城跡の南方

に所在していた。野原庄は,白河院の勅使田が応徳年間頃 (11世紀末葉)に立券されたものであ

る。康治 2年 (1143)8月 19日 の太政官符によれば野原庄の四至が条里によって表記されている

ことから,土地が安定し条里地割または条里呼称がこの地まで普及していたと考えられる。さら

に時代が下ると,荘園としての機能以外にも,文安 2年 (1445)の「兵庫北関入船納帳」には船

籍地として名前が記載されていることから,中世においては港町としての機能を有していたと考

えられる。時代は遡るが,高松城跡西の九西側の発掘調査では,ll世紀後半～13世紀前半の護岸

施設とともに県外から搬入された土器が高い比率で出上している。さらに,西側に位置する浜ノ

町遺跡では,白磁四耳壺を埋納していた13世紀後半から14世紀前半の集落跡が確認されている。

一方,西の九下層では,16世紀に属する「野原濱村無量壽院」と線刻された丸瓦が,瓦や五輪塔

とともに溝より出土し,高松城築城により移転させられた寺院跡を寺伝どおり確認している。一

方,高松城跡東の丸地区に目を転じると,16世紀後半以前の漁民の墓群が検出されている。城跡

より南東方向にある片原町遺跡においては,

15～ 16世紀に属するL字形の大溝を検出し

ており,こ れは居館の外側にめぐらしてい

た堀の一部と考えられている。このように,

高松市街地下において,古代末から中世の

集落等が確認され,文献に見えるように,

かつて港町が栄えていたと考えられる。こ

の砂堆や中洲上に中世都市が立地する状況

は,博多や草戸千軒町追跡にも見られるよ

)
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~・
/         (1

)               ―
―

 

―ヽヽ
・ ヽヽヽ         

・

-5-



うに全国的な傾向であり、これらの都市をつなぐ交易が行われていたのであろう。このような時

代背景のもとに,高松城がこの地に築かれ,城下町が整備されたと考えられる。さて,こ の高松
城および城下町を造ったのが,豊臣秀吉の家臣であつた生駒親正である。豊臣秀吉の四国征伐に
より,天正13年 (1585)長宗我部元親が降伏し,讃岐国は仙石秀久・十河存保に与えられ,その

後尾藤知宣の領国となったが,天正15年 (1587)生駒親正が入封し,讃岐17万石を領した。高松
城は,生駒親正の居城として,翌天正16年から築城され,数力年を要して完成された水城である。

水城と呼ばれる由縁は,北の守りを瀬戸内海にゆだねるだけでなく,堀 には海水が導かれている
からである。また,南方には大手 (旧太鼓門)を構え,城の南側に城下町が展開する「後堅固」
の城でもある。城の構造は,内堀 。中堀・外lTHと いった三重の堀をめぐらし,内堀より内側には

本九 。ニノ九・三ノ丸などの曲輪を配している。本丸は,さ らに堀によって他の曲輪と独立して

おり,本丸とニノ丸をつなぐ鞘橋を落とすことによって敵の侵入を防ぐ構造となっている。寛永
17年 (1640)御家騒動により生駒氏は出羽国矢島に転封となり,寛永19年に代わって松平頼重が

高松城主となり,東讃岐12万石を領した。松平頼重は,城の改修を度々行っているが,寛文■年
(1671)頃の大規模な改修では,東ノ丸を造成するとともに,月見櫓 。続櫓 。渡櫓などを造り,
北に設けた水手御門より直接海へ出入りができるようにしている。その後,松平氏は高松城主と

して明治維新を迎える。一方,高松城は昭和29年 (1954)に松平氏より高松市に譲渡され,翌年
玉藻公園として市民に開放されるとともに,史跡として国指定され文化財の保護が図られている。

1高松城跡地久櫓台 2高松城跡三ノ丸石垣 3高松城跡水手御門 4高松城跡三ノ丸 (他目的 トイレ)
5高松城跡作事丸 6高松城跡 (旧 )艮櫓台突堤 7高松城跡東ノ丸 (県民ホール) 8高 松城跡東ノ丸
(県歴史博物餌) 9片 原町遺跡 10高松城跡 (新ヨンデンビル別館)11高松城跡 (弁護士会館 )
12高松城跡 (家庭裁判所)13紺屋町遺跡 14高松城跡 (PTA会館) 15高松城跡西ノ丸 (高松北警察署 )
16高松城跡西ノ丸 (サ ンポー ド高松) 17高松城跡中堀 (高松駅南線) 18浜ノ町遺跡

第3図 高松効跡周辺主要調査地位置図 (縮尺 1/10,000)
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第 3章 調査の成果
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第 3章第 1節 遺構 の概要  (第 4～ 8図 )
調査では 5面で遺構検出を行ない,弥生時代～明治時代に至る遺構・遺物が確認された。大概
では,第 1面が19世紀代,第 2面が18世紀代,第 3面が17世紀代となっている。第 4面は,調査
地南東部で整地の状況により第 3面で検出できなかった17世紀代及び古代の遺構を確認している。

第 5面は,安全面を考慮し東部のみでの確認となったが,弥生時代のピット群を検出している。

第 1面 (第 8図):試掘時に確認されたSB 1002の 礎石を再確認することから調査を始め,調
査範囲を同確認標高まで重機により掘削した。途中,近現代の撹乱は,こ の時点で遺構に影響し

ない範囲において除去した。また礎石,石列で,高松空襲時の戦災痕と連続する整地上のものは,
旧県庁舎の所産として除去した。近世所産のものとほぼ標高を違えず認められ,出来るだけ確認
を行い除去したが,SX 1005(近代建築基礎)の様に,判別できなかったものもある。当初,幕
末～明治期の遺構については調査を行わない方針であったが,調査地全体でこのような判別は不

可能であったことと,主要遺構の多くが江戸期に開削され明治期に廃絶することが確認されたた

め,調査の対象とした。第 1面の調査結果では,屋敷境の施設にSD 1003(区画溝),SB 1002

(門 ), SA 1001(長屋)が,ま た整地の状況からSD 1003の 南に東西方向の道路が存在するこ
とが考えられる。幕末期の城下を描いた『東讃高松絵図 (弘化年間高松城下絵図)』 には,相当

する屋敷割りと道が描かれているが,明治27年に香川県庁舎が建設された後にこの地割りを見る
ことができず,明治27年には廃絶する屋敷地割りと推察できる。屋敷内では調査地の北西部にS

B1001, S Z 1001が あり,調査地の北側に主要な建物が位置していたと考えられる。その他では,
SA 1001(長屋)に北面するSX 1003,1004,ま た北東部で埋甕が認められる程度であり調査地
の中央部一帯には施設等の遺構は確認されず,裏庭としての性格が推察される。

第 2面 (第 7図):第 2面としたが,調査地全域で明確に同一面となる整地面が存在するもの
ではなく,第 2面に特徴的な焼土粒,炭化物を含む整地及び主要な遺構を検出できるまで機械掘
削を行い,確認した遺構面である。また調査地南部及び西部の道路部分に推定される範囲につい

ては当面より確認とした他,第 1面で除去できなかった撹乱直下の遺構や SE 2001,2002等 ,調
査の工程上から確認を後回しとしたものを含む。調査地の中央南部では,狭い範囲ながら焼土層
が認められ,これを前後とし,屋敷の区画溝が SD2003か らSD 1003へ と付け替えられる。その

焼上の下面で SB 2002(第 266図 )を確認した。屋敷境の施設にSB 2001(門),SA2001(長
屋)があるが,基本的には第 1面のものに踏襲されるもので,焼土層より後出するものと想定し
ている。SA2001に付随すると考えられる石列遺構 (SD2004,2005)の 直下で, SD2006が検

出されており,17世紀末葉にまとまる遺物より第 2面の上限が推定される。焼土粒を含んだ整地

は,調査地の西部を中心に断片的に認められた他,調査地の北東部では窪地が存在し,炭化層の

堆積が認められた。火災が想定される遺構面であるが,断片的にしか痕跡を確認できず,ま た出
土遺物も希薄なため詳細な時期については明確ではない。第 2面の下限が窺えるものに大型の廃

棄土坑 SX2008が あり,19世紀前葉までの遺物を多量に含む。埋上には土壁と考えられる特徴的

な土塊を含み,北東部の窪地でも最上部の整地層として認められ,当整地を基盤とし第 1面の遺

構 (埋甕)が構築される。屋敷地の外では,F区の確認を当遺構面より行った。当調査区につい
ては,事前の確認調査で整地の状況から当遺構面の以後も道路として考えられ,現有の南北道路
に踏襲されるものと推察される。確認面では,南部の整地状況が以北の道路状の整地と明瞭に異

なり,その末端部に区画溝と考えられる東西方向の溝 SD2010を確認した。東西方向の道路との
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関係から,こ の南北方向の道路がクランクしていたと考えられ,こ の確認面を境に十字状となっ

たと推定される。この状況は『高松城下図屏風』 (17世紀中葉頃)ではクランク状に,後出の

F高松城下図』 (享保年間)では十字に描かれ,こ の間の変化と考えられる。

第 3面 (第 6図):当遺構面では近世の最終確認面とし,自然堆積層の上面で検出することを

目的として機械掘削を行った。しかし東部では,近世整地層を残した状態で遺構検出している。

この整地は,SX3002以東の屋敷内全域に認められる大規模なもので,有機物等を含まず,当初 ,

自然堆積と誤認したためである。遺構検出後,下位にSX4001が存在すること,SX3002を一部

覆うことが明らかとなった。当整地は上位検出のSX3004。 3005,お よび下位検出のSX4001に

より17世紀中葉の所産と考えられ,ま た整地の規模から生駒時代～松平時代への転換期 (1640・

50年代)での屋敷の変遷に関連する整地と推定される。当整地上では,北東部に位置するSX30

04・ 3005や SD3004・ 3006(上水道施設), SE 3006等 を確認した。出土遺物によれば17世紀後

半～18世紀前葉の所産となり,第 2面の上限とほぼ一致する。しかし削平を受けた状況が想定さ

れ,ま た散浸な遺構の検出状況から,当整地上面が生活面となるようには認められない。出土遺

物では, SX3005よ り木簡資料が得られ,木簡により当地が彦坂織部邸であったことが分かつた。

調査地の中央部では,東部の整地上面で確認されたSD3004(上水道)が西方に伸び, SE 3003
へと接続している。SX8001は上位面検出のSX2008の下部に相当し,底面にSE 3002,西岸で

SE 3003が位置する。また壁面に沿い杭列が認められ,北東部の窪地 (SX30能 。3005)と併せ ,

池の存在が推定される。SX3002は生駒時代のゴミ溜状遺構と考えられるが,底面の状況やSD

3007,SX3007等の配置関係から,複数の遺構が重複し存在していた可能性がある。西部では,

SK3021,3028等 ,17世紀前葉～中葉の遺構が認められ,こ れに先行する大溝 (SX3007,SD3

009)が検出された。現状で認められる城下の地割りと大きく異なり,城下整備の直前或は初段

階の地割りを示す可能性がある。また調査地南部では, SE 3004,3005,SD 3007が 検出されてい

るが,16世紀代末葉の遺物包含層 (整地層)が被覆しており,当期に廃絶する中世段階の遺構と

考えられる。

第 4面 (第 5図):上述の調査地東部の整地層 (17世紀中葉)を除去し, SX4001及 びSE30

01を 検出した。SE 3001に ついては,試掘結果により存在が判明していた遺構であるが,第 3面

で一部掘り下げ確認したため当遺構番号となっている。 SX4001は ,長方形を呈し,南面を後出

のSD2003に規制されて検出される等,当該期の地割を反映する可能性が考えられる。その西部 ,

SX3002ま での間で,北へ下る落ち込みを確認した。最上層部に上述の整地層が被覆するが,本

来の埋土はSX3002・ 4001に先行する。急傾斜となる落ち込みから人為的な所産と考えられるが ,

遺物が出土せず,ま た明確な遺構とすべき所見も得られなかった。南部では,古代期の遺構と考

えられるSD4001,SK4001を 検出している。

第 5面 (第 4図):試掘結果から,弥生時代の遺物包含層が確認された標高0.2～ 0.3mの砂堆
上面まで機械掘削を行ない,ピ ット群を確認した。検出は調査地東部が中心となったが,中央部

付近ではややシルト質の堆積層となリピットは認められなかった。中央部は,後世の井戸の配置

からも北方向へ伸びる旧河道の存在が窺われ,ピ ットが確認された地点は小規模な微高地であっ

た可能性が考えられる。
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第 3章第 2節 基本土層 (第 9図 )
高松城下は海浜部に整備された城下町であり,調査時の土層観察においても自然堆積層と考え
られる砂質土を基盤に遺構や整地が重複し認められた。調査地の土層は遺構や整地の状況により

変化に富んだ堆積状況を示し,詳細については不明な点もあるが,特徴的な遺構及び整地から調
査地全体の状況がある程度は推定される。第 9図で,各セクション図 (第 10～ 17図 )と エレベー
ション図を用い調査地の堆積状況を示した。

自然堆積層が,調査地の西部及び南部を中心として認められる。自然層上面に中世以前の遺構
が構築されると考えられるが,Bラ インの南部で 9世紀代の溝 (SD4001)が ,標高約 lm付近
で開削されており,当時の生活面がかなり上位に推定される。近世の生活面に考えられるCラ イ
ンの焼土面と数十cm程度しか差がなく,こ れ以後の遺構は削平を受ける可能性が推定される。調
査地を東西に横断するD,Eラ インでは,西半部は標高約 lm付近で自然層が認められるが,東
半は近世所産の堆積で占められる。調査地の中央から北東にかけては,池状遺構,廃棄土坑等
(SX4001・ 3002・ 30M・ 3005・ 2008)と いった遺構 。遺物の集中する箇所で,結果として低地
状の様相として認められる。

Cラ インの南部では,16世紀末葉の整地層が認められた。当整地の下位には,井戸 (SE 30飩
。3005)及 び溝 (SD3007)が確認されており,中世段階の集落の所在が想定される。この中世
末葉の整地を切り込むのが,SK3014,SX3002の 17世紀前葉の遺構であるが,後出の屋敷境 (S
D2003)を 南北に挟みこの時期以降の堆積状況が異なっており,既に道路と屋敷境が存在した可
能性も考えられる。道路の存在が調査地の南部及び西部 (F区)で ,それぞれ東西及び南北方向
のものが想定される。堆積状況が屋敷の区画溝 (SD 1003,2003)を境に明瞭に異なり,道路部
分が水平状の堆積を示し,上位では砂及びシルト質土による築地状の堆積が認められる。Gラ イ
ンは,F区の検出面以下の土層図であるが, SD2010を 挟んで堆積状況が異なり,以北が道路 ,
以南が屋敷地に想定される。これ以後の堆積は,全域が水平状の堆積として認められており,現
有道路に踏襲されるものと考えられる。 SD2010は , SD2003と確認される標高が,ほぼ同等と
なり同時期の廃絶が推定される。またSD2003は ,Aラ インで17世紀中葉に比定される整地を基
盤に構築されているとみられ,こ れ以降は道路及びその側溝による地割りが存在していたと考え

られる。

このAラ インの整地は, SX3005と SX4001と の間層として厚い砂礫層の堆積が認められ,上
述のように規模及び所属時期から,生駒時代から松平時代への画期となる整地層 (17世紀中葉)
として比定される。調査地の北東部については,松平時代においてもSX3004・ 3005。 2008の大
形遺構が認められ窪地状となっており,最上層部で認められる土壁,瓦片を含んだ整地 (19世紀
前葉頃)に より最終的に埋没する。
Cラ インの屋敷境付近に焼上が遺存し,その他の地点では明瞭な火災跡とは言えないが,第 2
面確認時で調奎地の北部 (Eラ イン西部)及び西部 (Fラ イン)に焼土粒を含む整地の他,北東
部 (D,Aラ イン)の窪地内において炭化層が認められた。Cラ イン付近で屋敷の区画溝, SD
2003と SD 1003と の間に焼上が観察されており,両遺構の出土遺物から18世紀前葉頃に付け替
えられたことが推定される。当該期には城下全域を焼き尽くしたと伝えられる高松大火 (1718年 )

があり,こ の火災により当屋敷が消失したことは文献に見られる。調査結果では火災との関連を

示す明瞭な遺構・遺物ついては希薄な状況であるが,主要な画期に想定されるため一応,上層図
(第 9図)では火災跡の可能性がある堆積層及び遺構を太線で示した。
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第 3節 遺構・遺物

弥生時代の遺構 。遺物

ビット群 (第 4・ 16・ 18～ 20図 )

第5面 A区及びC区東部で確認したピツト群である。試掘調査でA区に遺物包含層が認められ

ており,安全確保の面からも調査地の東部に限り調査対象とした。ピットは5 cm～ 20cm程の深度

で,標高高0.2～ 0.3mと なる砂堆上面で検出された。埋土は全て灰褐色の砂混じリシルトである。

部分的に10cm程の遺物包含層が被覆する箇所も認められた。この上位には円礫を多量に含んだ砂

質上で覆われており,洪水により廃絶した可能性も考えられる。包含層及びピツトの出土遺物は,

摩減が認められず,楕円形の窪み (SX5001)周辺部に比較的集中して認められた。またその北

西部は小規模な微高地 (第 16図 )と なっており,比較的規模の大きなピットが集まる。その他の

ピットもある程度の並びを見出せ,以下のように図面上で復元した。復元を行つたのは,径 3～
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遺構名
季|

遺物

種別
需 優 産地 法重 (cm 胎土 色調 1(胎■) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

ふ生 萄閃石 内外 :暗掲7 5YR34
外面:ナデ,ハ ケメ

内面 :ナデ,ハケメ,指押さえ

小生
英

石

石

長

外面:にぶい黄橙iOYR03
内面:にぶい褐7 5YR6/3

５。

「
ふ生 簿 角関石

外面 :灰責褐 10VR4ρ

内面 :にぶい黄掲10YRV3

弥生 羹 ロコ5ρ 当閃た
外面:にぶい赤掲5YR4/4

内面 :黒褐7 5YR3/1

外面 :ナデ,板ナデ

内面:ナデ,ヘ ラケズリ

面５

査

第

精
ふ生 当問を

～
外:にぶい赤掲2 5VR4 4

外面 :ナデ,ハ ケメ

内面 :ナデ,ヘ ラケズリ

面５

査

第

稿
小室 甕 萄関石 内外 :にぶい黄掲iOYR,9

外面 :摩減

内面 :ナデ,指押さえ

面５

査

第

楕
ふ生 角閃石

外面■こぶい赤掲SYRV9
内面:暗赤褐5YR3/4

タト面 :ナデ
内面 :ナデ、ヘラ、ケズリ.
ハケメ

面５

査

第

精
角閃石 内外 :掲7 5YR,3

小面 :ヘ ラミガキ

勺面 :ハケメ

円形穿孔(径 i OScm)

外面:赤色顔料付着

第 5面

格査
祭生 鉢 角閃石

外面 :灰黄褐10YR,2
内面 :にぶい掲7 5YR98

勺外 :ナデ

第 5面

楕査
麻生 語台 萄閃石 勺外 :にぶい赤褐5YR4Ю 代面 :ナデ 口縁端部に鋸歯支

第22図 出土弥生土器観察表

4m程の平地式住居 2棟と1或は2× 2間程度の小規模な掘立柱建物である。但し,土坑等ある

程度の規模をもつ生活痕は確認されておらず,ま た遺物の出土量からも常設の居住域として想定

するに至らない。周辺部の調査で当該期の遺物が比較的多く認められることから,周辺に集落が

所在する可能性が高く,現状ではこれらの活動域に当地点が相当し遺構が形成されたものと推祭

される。

第 5面出土遺物 (第 21・ 22図 )

出土遺物は,包含層の出土品も含めコンテナに1/2程度である。 l～ 4が遺構の出土で, 5
～10が包含層出上のものである。 2を除き,胎土中に角閃石が認められ,在地産と推定される。

所属時期は下川津B類土器 (1・ 6)や 5の ような壷の形態等から弥生時代終末期に考えられる。

1・ 5は ,壺である。 1の口縁部は水平方向に伸び,連続した横ナデ調整を施す。 5は ,ラ ッ

パ状に開く口顎部を有し,外面にハケメ調整が認められる。 2・ 7の甕は,内湾気味に開く口縁

をもつ。 3の甕は,口径が胴径を上回り,卵形の体部をもつ。外面にはタタキ後の,ハケメ調整

が認められる。類品として木太中村遺跡で出土例がある。 4の甕は,「 く」字形に外反する口縁

を有し,肩部が張る器形となる。内面は胴部上端まで,ケズリ調整が認められる。 5は ,下川津

B類土器の形態となる甕である。口縁部の矮小化が認められる。 8の高杯脚部には,外面に赤色

顔料が認められる。 9はやや小型の鉢である。口縁部と体部の境が緩やかに括れる。10は器台若

しくは壺口縁部である。口縁端面に鋸歯文が施される。
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古代 の遺構・遺物

SD4001(第 23図 )

第 4面A一 C区南部で確認した溝跡である。検出した標高は0.63～ 0.87m,底面の標高は0.6～

0,75mを測り,緩やかに北西へと下る。主軸は,N-57.5° ―Wを示す。検出長は約 9m,検出
幅は最大で約0,8mである。断面はU字形で,上層部には,焼上を含んだ堆積が認められる。また

当遺構の埋土と考えられる堆積物が,第 2面 SX2034(褐色土),第 3面でSX3008(褐色土に
焼土を含む)と して,断続的であるが確認されている。出土遺物に各遺構間で接合関係が認めら

れることから,当遺構の所産として推定される。SX2034は ,1。 lmの標高で確認されており,当

時の生活面が高い位置に想定され,比較的安定していた可能性が考えられる。所属時期は,出土

遺物より8世紀末葉～ 9世紀代の所産と考えられる。

SD4001出土遺物 (第24図 )

1～ 7は,須恵器である。郭 (1・ 6・ 7),皿 (2～ 5)。 8～ 10は ,土師器である。長胴
甕 (8)。 9は ,長胴タイプに復元されるが,器高が浅い鍋の形態となる可能性がある。口縁端

部を上方に摘み上げ,体部外面にハケメ調整を施す。10は ,焼成が良好で陶質に近く見られる。

羽釜の鍔部と考えられる。
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第23巴  SK4001・ SD400]平画・土層図

①25Y3/3+8/2浅 黄色十灰白色シルト質極細砂
(焼上、炭化材を含む)

②25Y8/3灰白色シルト質極細砂
③10YR8/1灰 白色シルト質極細砂

0       1m

)         2m
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第24図 SD4001出土遺物実測図・観察表

0              10m

遺構名
物

別

遺

種
器 種 産地 去量 (em 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 a(呉須、上絵) 調整 製作年代 備考

買恵 底コ07 ひ粒う 内外:青灰5B6rO 内外 :ロ クロナデ

須恵 n 高:23
底:138

臓砂粕 内外 :灰白N7/0
～
夕Ⅲ:ロクロナデ

SDSOOg 須蔦 沙粒
外面 :灰6/O

内面 :NSrO

米面:ロ クロナデ、ヘラキリ

勺面:ロ クロナデ

買恵
微砂粒

少

71面 :ヘラキリ,ロクロナデ

～
面:ロクロナデ

SX2003 買恵

口莉67
高 :235
底 :,30

微砂葛 灰N4/0 勺外 :N4/O 凸外 :ロ クロナデ

須恵 lT 外ヽ:青灰5B5/O 内外:ロ クロナデ

頁恵 勺外 :灰自N7/O 村外 :ロ クロナデ

SD3008 と師尋
石芙

長石

外面:暗褐7 5VR3/3

内面:にぶい褐7 5YR5/3
再タト:ナデ.ハケメ

と師昌 局
石英 .

長石
赤種 10R6/8 赤橙10R68

面

面

内

外

口縁部
ハケメ

SX2003 上師雲
羽釜鳳頼

部
敗砂過 橙2 5YR6/8 慶2 5YR678

～
面:ハケメ 蝶付着
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SK4001(第 23図 )

第 4面,A区南部で確認した土坑である。検出した標高は0。88～ 0.9mで ,底面の標高は0.75m
前後を測る。検出長は約2.2m,検出幅は約1.2mを測る。南部は調査対象外となり,東部は撹乱
により壊される。断面は船底形で,底面は凹凸状となっている。重複関係でSD4001に 後出する。

所属時期は明瞭ではないが,確認面の状況が SD4001と 大きく異ならず古代期の所産と考えられ
る。

SK4001出土遺物 (第25図 )

釜と考えられる土器片が,数点認められた。

も

、
、
、

0                    1ocm

・″

色調3(呉須,上絵)

外面:灰掲7 5YR守2

肉面:褐 7 5YR4/3

第25図  SK4001出土遺物実測図・観察表

近世の遺構・遺物

SX4001(第 16・ 26図 )

A区 ,第 4面で確認した遺構である。検出した標高は0,6m前後を測るが,西肩はSD3006に切
られており,0.4m前後で検出した。底面の標高は0.00～ 0.15mを測り,北方向の底面がやや低く
なっている。検出長は約14mで,検出幅は約7.6mを 測る。北壁は明瞭に検出されなかったが,ほ
ぼ長方形の平面プランに考えられる。後出する遺構ではあるが南面がSD2003,西面がSD3006
に平行しており,何らかの制約関係が推察される。断面の形状は船底形となるが,南壁はやや傾

斜がきつく見られる。埋土は砂を多く含んだシルト質上で,人頭大の石,一部焼土が見られた。
下位はやや有機質の堆積となり,グライ化が認められ滞水状態にあったと考えられる。上層部で

は埋上を覆う砂礫層 (SX3002東端部までを覆う)と 明瞭には分割されない箇所があり,埋め戻
しと広範な整地が同時期に行われた可能性がある。出土遺物に陶磁器,瓦,動物骨,木質遺物が

あるが,散浸な出土状況からはゴミ溜施設としては考えにくい。後出はするが同時期に廃絶する

南西隅に設置された井戸 (SE 3001)と の関連から,水溜用の施設を想定している。
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第27図  SX4001出土遺物実測図 (その 1)
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遺構名
物

別

遺

種
器 種 産地 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

続 1国 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :淡青色 滝州窯

SX4001 寛 EB前 占:35 灰自N7/O 営オリーブ75V4/3 外面 :ケズリ 大橋 Ⅱ期 二次焼成の痕跡有

SX4001 需 滉 瀬 ,美 底:50 灰自,OYア′1
外面 :明オリ=ブ灰2 SGY7/1

内面 :明緑灰 10GY8/1

旬 皿底部 巴前 底 :46 灰自N″O 明オリーブ灰5GY″ 1
外面:ロクロナデ

外底:ケズリ
太橋 I‐2期 見込みに胎土目 2ヶ 所

SX4001

上面
観

】剛 JE:45 ¶ 灰黄25Y7/2 灰SY6′ 1 外面 :ケズリ (僑 I‐2期
胎土目3ケ所痕跡

唐津

SX4001 1巴前 ユ副 硼 灰赤2 5YR5/2 オリーブ灰2 5GYyl 朴面 :ケズリ (僑 Ⅱ期
見込みに砂日,
二次焼成疲

SX4001 陶 “副 細 にぶい橙5YR7/4 オリーブ灰5GY5/1 外面 :ケズリ (橋 Ⅱ期 見込みに砂目3ヶ所

SX4001 口縁部 肥前 細 掲灰10YR6′ 1 営赤灰2 5YR3/1

口縁部 肥前 鯛 灰自N7/O 苫赤掲5YR3/4 ll内 :ロ クロナデ

口縁部 肥前 灰N6/0
外面:種暗赤掲2 5YR2/4

内面 :暗灰N3′ 0

南部面
翻 雹 胆前 騒コ26 砂粒少 灰自25Y7/1 灰自25Y,2 外面に鉄絵 ,緑和

SX4001 態 碗 一則

‐５

５

２

微 灰白色 内外 :透明和 呉須:暗青色 筒形能

SX4001

上面
憲 腕 旧前 灰白色 勺外:透明釉 呉須:明膏色 大橋Ⅱ‐2期 筒形碗

SX4001

上面
厳 一則

４３

８５

４

灰白色 内外 :透明釉 呉須:淡青色 外面:―

内面 :草花
(橋工1期

高台畳付に砂粒付着、型

打成形

第28図  SX4001出土遺物観察表

SX4001出土遺物 (第27～ 31図 )

遺物の出土量は,コ ンテナ2箱程度である。木製品では,箸,漆器等若干量が出上している。

瓦については図化を行っていないが,媒が付着し被熱したものが認められる。遺物の所属時期は,

胎土目唐津等17世紀初頭のもの認められる一方で,肥前系磁器が一定量占め,比較的長い所属時

期が考えられる。しかし肥前系磁器についても後出のSX3004・ 3005(1658年 ～1688年 )に比べ

ると,明 らかに古相で17世紀中葉頃を中心とした所産に考えられる。なお当地点の第 5面で,弥

生時代の遺物包含層及び遺構面が標高0.2～ 0。3mで確認されているが,こ れを壊す本遺構に弥生

時代の遺物が混じる。

1は ,淳州窯系青花碗である。口縁端部が短く外反する。 2は ,肥前系陶器碗である。高台部

は露胎で,胴緑釉の施釉が認められる。 3は ,瀬戸・美濃系陶器碗である。灰釉が施釉される。

4～ llは ,肥前系陶器である。胎土目の皿 (6・ 7)と砂目の皿 (4・ 5)が認められる。 6は ,

碁笥状の底部をもつ。 4は ,口縁部が溝縁状になっている。 8・ 9は ,口縁部にのみ鉄釉を施す

もので,火入の口縁部と考えられる。10は ,甕口縁部である。11の壺体部は灰釉を施し,鉄絵を

描いている。12～ 14は ,肥前系磁器である。碗には,筒形のもの (12・ 13)が認められる。14の

皿は型打成形によるのもので,初期伊万里と考えられる。15～ 18は備前である。15は鉢形となり

水指に考えられる。漆による焼継ぎが認められる。16は平鉢の口縁部と考えられる。17は悟鉢で

ある。口縁外面顎部に熔着痕,内面下端部に突起が認められ,口縁外面の凹線は2重である。内

面には斜め方向の橋目をもち,橘目には著しい摩減が認められる。18は耳が付き,壺肩部と考え

られる。19は ,土師質土器皿である。底部回転糸切り,胎土は橙色系のものである。201ま ,把手

付鍋の口縁部と考えられる。口縁端面の横ナデでは弱く,内面にはハケメ調整が認められる。

21は漆器碗である。外部が直立する器形で,高台は高く,狭 りは深い。
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22～ 28は木製品である。22は下駄。小型のもので子供用のものに考えられる。23～ 25は針とし

た。23は頭部をもたず,面取りし先端部を尖らせる。24・ 25は断面がやや扁平な頭部を有する。
基部から先端部にかけて,断面がほぼ円形となっている。26～ 28は白木箸とした。26は箸とした
が先端部が尖り,23と 同様の形態となり針の可能性も考えられる。基部の断面はやや扁平となっ

ている。27・ 28は基部から先端部にかけてほぼ同様の太さで,断面六角形となるように面取りさ
れている。

姦 916

頂
疋 ≡ ≡ ]正 三 豆 フ

κ

19

岬苺
0                    1ocm

遣構名
遺物

種別
縫 産地 去量(cm 胎土 色調 ,(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須.上絵) 調整 製作年代 備考

K指 備前
外面:赤灰2 5VR4/1

内面 :1こぶい赤75R4/4 漆による燒継ぎ有

ヨ緑部 備前
外面:暗赤10R3/6

内面:灰自25Y8/2 4面 :ロクロナデ

SX4001 悟鉢 縮前
英

石

石

長
外面:灰褐7 SYR4/2

内面:暗褐7 5YR3/9
勺外 :ロ クロナデ 近世江a期

言部 傭 前
外面:暗赤褐2 5YR3/2

内面:灰赤2 5YR4/2 勺外 :ロ クロナデ

SX4001

上面
土師 /1ヽ皿 散砂狛 内外 :浅黄橙7 5YR3/4

外面 :ロクロナデ,回転糸切 リ

内面 :ロ クロナデ
2次焼成の痕跡有

琳耳付卸
石・長

・ 金

外面:淡黄橙iOYR8/3

内面:澄橙5YR3/4
外面 :ナデ

内面 :ナデ,ハ ケメ

第29図  SX4001出土遺物実測図・観察表 (その 2)
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29～ 32は弥生土器である。第 5面 よりの混入品として考えられるが,第 5面の所属時期に想定

される後期末葉よりも古相の形態29(後期初頭)が認められる。器面に認められる摩滅は,少な

い。29は ,弥生土器甕である。上下に拡張させた口縁端面に凹線が認められる。30は ,弥生土器

(甕)底部。31は ,弥生土器鉢底部。上底状の高台部をもつもので,外面にタタキ痕を留める。

内面には,ハケメ調整が認められる。32は ,弥生土器高不である。郭部内面は,ハケメ後のミガ

キ調整が施される。30を除き,胎上に角閃石を含有し在地産土器と考えられる。
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遺構名 名称 長さ(em) 残存長(cm) 幅(cm) 最大幅 (cm) 厚み (m) 備考 サンプル番号

SX4001 寛 厄三:650
漆器

内外:黒漆

下駄 砦〕',   
一部に黒漆が残る

SX4001 針 最大長:222,最 大幅封 1,最大厚¬ 1 むしろの針

SX4001 現存長コ91,最大幅コ 6,最大厚¬ 4 むしろの針

最大長:213,最 大幅:18,最大厚コ 5 むしろの針

】X4001

SX4001

第30図  SX400]出土遺物実測図・観察表 (その 3)
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0                    10cm

遺構名
争号

遺物

種別
器種 産地 去量 (帥 胎上 色調 1(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SX4001 ム生 角閃石
外面:褐7 5YR4/3

内面 :1こぶい褐7 5YRS/4

外面:庁、ハケメ
内面:ナデ,指押さえ

ふ生 嵐部 嵐:88
英

石

石

長

外面 :灰黄25Y6/2

内面 :黒 5Y211
内外 :剥離

南
よ生 鉢底部 底:555 角閃石

外面 :にぶい費褐 10YR5/3

内面 :にぶい責褐 10YRS/4

外面:タ タキ,板状押圧

内面:板ナデ,ハケメ

SX4001

南
示生 高不嫡 長

肺
石

角
勺外 :明赤掲5YR5/6

外面 :摩減

内面 :ハケメ後,ヘ ラミガキ

第31図  SX4001出 土遺物実測図・観察表 (その 4)

SX3002(第 11。 23図 )

C区中央部,第 3面で確認した遺構で,C区中央部に認められた窪地の下層部に相当する。検
出した標高は0.47～ 0.89m,底面の標高は0.05～ 0.43を 測る。検出長は12.6mで ,検出幅は8.2m

を測り,調査対象外となる北方へと伸びる。埋土は黒褐～褐灰色シルト及び灰色砂の互層が重層

を呈し認められ,下位では木質遺物及び有機物を多量に含む泥炭化した堆積物となり,一部では

グライ化が認められた。平面の形状はやや不整形な長方形であるが,底面には2条の溝状となる

窪みが認められる。東西方向の断面でW形を呈する底面の状況から,本来は溝状の遺構であつた

可能性も考えられる。また先行するSX3007(17世紀初頭)に直交する位置関係や規模からその

関連が推察される。

遺構の前後関係を示すものに,当遺構に先行するSX3007(17世紀初頭の埋没),当遺構の東
端部を覆う整地 (SX4001・ 3005の調査結果より17世紀中葉に比定)があり,17世紀初頭～17世

紀中葉の所産に想定される。さらに近接し,埋上の状況が酷似するSX3003(17世紀前葉)か ら

は,同様の埋没期が考えられる。

出土遺物は,陶磁器の他,瓦,木製品,漆器製品,動物骨 (魚 ,ニシ貝を含む), しろ等多種
のものが含まれ,廃棄場の様相となる。また,陶磁器で茶懐石に用した考えられるものがまとま

って認められ,所有者の性格が窺われる。その他の出土遺物では,須恵器をはじめ古代・中世末

期の遺物及び月巴前陶磁器等17世紀後葉～18世紀代の遺物が少量だが認められる。前者については,

SD3007等先行する遺構の所産にも推定される。後者については,当遺構との埋上の判別が困難

であった松平期の池 (SX2008)か らの混入が考えられる。
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第32図 SX30隧平面・断面図
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遺橋名
物

別

遺

種
器種 産地 法量 (cm 胎土 色調 1(胎土) 色調2(和薬、内外色調) 色TIn 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

回線部 中国 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :明青色

中国 灰白色 内外 :透明和 呉須 :暗・淡青色 渾州窯

中国 灰自色 内外 :透明釉 呉須:明着色 景徳鎮

滋 室部 中国 軍:275 灰白色 内外:透明和 呉須:明・贈青色 離 鎖

兄底部 1回 微 灰自色 内外:透明釉 呉須 :暗・明青色 澪州窯,高台肉面に付着

SX3002 憲 宛 1国 韮:S lS 微 灰自色 内外 :透明釉 民須 :暗・淡青色 湾州窯,高合畳付に砂付

着

霊 れ ■回 徹 灰自色 内外:透明和 興須:明青色 景徳鎮

SX3002 滋 腕 争国 鋪:425
⊆:44

微 灰自色 内外:透明和 具須:暗・淡青色 澪郷窯,高台畳付に砂付

着

磁 ■国 盛:695 灰白色 内外 :透明和 呉須 :明青色 高台肉にカンナ痕

畳付に砂粒付着

SX3002 翻 鉢 中国 灰白色 内外:透明釉 呉須:明青色 景徳鎮,高台畳付に砂粒

付着

底部 中国 団 にぶい橙7 5YR7/3 内外 :透明務 兵須:暗音色 外面 :ケズリ
湾州窯

外面に2磁焼成痕

第33図  SX3002出土遺物実測図・観察表 (その 1)
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遺構名 翻
翻

需 種 産地 去豊 (cm 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(和薬、内外色調) 色調3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備号

底部 一剛 霊:40 に本い黄橙iOYR7/3 黒N2/0 外底:回転糸切り

SX3002 留 花 lB前 葛:79
重:48

灰自25Y8/1 灰白7 5YR3/2 大橋I期
畳付以外全面施釉

2次焼成の痕跡 ?

縄 (株茶)転 肥前 ? 主:S6 灰白75Y″ 1 灰自,OY7/1
漆による焼継痕,2次焼

成の痕跡

C区焼
土堀下

碗 一則 言:68
重:46

浅黄橙10YR3/4 灰白SY7r2 大橋Ⅱ期

SX3002 続 B前
口
嵩
底

HE 橙7 SYR6/6 黄灰25Y6/1

一剛 細 灰自10YRSy, 灰白N8/O 藁灰和 ?

SX3002 碗 単剛 霊:4S 佃 灰白2 5Yyl 灰白5Y8′1
瀬・美 ?

内外面に被舞痕

飼 一刷 高 :61
底 :46

にぶい黄橙 10YR7/2 灰N6/0 外面 :ナデ,ケ ズリ

SX3002 翻 配 輌美 細 灰自2 5YS/2 灰黄25Y7/2 大橋 Ⅱ期

SX3002 露 碗 肥前 ヨ:,06 旧 浅黄橙iOYR3/3 明オリーブ灰5GY7/1,自 大橋Ⅱ期

碗底部 単刷 壁:44 田 明褐灰5YR7/1 灰75Y6/1

第34図  SX3002出 土遺物実測図・観察表 (その 2)
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SX3002出土遺物実測図・観察表 (その 3)
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遺構名
文

号

物

別

澄

種
器種 産地 判 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SX3002 飼 一刷 細 浅黄25Y8/3 灰白75Y712 大橋
こ‐2期

見込みに粘土目 4ヶ 所

SX3002 悧 単刷 高:39
底:415

灰自75Y7′ 1
外面:灰責掲10YR6/2

内面:明オリーブ灰2 5GY7/1
外面:ケズリ

大橋
12期
見込に胎土日2次焼成
の演跡

翻 享剛 主:43 にぶい黄橙 10VR713 オリーブ灰10Y5/2
大橋
二‐2期
内面見込みに胎土目4

ケ所

SX3002 陶 肥前 細 灰自N7/0 オリーブ灰10Y6/2 外面 :ナデ,ケ ズリ
大橋
12期 見込に胎土目3ヶ所

一剛
ヨ:126
笥:39
主:515

にぶい橙5YR6/4 オリーブ黄5Y6r3 外面 :ロ クロナデ,ケ ズリ
大橋
12期
見込に胎土目2次焼成
の痕跡

皿 旧前 田 灰自75Y″ 1 オリーブ黄5Y673 外面 :ケ ズリ
大橋
12期
唐津,見込に胎土目2次

焼成の痕跡

吉:36
底:41

浅黄橙10YR3/3 炎黄25Y874 外面:回 クロナデ,ケズリ 大橋
I‐ 2期
見込みに胎土目,透明和

SX3002 皿底部 “剛 壺:40 細 浅黄橙10YR8/4 灰自5Y871
夕Ⅲ面上半:ロ クロナデ

外底・外面下半:ケズリ
大橋
I‐ 2期
藁灰釉 ?見込みに無釉

部分有 (貝目 7)

例 48前 細 橙5YR7/6 喝掲灰7 5YR7/2
'卜

面 :ケ ズリ 大橋
12期
見込みに胎土目2次焼

成の痕跡

SX3002 同 18前
ロコ25
高:38
底:45

灰自5Y7/1 オリーブ責5Y6T3
大橋
12期
見込みに胎土目2次焼

成の痕跡

SX3002 翻 ユ則

２２

７５

４

浅黄橙iOYR8Pa 月黄掲 iOYR6/8
大橋
二‐2期

見込みに胎土目,全体に

被熱痕

皿 肥前 臣:47 細 橙7 5YR7/6 月黄褐10VR7/6 外面 :ナ デ.ケ ズリ 大橋
I‐ 2期 見込

みに胎土日 4ヶ 所

SX3002 皿 頼美 巨:50 旧 灰白25Y8/1 烹自10YR3/2
大橋
12期

内面見込みに胎土目 3ヶ

所

皿底部 “副 底 :50 灰白75Y″ 1 月オリーブ灰5GY〃 1 外面 :ケズリ 大橋
12期
2次焼成の演跡

胎土目lヶ所

SX3002 皿底部 把前 は 48 細 灰N60 オリーブ灰2 5GY,1
外面:ロ クロナデ

外底・ケズリ
大橋
1 2jld

見込みに胎土目 3ケ 所

飼 肥前 笥:37
主:49

細 灰自N7′ 0 凋緑灰756Ⅵ狙 ホ面:ケズリ 大僑
1‐ 2夕』
高台周りに砂目,2次焼

成の疲跡

割 “酎

４０

３

０

細 に本い橙7 5YR7/4
透明釉

にぶい橙7 5YR7r3
外面 :ナデ,ケズリ 大橋

12期

翻 一副 灰自75Y7′ 1 月オリーブ灰5GY7′ 1
大橋
12期
溝縁皿

2次焼成の痕跡

C区瓦

区画
IB前 笥:37

壺:47
細 灰白25Y7/1 災オリーブ5Y612 鉄絵 :黒75Y21

外面 :ロ クロナデ

外底 タト面下半:ケズリ
大橋
12期 見

込みに粘土目 3ケ 所

第36図  SX3002出土遺物実測図・観察表 (その 4)
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遺構名
長】 物

別

遺

種
器種 産地 去量 (cm 胎土 色調 1(胎土 ) 色調2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

lB前 銘:49
主:44

橙5YR6/6 灰10Y6/1
外面上半:ロ クロナデ

外底 外面下半:ケズリ
1620年 代

見込みに砂目,高台内側

に砂目

8前 雪:42
臣:48

細 にぶい橙5YR7 3 明オリーブ灰5GY7ri
外面 :ケズリ,回 クロナデ

内面 :ロ クロナデ
大橋 工期

溝縁皿,見込みに砂目3

ヶ月斤

SX3002 “則 雪:34
主:54

細 灰自N8′ 0 外面 :ナデ ケズリ 大僑 Ц期
見込みに砂目2次焼成
の痕跡

一副 壺:45 浅黄橙 iOYR8/3 灰白NVO 大橋 Ⅱ期 見込みに砂目有

ユ則

‐４

４ ‐

５ ９

灰自7 5YR311 灰 自N8/O タト面:ナデ,ケズリ 大橋工期
見込み・高台に砂目,2
次焼成の痕跡

SX3002 一削 高:34
底:49

欄 灰自N7/O オリーブ灰2 5GY91 大橋Π期
見込みに砂目,重 な焼き

痕,2次焼成痕

第37図  SX3002出土遺物実測図・観察表 (その 5)
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第38図 SX3002出土遺物実測図 (その6)
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0                   10cm

避構名
物

別

遺

種
器種 産地 去量 (cm 胎土 色調 |(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SX300″ 翻 E前 灰自N7/O 明緑灰7 SGY7/1 外面 :ケズリ 大橋Ⅱ期
見込みに砂目3ヶ 所

(4ヶ 所)

SX9002 翻 皿 一副 重:48 灰自SYR3/2 灰自10YR″ 1 大僑 Ⅱ期
見込み・高台に砂目,全

体に被熱演

割 皿底部 lB前 巨:47 細 橙2 5YR6/6 灰10Y6/1 大橋 Ⅱ期 見込みに砂目 3ヶ 所

用 旧前 橙5YR7/6 灰自N8/0 大橋五期

翻
“刷 高:69
底:84

灰白,OY7/1 オリープ灰10Y6/1 外面 :ナデ

外底 :ケ ズリ
大僑 Ⅱ期

見込みに胎土目3ヶ 所

(4ヶ 所)

SX3002 大皿
口
一局
底

旧 灰白2 SY771 橙7 5YR7/6 大橋 Ⅱ期
見込みに胎土目,全体に

被熱痕

B前 眠 にぶい赤褐2 5YR5/4 灰掲5YRS/2 橋12舞
内面に鉄絵 P銹絵 P見込

みに胎土目

月日前 錮 浅黄橙 loYR8/3 にぶい橙7 5YR7/9 (常爵12対
2次焼成の痕跡,見込み

に胎土目

一剛 夏:41 細
`こ

ぶい橙2 5VR6/3 灰黄褐10YR4r2 銹絵 ;(内面) 外面 :ナデ,ケ ズリ (橋 12対 見込みに胎土目,2次焼
成の痕跡

SX3002 一刷 fln 赤iOR5/6 にぷい黄褐 10YRS/3 鉄絵 :(内面) (橋 I‐ 2剣

旧前 巨:43 樫5YR6/6 にぶい褐7 5YR 鉄絵オリーブ黒75Y3/1 (橋 12 全体に被熱痕
見込みに胎土目4ヶ所

翻 皿 “剛 にぶい黄橙,OYR7/2 明オリーブ灰2 5GV7/1 外面 :ケズリ 見込みに砂目 7ヶ 所

第39図  SX3002出土遺物実測図・観察表 (その 7)
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第40図  SX3002出土遺物実測図・観察表 (その 8)

遺構名
文

号

物

別

遺

種
器種 産地 法量 (cm 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色iJH) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

SX3002 観 淋 】則 言コ07〔
巨:85

橙2 5YR6お 灰自N8/O

翻 巨部 旧前 薫判40 橙5YR7/6
外面灰白75Y″ 1

内面 :橙 SYR7 6
タト底 :ケズリ

内面無和,内 面に三角形

状の鉄塊付着

翻 鉢 一帥 赤 iORS/8 オリーブ灰5GV01 2次続成の痕跡

摺鉢 一剛 臣:82 組 にぶい橙5YR714
外面 :橙2 5YR6ね

内面 :にぶいSYR7′ 4
外函 :回転ナデ 大橋 H期 被熱

瓶 肥 前 底 :900 黄灰2 5YS′ 1
外上:灰オリーブ5Y62
夕ヽ下!黒 lCYR21

朝鮮唐津

碗 旧前 灰自色 勺外 :透明和 呉須 :淡青色 、橋■‐2 筒形碗

灰赤10R6/2 晴赤褐75R3/3

SX3002 碗 ■国 医 :52 救 灰白N7′ ,O 凋オリーブ灰5GY″ 1 15C青磁 龍泉窯青磁
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第4]図 SX3002出 土遺物実測図・観察表 (その 9)
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遺構名
物

別

選

種
器種 産ju 去霊 (cm 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内夕ヽ色調 ) 色調 3(呉須、上絵) 調整 製作年代 備考

磁 一剛 細 灰白N″ 0 朗オリーブ灰5GV7/, 全面施釉

SX3002 碗 一団 反自N″0 明オリーブ灰5GV″ 1

碗 “削 灰白N7Ю 灰自N7/O 貫入善しい

SX3002 碗 一刷 ロコiO 掲灰 10Y臣捌 肉外 :黒褐25Y3′ 2
夕I面 :直線的な刷毛目

内面:打刷毛
大橋V期 刷毛目碗

碗 単刷 底 :415 褐灰 iOVR4/1 内外 :黒掲25Y3/2
朴面:直線的な刷毛目

勺面:打刷毛
大橋V期 刷毛目碗

小 皿 肥前 灰自色 内夕l:オ リーブ灰 i OY4T2 青磁皿

小皿 E日前
底最大
径:47 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :暗青色 大橋Ⅱ期 41打成形

SX3002
終付変尭

】B前 雉
３５
最

Ъ 灰自色 内外:透明和 呉須:淡青色 内面 :型紙摺 り 大橋Ⅱ期 糸切 り細エ

旬 完 願・美 中 灰5Yα l
勺外:晴赤褐5YR3′6,黒褐
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遺構名
物

別

遺

種
器種 産地 去量 (cm 胎土 色調 1(R合土 ) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須.上絵) 調整 製作年代 備考

SXa002 瀬 ・ 美 占:51 細 灰自5Y8/1 灰自10Y8/2 外面 :ケ ズリ 高台畳付のみ無和

SX3002 碗 瀬 美 細 灰白25Y8/2 黒N2/O
Ｖ窯

陪

大

段
天目碗

碗底部 瀬・美 ′巨:53 細 灰自5V8ri 灰自5Y8′1 外面 :回転糸切 り

SX3002 鉢 瀬・美 灰白5Y8/1 内外 :灰 白25Y8/1 鉄絵:青灰5B,1 志野向付

SX9002 飼 自部 瀬・表 底:76 灰自25V8′ 1 灰自N8rl 2次焼成の痕跡 志野

樹 莉付 瀬・美 壺コ26 にぶい黄橙 ioYR7/2 志野向付

旬 莉付 績 美 盛判09 灰自5Y7′ 1 内外 :灰自75V8′ 1 鉄絵 :暗赤褐色5YR3/4 志野向付

旬 k指 言楽 高 :90
底 :95

石英

長石
赤灰7 SRS/1 赤反7 5RVi

内外 :ロ クロナデ

外底 :静止ヘラケズリ

SX3002 翻
茶入口翻

部
〓則 微砂粒 極暗赤掲75R23 灰赤75R5/2 内外 :ロ クロナデ

陶 急須 備前 ミお9 灰 自SY7/1
外面:皓赤10R3/6

内面:灰黄25Y7T2

壷 備前 灰7 SY6/1
外面:黒 5Y211

内面:暗赤褐25Y3/4 水指蓋

SX3002 把手 一剛 灰N6/1 内外 :N6/1
自然和暗オリーブ5V4/3

付着

底部 一則 底 :264 種暗掲2 5YR23 種晴褐2 5YR273 内面に貝目,自然釉付着

徳オJ 一剛 口 :38 ひ粒少
外面 :暗赤掲10R2/2

内面 :皓赤灰10R3′ 1
近世 I期

SX3002 層鉢 ユ則
砂粒少

量 赤10R5β 赤10R5/8

3X3002 層al 傭前 高

“

21
底莉41

細 赤75R4/8 赤75R4/8 外面 :ナデ 近世 I期
重ね焼きの痕跡

悟目10本

0                    10cm

第43図  SX3002出土遺物実測図 観察表 (その 11)
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遺構名
番ナ

遺物

種別
器種 産地 去量 (cm 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須.上絵) 調整 製作年代 備考

翻 雷銘 蔵前 砂粒
'卜

面:赤 10R4/8

勺面:暗赤75R3/4
近世 I期 末使用 ?

SX3002 翻 暦鉢 丹波 砂粒
外面:暗赤02 5YR3/6

内面:赤アSYR4/4

外面 :ロ クロナデ,指押さえ

内面 :ロクロナデ

第44図  SX3002出 土遺物実測図・観察表 (その12)
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遺構名 翻
馴

語 種 産地 去屋 (cm 胎土 色調 1(胎土 ) 色調2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須.上絵 ) 調整 製作年代 備考

貫恵零 杯 葛:34
α:76

灰自25Y8/1 灰白25Y8/1
勺外 :ロ クロナデ

'I底

:回転ヘラケズリ

SX3002 と師F
ロコ15
高:26
底:72

ひF■, 灰白N8/O 灰白N870 2次焼成の痕跡

高:26
底
"空
o
ひ粒少 掲灰,OYR,1 掲灰10YRVl 2次焼成の疲跡

日
高
底

灰自7 5YR3/1 灰白7 5YR3/1
ん外:ロクロナデ
,卜底:回転糸切り
大底:仕上げナデ

回線の―部に 2次焼成の

痕跡

SX3002
日
高
底

灰白25Y8/1 灰白25Y3/1 内外:ロ クロナデ

外底:回転糸切り

口
高
底

微砂粒 灰白7 5YR8′ 1 灰自7 5YR3/1
ナ
切
ナ

ロ
糸
げ

ク
転
上

回
回
仕

外
底
底

内
外
内

SX3002 雪:29
主:54

精良 黒N15/O 黒N15/O 内外:ロ クロナデ 全体に被魏痕

ヒ師員 微砂粒 灰黄25Y7/2 灰責25Y7/2 内外 :ロ クロナデ

と師晏 ヨ:23
壁:55

細
外面:灰自5YR3/2

内面i灰自SY8/1

Å外:ロクロナデ
,卜底:回転糸切り
内底:仕上げナデ

外面に2次焼茂の痕跡

SX3002 土師質 徹砂粒 灰白75Y7/1 灰自75Y771 ～
外:ロ クロナデ

小底:回転糸切り
2次焼成の痕跡

土師質 ヨ詢 8
薫:50

細 灰白25Y8/2 灰白25Y82 内外 :ロクロナデ

外底:回転糸切り
内外面に有機物付着

SX3002 土師質 葛:23
巨:62

佃 灰SY6/1 灰5Y6′ 1
勺外:コ クロナデ

'卜

底:回転糸切り
2次焼成の痕跡

上師婆 葺:23
巨:62

掲灰7 5YR5/1 掲灰7 5YR5′ 1
内外 :ロ クロナデ

外底 :ERH転 糸切 り

内外面とも2次焼成の痕
跡

第45図  SX3002出土遺物実測図・観察表 (その13)
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遺描名
物

別

遺

種
器種 産地 去畳 (cm 胎土 色調 1(胎土 ) 色調2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SX3002 上師目
口
高
底

佃 灰白25Y8/2 灰白25Y3/2
内外 :ロ クロナデ

外底 :回転糸切り

L師妻 高123
底:60

灰自N87rO 灰自N8/0 舟咎:昌釜累窃万
対底:仕上げナデ

内外面に2次焼成の痕跡

SX3002 t師晏 皿
口
高
底

宮良 灰白25Y″ 1 灰白25Y7/1
内外 !ロ クロナデ

外底 :回転糸切り
全体に被熟娘

と師晏 皿
口
高
底

触 和
にがい橙7 5YR7/4 に本い橙7 5VR7/4

外

底

内

外

ロクロナデ

回転糸切り
全体に被熱痕

SX3002 と師冨
口
一島
底

敷砂消 灰自75Y7/P 灰自75Y7/2
2次焼成の痕跡

内面に有機物付着

‐０ ６

２ ５

Ｓ Ｏ

細 灰自7 5YR8/2 灰白7 5YR8/2
Å外:ロクロナデ

殆唇i経埜傷ナデ

高¬ 9
底:56

徽砂粕

少
1こぶい橙7 5YR7ra にぶい橙7 5YR7/3

勺外 :ロクロナデ
ホ底 :回転糸切り
代底:仕上げナデ

回緑部の一部に煤付渡

吉:13
底:64

微砂璃

少
灰白10YR3/2 灰白10YR8滋

勺外:ロクロナデ

イ底:回転糸切り

日緑部の一部内外に煤

付着

と師績

‐０ ４

２ ３

６ ６

口
高
底

灰自iOYR3/2 灰自10YR3/2
デ
リ
デ

け
細
け

ク
転
上

回
回
仕

外
底
底

口緑部と外底に2次焼成
の痕跡

士師質 葛:21
底:61

灰白N8/0 灰自Ne/O
デ
リ
デ

け
細
け

ク
転
上

口
回
仕

外
底
底

内
外
内

口縁部と内縁底部に2次

焼成の痕跡

上師晏 皿 爵:24
壺:77

微砂潤

少
にぶい橙7 5YR″3 にぶい橙7 5VR7/9 2次焼成の痕跡

第46図  SX3002出 土遺物実測図・観察表 (その14)
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遺構名
物

別

遺

種
器種 産地 去量 (en 胎土 色調 ,(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

土師日 皿 ヨ:25
璧:82
微砂粒 にぶい橙SYR7/4 にぶい橙5VR7/4

内外:ロクロナデ

外底:板状痕
内面の一部 2次焼成演馘

L師蜜 吉:29
底:66

微砂粒
外面:にぶい黄橙iOVR7/3

内面:灰黄褐iOYR6/2

内外:ロクロナデ

外底:仕上げナデ
外面に2次焼成の疲跡

SX3002
口
高
底

浅黄橙7 5YR3/3 浅黄橙7 5YR8/3
デ
リ
デ
け
綱
け

ク
転
上

回
回
仕

外
底
底

内
外
内

口縁部に 2次焼成の痕跡

SX3002 L師晏
口:98
高 :26
底 :61
ひ粒少 にぶい黄橙 10YR7/3 にぶい責橙 iOYR7/3

2次焼成の痕跡

特に内面は善 しい

SX3002 と師晏 皿
日:98
高 :28
底 :6ρ

観 浅黄橙7 5YR6/3 浅黄橙7 5YR3/3
勺外 :ロ クロナデ

'卜

底 :回転糸切 り

SX9002
口
占
同
底

救砂和 浅黄橙 iOYR3/3 浅黄橙 iOYR8β
内外:ロクロナデ

外底:回転糸切り
内タト面に2次焼成の痕跡

位
２５
帝
微砂粒 にぷい黄橙1 0YR772 にぶい黄橙iOYR7/2

内外 :ロ クロナデ

外底 :回転糸切り
内面に有機物付着

SX3002 L師晏 皿 観
外面:灰自25V″ 1

内面:にぶい黄橙iOYR7/2

内外:ロクロナデ

外底:回転糸切り
内外面に2次焼成の演跡

と師蜃 徽砂IIn にぶい黄橙10YR7/3 にぷい黄橙10YR,9
勺外 :ロ ク「

lナデ

小底 :回転糸切 り
内面に蝶 ?

SX3002 と師妻 高 :21
虎 :61

微砂職

少
浅費橙10YR3/3 浅黄橙10YR3/3 干讐塀泰展

ナデ
勺底:仕上げナデ

内外面に有糧物付着

第47図 SX3002出土遺物実測図・観察表 (その15)
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遺構名
物

別

遺

種
器種 廷地 法量 (cm 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(和薬、内夕Ⅲ色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SX3002 土師質 暁塩壺
石英

長石

外面:赤灰2 5YR6′ 1

内面:赤 10R5/6

SX3002 土師質 焼塩壷 底:59 ひ粒多 外面 :にぷい黄橙loYR耽

内面橙7 5YR7浴
内外面一部・金色の物付

着,在地産

土師質 片口鉢 口

“

70 箋砂沼 燈2 5YR6/8 橙2 5VR∽
内・夕ヽ口縁部:ナデ

タ1面 サ旨押さえ

SX3002 土師質 土鍋 口 :332 卜色消 黒N190 黒N15′0
外面:ナデ,指押さえ

内面:ナデ ハケメ

SX3002 土師質 土鍋 少F■多 灰自5Y8/2 灰白5Y8/2 内面:摩減(ハケメ)
在地産

内面に有犠物付箔

上師晏 霊
跛砂Ж

多
外面 :黒 25Y2/1

内面 :にぶい黄橙10YR″2

正質 外耳付留 散砂葛
外面 :黒 7 5YR2/1

内面 :明褐灰7 5YR7/2

外面サ旨押さえ

内面:ロクロナデ
煤付着

SX3002 羽釜 灰白25Y3/2 灰白25Y812 外面:ナデ

内面:ハケメ
一部に2次焼成の痕跡

僣鉢底言 底コ12 金雲目 灰5Y6/1 灰 iOYR7/1 2次焼成の痕跡

在地産

第49図  SX3002出土遺物観察表

SX3002出土遺物 (第33～ 57図 )

漆器等の木製品を多く含むが,陶磁器の出土量ではコンテナで 5箱程の出土量であった。
1～ 10は ,中国産磁器である。 1・ 3は ,景徳鎮窯系青花 (鉢)口縁部。 lは輪花で,口縁は

受け口状となっている。 2は ,淳州窯系青花皿である。 4～ 6。 9は底部。 9の皿は高台裏にカ

ンナ痕が放射状に認められ,景徳鎮窯産と考えられる。 8は ,溝州窯系青花碗。内湾する器形で,
見込に連弁文,口縁部及び高台脇に2重圏線を有する。10は ,景徳鎮窯系青花兜鉢。内面を宝文
で埋め尽くす。12～ 22は肥前系陶器碗である。14の抹茶碗は,北部九州 (福岡)系 と考えられる。
23～ 59は月巴前系陶器皿である。23～ 37は胎土日の皿で,体部で折れ,口縁部端部が内方向に先細
るものが多い。40は口縁部が溝縁の皿である。41は口縁端部の三方に窪みを入れ,鉄絵を描く。
42～ 50は砂目の皿である。体部で折れ,口縁部が内方向に先細るものや溝縁となるものが認めら

れる。51～ 53は大皿で,いずれも口縁部が短く外方に折れる。52・ 53には,見込みに胎土目が認
められる。54～ 58は絵唐津。59の皿は,見込に7箇所の砂目を円周上に配するもので,朝鮮磁器
との関連が窺える。60～ 64は肥前系陶器である。60は鉢。口縁部の遺存が少なく,片回は認めら
れない。口縁部上端は無釉である。62は絵唐津壼。碁笥底で,内外面を施釉する。口縁部に一部 ,
2次焼成痕が認められる。63は悟鉢の底部である。橙色の胎土で,無釉である。64の瓶は上下に

藁灰釉と鉄釉を掛分け,いわゆる朝鮮唐津である。内面のタタキ痕は撫で消したため判明しない

が顎部に接合痕及び絞り痕が認められる。65は筒形の肥前系磁器碗である。SX4001と の接合関

係を有する資料で,本遺構埋没後の整地に伴うものと推定される。66は産地不明の壷である。断
面縞状となる交胎を有し,南中国または東南アジアの産地が推定される。底外面より顎部内面ま
で鉄釉を施し,肩部に三角形の無釉部を残す。内面にタタキ痕と考えられる縦方向の筋痕が見ら

れるが,定かでない。胴位外面に,鉄絵の「○」が 1つ描かれる。
67は中国龍泉窯青磁で,極度の摩減が認められる。68～ 70は ,肥前系陶器碗である。68。 69は

灰釉の九碗で,共に器壁は厚い。70も 丸碗で,長石釉を施し貫入が著しい。71・ 72は刷毛目碗で

ある。釉は黒褐色を呈し,外面に直線的なハケ,内面は打ちハケが認められる。73は青磁大皿口

縁部である。釉は濃い青緑色に発色する。口縁部は外反し,輪花状の切込が認められる。内面に
は草文及び圏線状の陰刻文を施す。馳・75は肥前系磁器小皿である。74は型打成形で,見込に松

-60-



文を描く。75は糸切り細工で,型紙刷りの製品である。

76～83は ,瀬戸・美濃系陶器である。76～ 79は碗である。76の鉄釉は,明 るい茶色に発色する。

77・ 79は ,灰釉の碗である。78は天目碗である。80～ 83は ,志野。80は鉢で,丸みを帝びた胴部

より口縁が外反する。口縁内面に鉄絵を描く。82は向付底部。型打ち成形とみられる入隅が認め

られる。83も 向付底部で,半環足を有し條部で外反する。内面に鉄絵を描く。訊は信楽水指であ

る。85～ 93は備前。85は茶入である。86は注口部及び把手部の接合部が認められ,急須若しくは

水滴が考えられる。底部に「OO」 の刻印がされ,器面には火欅が特徴的に認められる。87は水

指蓋で,器面は黒褐色を呈し黄胡麻が見られる。上面には放射状の器面調整を施し,装飾として

いる。88は把手部で,灰色の須恵質焼成で自然釉が付着する。89は鉢底部で,重ね焼を行い見込

の自然釉 (黄胡麻)を円形に抜く。90は徳利等の瓶類。91～ 93は指鉢である。91は ,口縁外面に

2条の凹線,端部は先細る。放射状の指目を有する。92は ,放射状に施された情目に摩減が認め

られず,未使用品と考えられる。口縁下部,顎の張り出しが大きく,断面は三角形状となってい

る。85は丹波産悟鉢で,焼成が良く赤褐色に焼き締る。口縁部の歪みから,片口を有するものと

思われる。口縁端部に面を持ち,内面悟目との境に稜をなす横ナデが認められる。

95は須恵器杯である。古代期の所産と考えられる。96～ 128は土師質土器皿である。底部の切

り離し法では回転糸切りが多数だが,静止糸切り (103・ 123)の ものが含まれる。色調は2次焼

成を受けたものが多く明瞭ではないが,やや濁った黄褐色を呈するものが多い。器形 。法量とも

多様でややばらついた印象を受ける。129。 130は焼塩壼である。ともに輪積成形のもので,鈍い

黄褐色を呈する。129はやや細身で,口縁部が外反する。180は底部で器壁の厚いずんぐりした身

から口縁部へと細く伸びる。131は土師質土器鉢で,片口を有する。132は瓦質土器鍋で断面三角

形の口縁部と薄い器壁を有し,焙烙タイプのものである。133は土師質土器鍋で口縁部は把手付

鍋の形態を有し,口縁部外面から体部外面へと貫通する穿孔が認められる。胎土中の粗砂・金雲

母が目立つ。134は土師器鍋で,古代期の所産と推定される。136は土師質土器羽釜である。

137は土師質土器悟鉢で,外面にハケ調整が認められる。138は硯である。139。 1401よ瓦質焼

成の土製品で,蓋形のものである。上面の形態は139が楕円,140が円形である。1391よ上面を

ミガキ,下面は『之』字状に線刻されている。胎土には角閃石が認められる。 141～ 143は ,

那智黒石 (和歌山産)の碁石。1441よ釘で,錆が著しい。145～ 167は漆器製品である。いずれ

も椀形で,基本的には外黒 。内赤色の漆が塗られる。器形では,器高が低 く器壁の薄い蓋と

考えられるもの (145。 146・ 151・ 157)と椀がある。椀では,器高及び高台の高いもの (152
。155。 158・ 159)と ,器高・高台共に低いもの (163)が認められる。器形は歪むものが多
いめ判然としないが,丸椀形のもの (155。 158等 ),体部で屈曲し直線的に口縁に伸びるも
の (151・ 153等),杯形となるもの (157)がある。加飾では器壁の薄いものに多く認められ ,
146の蓋を除き外面にのみ草文や丸に花の文を施す。その他,柄杓等への転用が考えられる

口縁に穿孔されるもの (157・ 161)や ,見込に2次焼成を受けたもの (152・ 158。 163)が認

められる。168～ 176は木製品で,多量に出上したが,一部のみ図化した。下駄 (168・ 169),

曲物 (173)折敷脚 (170),蓋 (176),銀状製品 (171),楊枝状製品 (174),櫛払い ?

(172),板材 (174)がある。177～ 185は瓦で,出土量は多 くない。軒丸瓦 (177～ 179)軒

平瓦 (180。 181),輪違 (182),丸瓦 (183～ 185)がある。
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遺構名
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遺

種
部 種 産地 去量 (cm 胎土 色調 i(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SX3002 硯 贈灰N3/O 暗反N3/O

野質 内外:淡灰色

SX3002 瓦質 蓋 ?
長

サ

外面:暗灰N3/O

内面:灰 75Y6/1

石 碁石
さ:04

黒色 那智黒石

石 碁 石 一誕
弾

黒色 那智黒石

SX3002 石 暮石

詮
礎
囃

黒色 那智黒石

SX3002 銭属 釘
費大長:

第50図  SX3002出 土遺物実測図・観察表 (その17)
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0                    10cm

遺構名 名称 長さ(cm) 残存長 (cm) 幅 (cm) 最大幅 (cm) 厚み (cm) 備考 サンブル番号

SX3002 蓋 ,
漆器

外面:黒漆｀赤漆、内面:赤漆

蓋 口¬150,高 :240,底 :501
内外:黒漆

内外:赤漆による加飾

破片
漆器、内外:黒漆→赤漆

外面:黒漆による国線とその中に引っ掻き技法による花びら

SX9002 破片
漆器,外面 :黒漆→赤漆,内面:黒漆一赤漆

外面 :黒漆の圏線の中に引っ掻き技法で3枚の花びらを加飾

純
漆器

外面 :赤漆→黒漆,内面 :赤漆

椀
漆器,外面 :黒漆,内面,黒漆→赤漆

外面 :花びら、黄土色の日線の中に赤漆で花びらを加飾

SX3002 椀
漆器、外面:黒漆,内面:黒漆→赤漆

外面:赤漆による加飾

蓋
漆器,外面:黒漆,内面:赤漆

外面:赤漆による加飾,見込みと口縁端部に二次焼茂の痕跡

司
漆器,外面:黒漆,内面:黒漆一赤漆

赤漆による施支,草木支花の部分は黄土色,見込み部に二次焼成 ?

SX9002
漆器

外面:黒漆一赤漆.黒漆による加飾,内面:黒漆→赤漆

兒
漆器,外面 :黒漆,内面 :黒漆→赤漆

外面:黄上色の目線の中に6枚の花びらが 3ヶ 所に描かれる

董 庫 :48
漆器

外面:黒漆,赤漆によるね柄加飾,内面:赤漆

SX3004 口 :16 iO高 705底 :70S
漆器,ひ しゃくに転用

外面:黒漆,内面:黒漆→赤漆

宛 口刊210,高 :980,底 お 25
漆器.外面 :黒漆.内面:黒漆一赤漆

見込み部に2次焼成の痕跡

SX3002 宛 底 :675
漆器、外面:黒漆,内面:黒漆→赤漆

外面に鉄分沈着

SX3002 党
漆器

外面:黒漆,内面:黒漆→赤漆

宛
漆器,穿孔二ヶ所

しゃくに転用か ?

SXa002 宛 底:60
漆器、

外面:赤漆一黒漆,内面:黒漆

宛
漆器,内面見込に二次焼成

外面:黒漆,内面 :黒漆→赤漆

SX3002 宛 底:60
漆器,全体的にひずむ

外面 :黒漆 ?内面 :赤漆

鬼
漆器

タト面:黒漆,A面 :黒漆→赤漆

SX3002 見
漆器

内外 :黒漆

底 :65
漆器 ,

夕よ面:黒漆.内面:赤漆

第52図  SX3002出土遺物実測図・観察表 (その19)
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遺構名
蹂号
名称 長さ(em) 残存長 (em) 幅 (cm) 最大幅 (em) 厚み (cm) 備考 サンプル番号

SX3002 下臥

F駄 連歯

SX3002

SX3002

白物 直径14 2cm,高 さ10 5cm,厚 0 6cm 側板を一重半巻き2ヶ所止め,下端帯を木ビス7ヶ所止め

SXaO02
状

卸 最大長:153,最 大幅:07.最大厚:OS
力a工木

中央部に二次焼茂の疲跡

SX300ρ 阪
板状木製品

焼印二ヶ所,―ヶ所は「よしの」と判読

製ヽ湿

∞ぎ静
桐cmヽ 地́

整 ぜ

離 名
遺物

種別

法量(cm)
胎土

色韻 調整
焼成 備考

尋さ(現存長| 厚 さ 幅(現存幅) 断面 器面 内面 夕ヽ面

SX3002 軒丸瓦 砂礫少 灰自N7/O 暗灰 N3/O 良
巴

被熱

軒丸瓦 砂礫少 灰5Y5′1 緑黒10GY2/1 良 B

第54図  SX3002出土遺物実測図・観察表 (その21)
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第55図  SX3002出土遺物実測図・観察表 (その22)
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第56図  SX3002出土遺物実測図・観察表

0                    10cm

(その23)
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0                   10Cm

通構名 勘
馴

法量 (cm)
胎土

色調 調整
焼成 備考

髭さ(現存長 厚 さ 幅 (現存幅 ) 断面 器面 内面 外面

軒丸瓦 碑 灰N6/O 灰 4/O 良 B

SX3002 軒平瓦 砂粒 灰白N7/0 暗灰N3/O 良 被熱

SX3002 軒平瓦 砂礫 灰白N7/O 灰N5/O 良 被熱

SX300ι 丸瓦 砂礫・石少 灰N6/0 暗灰N3/O iロ ゴザ状圧痕 ? 農

SX3002 丸瓦 砂礫少 灰N6/0 皓灰 N9′ 0
布日,コ ピキB
ゴザ状圧痕

板ナデ 良 被熱

丸瓦 砂礫 灰自25Y8/1 灰 N4/O
コピキB,布目
ゴザ状圧演

板ナデ 良 被熱

SX3002 丸瓦 砂礫 灰自10YR7/1 灰 N6/O
ヨビキB
布目

板ナデ 良

第57図  SX3002出土遺物実測図・観察表 (その24)
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SX3003(第 58図 )

C区の西部,第 3面で確認した遺構である。検出した標高は0,53～ 0.83mで,底面は標高 0,14

～0.24mを測る。検出長は3.30m,検出幅は2.42mを 測り,西方向調査対象外へと伸びる。平面

形状は長方形状だが,西半については撹乱直下での検出であり,やや不整形となっている。SX

3007と 重複し壊すが,本遺構と同様相を呈するSX3002に近接するが重複関係はない。埋土は,

埋め戻し土と考えられる上層部 (第58図土層図2,①～④)と 下層部 (⑤～③)からなる。下層

部は木質遺物・炭化物を多量に含んだシルト層で,泥炭化が認められた。遺構の性格としては,

下層にみられる埋上の状況から廃棄土坑が考えられる。所属時期は, SX3007(17世 紀初頭埋没)

に後出していることや,出土遺物に肥前系磁器が認められず,唐津中心 (溝縁皿を含む)である

ことから,17世紀前葉を中心とした所産と考えられる。

SX3003出土遺物 (第 59～ 61図 )

出土遺物は,コ ンテナ2箱程の出土量であった。埋上の下層部では木質遺物が集中し認められ

たが,遺存状態が悪く細片となるのものが多いため,取 り上げ可能なものは少量であった。

1は景徳鎮窯系青花で,鉢の体部片と考えられる。器壁は薄い。 2～ 10は肥前系陶器である。

2。 3は灰釉の碗で,高台は露胎である。 4は向付で,幌櫨により成形し体部中位を押え四方と

する。四方隅の口縁端部を窪ませ,口錆状に鉄釉を施している。 5・ 6は ,絵唐津皿 (向付)で

ある。 7は灰釉の皿で,口縁部が溝縁となっている。 8・ 9は器種不明の絵唐津である。 8は筒

形に復元され,向付と考えられる。 9は内面が施釉されていなく,香炉の類が考えられる。

10～ 12は ,瀬戸・美濃系陶器である。10は向付の底部片と考えられる。■の九碗は,明るい茶

色に発色する鉄釉を施す。12の見込みには, 2箇所のピン痕が認められる。

13～ 16は備前橋鉢である。15の口縁部外面には凹線が 3条認められ,断面は板状で端部が先細

る。古相を示す形態で, SX3007若 しくは近接する中世末段階の整地及び遣構 (SE 3004・ SE 30

05,SD3007)か らの混入が考えられる。

17は ,ほぼ完品の上師質土器把手付鍋である。口縁部を強くナデているが,体部が直立する器

形で佐藤編年の様相 2に該当すると考えられる。18は焼塩壷の蓋である。身は輪積成形のものと

考えられる。

19～ 21は漆器製品である。19は器高の低い椀で,口縁部が端反気味である。高台は低く,快 り

は浅い。20の紅葉の葉脈は,引 っ掻き技法による。21は内外面赤塗りの杯である。

22・ 23は瓦片である。22に 1よ連珠文が認められる。

SX3007(第 58。 62・ 63図 )

第 3面のC区西端部及びE区,F区で確認した遺構である。調査対象外の範囲を挟んで断続し
て検出されているが,ほぼ同規模を有し直線状に認められることや埋上の特徴から同一の溝状遺

構と考えられる。検出した標高はF区で0。91～ 0,96m,E区で0.55～ 0.86m,C区では0.63～ 0。77

mを測る。底面の標高はF区で0。32m前後,E区で0.42m前後,C区で0.46m前後を測り,道路
の整地の下位で検出されたF区で最も深くなっている。検出長はF区で1.7m,E区で4.4m,C

区で4.5mを 測る。検出幅はF区で4.5m,E区で3.lm,C区で3.3mを測る。F区で幅広となる

が,これは検出した標高差によるものと考えられる。
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①家裁跡、範乱
②25Y5/2暗灰色～砂混ンルト質極細砂
(5Y6/4オ リーブ責色極細秒と塊状に
含む炭化物を少量合む)
⑥働7/1灰白色～6/3オ リーブ黄色極細砂
～粘土 (整地層)
④5Y6/4オ リーブ黄色極細砂混
25Y5/1黄灰色シルト (炭化物を少量含む)
⑥25Y5/1黄灰色シルト (25Y6/41こぶい黄色
極細砂、6/6明黄褐色粗砂塊状に含む)

N2/0黒色 (炭化層)の ラミナ状堆積 ノ
③10YR5/1掲灰色～2.5Y5/1黄灰色シルト
(やや砂質)
⑩25Y5/1黄灰色ンルト～シルト質粘土

翌

0        1m

①25Y5/1～6/1黄灰色礫混シルト質極細砂
5Y6/4オ リーブ黄色細砂と塊状に合む。
炭化物塊を含む。
②25Y6/1黄灰色砂混シルト質極細砂
③5Y6/4オ リーブ黄色細砂混
N4/0灰色シルト

④N5/0灰色砂混シルト、25Y6/4にぶい黄色
細砂を塊状に含む

〓下 一下

`SX3003上層
(整地 )

ｍ

Ｓ

〓
０
・
９〇

一

第58図  SX3003・ 3007平画・土層図
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遺構名 勲
馴

糀 産地 去量 (cm 胎土 色調 1(胎土) 色調2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

滋 破片 ■回 微 灰白色 内外 :透明TIH 呉須:明苦色 景徳鎮窯

飩
泥

磁 E前
口
高
底

明褐灰7 5YR7/2 明オリーブ灰2 5GY7/1 大橋 12期

泥
碗 肥前 灰白75Y7/1 明オリーブ灰2 5GY7/1 大橋 I期

蜘
朗

碗向付 一則
口
高
底

団 橙5YR7/8 明赤灰 2 5YR7/1
ホ面:ナデ
欝台脇:ケズリ
十底:ケズリ

大橋 H期

皿 一則 口 莉31 旧 灰白N7/O オリーブ灰10Y6/O 鉄絵 :オ リーブ灰10Y4/2 大橋 I‐ 2期

'X3003
向付 一刷 底 :49 n 橙2 5YR6/8

外面:白

内面 :褐灰7 5YR6/1

外面 :ナデ

外底:ケズリ
大橋12期

SX300C 思前 にぶい赤構 10R6/4 明赤灰10R7/1 大橋工期

ＳＸ３０
妍

旧前 日 灰白7 5YR3/2 内外 :明赤掲2 5YR5/6
鉄絵:暗赤褐5YR3/2

灰費2 SY7r2

鞠
朗

香炉 ? 】剛 にぶい橙7 5YR7/4 灰黄25Y7/2 鉄絵

旬付 種・美 租 灰白5Y81 浚責5Y3/3

蜘
妍

績 美 嗣 反自色25Y3/2 内外:贈赤掲2 5YR3/4 内面 :皓赤掲5YR3/6
外面 :ケズリ

74・底:ケズリ

蜘
妍

鋼 碗 積・美 高:43
底:38

細 灰白75Y8′ 1 灰白10Y8/1 4面 :ケズリ

■底:ケズリ

内面見込みにビン痕,断

面に被熱痕

第59図  SX3003出土遺物実測図・観察表 (その 1)
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遺構名
物

別

遺

種
語 優 産地 去量(cm 胎土 色調 1(胎■) 色調2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

蜘
朗

翻 届鉢 備前 翻 赤種iOR6/8 赤褐iOR5/4
内外 :ロ クロナデ

内面 :指日
1世 Ic期

SX8000 陶 糟鉢 備前 口 :259 外面 :灰赤10R4/2

内面 :灰N4/O
た外:ロクロナデ 三世Ic期 口縁部外面に自然和付諾

SX300a 播鉢 騰前 個
面

面

外

内

灰赤7 SR4/2

暗赤福75R3/3
勺外 :ロ クロナデ 二世 Ib期

�
腿

循鉢 磯前 IH 灰赤75R4/2 赤褐10R6/8
内外:ロクロナデ

内面 :糖目
ヒ世Ha期

と師雲 内耳付部
口 :22(
高 :12(

旧
外面:淡橙5YR3/4

内面:灰白iOY71,

内外国縁部:ロクロナデ
外面:ハケメ,指押さえ
内面Vヽケメ

外面と内面日縁部に煤付

着

ＳＸ３０
餌

上師質
葛封9

責灰25V6/1 黒N2rO
内外国縁部:ナデ
外天:板状演
肉面 :仕上げナデ

全面に被熱疲

第60図  SX3003出 土遺物実測図・観察表 (その 2)
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0                   10cm

追構名 名称 長さ(em) 残存長(em) 幅 (em) 最大幅(em) 厚み (om) 備考 サンプル番号

SX8003 宛 口 :134.高 :6S.底 :62
漆器

外面:黒漆・赤漆による草花の加飾,ぬ面:黒漆

Я
漆器 ,内外 :黒漆

外面 :赤漆で引っ掻き技法による加飾 (紅葉 )

内外 :赤膝

ｉ
十一一

遺構名
遺物

種別

法量 (cm)
胎土

色調 調整
焼成 備考

民さ(現存長| 厚 さ 幅 (現存幅) 断面 器面 内面 外面

SX3003 軒平瓦 砂粒 灰黄褐itlYR6/2 暗灰N3/O

丸瓦 砂粒少 灰白N7/O 灰 N4/O コビキA

第61図  SX3003出土遺物実測図・観察表 (その3)

遺構の断面は船底形で,埋土は埋め戻し上と考えられる灰白色細砂上が上層部に認められ,下

層部では褐色のシルト質土が堆積する。重複する遺構に, SX3002・ 3003。 SK3028があり,いず

れにも先行している。出土遺物は中位に多く認められ,人頭大の石材も散見されることから,本

来石積みであったことも考えられる。遺構の性格として,大規模な区画溝或いは基幹水路であっ

たと考えられる。また本遺構が示す主軸は,N-81° ―Wを測り,後出するSD2003や現状で認

められる地害Jと大きく異なり,外堀及び平野部で認められる条里地割に合致する。このような状

況から,当地点が曲輪内として本格的に整備される以前の地割りを示す可能性が考えられる。所
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①5Y3/1灰 白色粗砂
②25Y7/2+7/1灰 責色+灰白色シルト質細砂、
5Y8/3淡 責色
③25Y6/1+7/2黄灰色キ灰黄色シルト質極細砂
(シルト質極細砂をブロック状に含む)
④25Y6/2灰黄色シルト質細砂
⑤25Y6/3+7/21こぶい黄色十灰黄色ンルト質極細砂
⑥25Y7/2+7/3灰 黄色キ浅黄色シルト質極細砂
②10YR4/1褐灰色シルト質極細砂
③25Y5/2暗灰黄色シルト質極細砂 (粘性有)

S
L=0.90m

N
L=090m

１
一〕       lm

第62図  E ttSX3007平 画・土層図

属時期はSX3003等17世紀前葉の遺構に先行することや出土遺物に絵唐津や胎土目の唐津が認め

られることから,17世紀初頭を中心とした所産と考えられる。

SX3007出土遺物 (第 64・ 65図 )

出土遺物は,コ ンテナで約 2箱の出土量であった。 1・ 2は ,景徳鎮窯系青花の口縁部である。

3～ 6及びllは ,肥前系陶器である。 3・ 4は絵唐津の向付である。 4は胎土目の四方入隅向付

で,内外面の上半部を灰オリーブ色に発色する釉で施釉し,見込に同色の釉で草文を描く。見込

には白化粧のみで施釉を行わないため,円形に白色を呈し (月 か),草文が陰影となっている。
5・ 6は胎土目の皿である。 7は産地不明陶器の把手部である。
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S
L=1.20m

0         2m ①25Y7/2+7/1灰 責色十灰白色シルト質細砂 (5Y8/3浅黄色シルト質極細砂をブロック状に含む)

群ξttI寺酎霊Ⅸ罰予甘gB暑争七打詔留瑠監砂)Ⅸ剛7

翌

第63図  F ttSX3007平 面・土層図

8～ 10は ,瀬戸・美濃系陶器である。 8は志野向付で,内面には草文を描いている。 9・ 10は

灰釉の碗と底部である。12～ 14は備前である。12は小片のため明確ではないが,鉢の口縁部と考
えられる。13は平鉢である。口縁端部に面をもち,内側へと突出する。17は関西系の瓦質土器火

鉢の口縁部で,外面には磨き調整が施される。15。 18～ 22は ,在地産土師質土器である。15の内

面には情目が認められず, 捏鉢と考えられる。16は土器細片だが,外面には格子状の叩き痕が認
められる。18は皿である。19は鍋の把手部である。20～ 22の脚部で,断面は円形状である。
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0                   10cm
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遺橋名
物

別

遺

種
器 種 産地 去量 (cm 胎上 色調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SX3007 厳 コ縁部 中国 微 灰自色 内外:透明釉 呉須 :暗青色
景徳鎮窯

口縁端部に虫くし

ヨ縁部 1国 微 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :皓青a 景徳銀窯

瑚 旧前 淡赤橙2 5YR″4 灰黄掲10YR4/2 大橋12期 向付

SX9007 陶 皿 “刷 頌５８
的

口
一局
直

明褐灰5YR7/2 灰オリーブ75Y5/3 絵:灰オリーブ75Y5/3
外面 :ナデ、ケズリ

外底 :ケズリ
大橋 I期 内面に胎土目 4ヶ 所

lB前
口:12フ
高 :29
底 :54

細 浅黄橙illYR3/3 にぶい黄橙 ,OYR6μ (橋 12期
内面見込みに胎土目 2

所

SX3007 al 一刊 底コ03 橙2 5YR7/6 灰白雨7/O (橋 I‐2期 断箇 内外面に被熱痕

lB子 団 灰 NS/O 黒N2/O

自部 綴 美 灰自7 5YR3/1 灰自iOYR3/1
内面に被熟痕

内面に模様 ?

腕 積・業 底:53 佃 灰自SY81i 灰白10Y8/2
底部に被熱

全面施和

SX3007 伺 瀬・美 巨:S2 細 灰臼N8/O 浅黄ア5Y7/3

伺 施 肥前 巨:47 細 灰白N7/O 暗赤掲5YR3/2
外面上半:ナデ
下半:ケズリ
タト底:ケズリ

(橋 五期

第64図  SX3007出土遺物実測図・観察表 (その 1)
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第65図  SX3007出土遺物実測図・観察表 (その 2)

離 名
物

別

遺

種
器種 産地 去量(cm 胎士 色調 1(胎■ ) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

働 国緑部 備前 暗赤褐5YR3/3 賠赤褐5YR3/3 内外 :ロ クロナデ

司 大平斜 篇前
口:211
高 :56
底 :125

田
外面:暗赤10R3/6

内面:暗赤75R3/6
内面 :ロ クロナデ

SX300ア 翻 底部 備前
外面 :種暗赤褐2 5YR2/2

内面:暗赤灰2 5YR3/1
内面:ロクロナデ 備前 ?

土師質 箱鉢 ヨ:ヽ 11
霊:186

石・長・

金
橙SYR7/8 灰白10YR3/2 在IIL産

口縁部に被熱痕

SX3007 にがい黄橙10YR7/4 にぶい黄橙10YR7/4
外面 :確好 ロタタキ

内面:ナデ
関西系皓罐

正質 火鉢
鰤 II

無
黒N2/0 黒N2rO

ホ面:ミ ガキ

ヨ縁端・内面:ナデ
関西系火鉢

SX300フ 皿

０３

２

７

砂粒少 外面:浅黄5YR8/3

内面 :灰白5YR3/2

デ
リ
デ

ナ
切
ナ

ロ
糸
げ

ク
転
上

回
回
仕

面
底
底

内外面に被熱痕

SX3007 上師質 内耳付聟
石・長・

多
にぷい橙7 5VR7/3 にぶい樫7 5VR77a

SX3007 上師鎮 脚部 砂粒黎 橙sYR6/6 橙5YR6/6

】〉ぐBOOラ 上師雲 却部
石・長・

多
灰自10YR3/2 灰自iOYR3/2

却部 騨砂過 にぶい褐7 5YRS/3 に本い褐7 5YR573
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SX3004・ 3005・ 3006(第 10。 66図 )

B区西半部,第 3面で確認した遺構である。撹乱部分に設置したトレンチ壁面の上層堆積状況

(第 10図 )よ り,B区西半部は大きく窪んだ地形となっており,最下層部では木質遺物等の有機

物を多く含んだ砂質の堆積層が認められることから,滞水していた遺構の存在が想定された。第

2面検出時にはSX3004・ 3005に相当する範囲,B区西半部で炭化層が検出されている (第 190

図)。 この炭化層には遺物が包含せず,最下層部との間に⑩層を挟むことからこの直下を第 3面

において検出した。また窪地の南岸に相当するSX2006・ SE 3006の 下位でも木質遺物を含んだ

砂質上の堆積物が認められ, SX3006と して検出を行つた。撹乱により分断されることや断面観

察で複数の遺構が想定されたため, 3つ の遺構として遺物の取り上げを行った。

検出した標高は,SX3004が 0。44～ 0.58m,SX3005が 0.58～ 0.67m, SX3006が 0。27～ 0.42

mを測る。底面の標高はSX3004が0.20～ 0.28m,SX3005が 0.16～ 0.32m, SX3006が0.03～

0.06mである。SX3006は一部,撹乱土を含んだ状態で検出しており,西面はコンクリートを含

んだ撹乱を除去できず以西については確認できなかった。SX30髄 。3005の境となる10cm程度の

畦畔状の隆起が認められたが,両遺構を明瞭に別遺構として分割するものかは,調査範囲の制約

もあり明確にならなかった。SX3004～ 3006は ,いずれも木質遺物等を含むシルトと砂の互層を

埋土としているが,東西方向及び南北方向の上層断面によれ耐② o③・④層を基盤とした掘り方

状に観察された。このため窪地の最下層部では複数の遺構が存在する可能性が想定されたが,平

面の検出時では明瞭なプランとはならず,ま た③・④の砂質の堆積物は,遺物を包含するため埋

土として掘削を行った。

現状では同様の特徴を有する埋土で充填されることや,出土品についても各遺構間での接合関

係が多く認められることから同様の埋没過程が考えられ,B区西部一帯が池状の遺構として想定

される。

注目される出土遺物にSX3005出上の木簡 (第81図51)があり,その墨書により当地が彦坂織

部邸であり,1658～ 88年頃の所産であることが分かる。その他箸,漆器製品が多く認められ,宴

席の廃棄物を含むことが推定される。明瞭な根拠を示す出土品は認められないが,文献資料では

彦坂織部玄年と落主の姪との婚礼 (1666年 )があり,当史述に伴う可能性も挙げられる。

SX3004出土遺物 (第67～ 75図 )

1～ 7は肥前系陶器である。 1は灰釉の碗。 2は呉器手の碗。 3・ 5～ 7は砂目の皿で, 3・

4・ 6は溝縁状の口縁を有する。 8・ 11は ,産地不明陶器である。 8は香炉底部,11を花生と考

える。 9は京焼系陶器で,金,赤,藍,緑で絵付される。理兵衛焼 (高松藩御用焼)が類推され

る。10は備前の瓶である。12は信楽で,口縁部及び内面に煤が付着することから火入として使用

されたと考えられる。

13～ 31は肥前系磁器である。13～ 18は碗である。16は白磁,18は青磁である。19～ 22・ 23は小

杯である。いずれも端反で,21と 23が高台内無釉である。19は外面に蘭を描くもので,20と 共に

SX3006と 接合関係が認められる。21の外面に描かれた蕪の葉脈は,掻き取りによつて白抜きさ

れている。23の外面には,錦が認められる。24は仏飯器である。底部無釉で高台内の袂りは深い。

25は青磁香炉である。26～ 31は皿である。26,27は組皿に考えられ,内面に楼閣山水を描く。高

台内には砂粒付着が認められる。初期伊万里と考えられる。31の胎土は,磁器化せず陶胎である。

32のタト面には,上絵が認められる。
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第66図  SX3004・ 3005・ 3006平画図
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第67図  SX3004出土遺物実測図 (その 1)
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遺構名
瑕政 物

別

遺

種
器 巨 産地 法量 (9n 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須、上絵 ) 調整 製作年代 備考

SX3004 配 ユ刷 4m 灰自5Y771 灰自SY7/1

SX9004 碗 ユ刷 璧:50 細 にぶい黄橙iOYR6/a にぶい黄橙10VR6/3 呉器手碗

SX3004 一副
亀
２８
５６

灰自N8/O オリーブ黄75Y873
デ

ロ

ナ

砂

面

底
大橋Ⅱ期 見込みと底部に砂目

SX3004 一刷 灰iOY4/1 褐7 5YR4/38 大橋 Ⅱ期

把前 雪:30
占:42

灰黄褐 10YR4/2
小面:ナデ

イ底 :ケズリ
大橋Ⅱ期 見込みに砂目

“則 高:31
底:66

灰10Y4/1 黒褐25Y3/2
タト面:ナデ

外底:ケズリ
大橋 H期

一刷 高:37
底:40

灰自5Y7′1 白～灰自10Y7/2
外面 :ナデ

外底 :ケズリ
大橋狂刺

内面見込みと高台部に

砂目 3ヶ 所

SX3004 香炉底部 底:78 灰N7/0 緑灰10GY01

SX3004 京・信 灰自5Y3/1 内外 :透明和 内外 :赤・金・青・緑

瓶 備前 細 暗赤灰 i OR3111 に本い黄橙 10YR6/3 体部に4条の凹み有

SX3004 鋼 に生 絢 にぶい赤掲2 5YR4/4 黒N15/0 内外 :和剥離

SX3004 飼 (入 信楽 罰:liO
巨:170

暗赤掲2 5YR3/6 明赤褐5YRS/6 内外 :ロ クロナデ

外底 :回転糸切り
勺面に煤付着

第68図  SX3004出土遺物観察表

33は焼塩壺蓋である。34は管状の土錘である。35～ 401ま土師質土器皿である。すべて底部回転

糸切りで,35・ 38が橙色系,他は灰白色を呈する。佐藤編年 (佐藤2003)の橙色系に自色系が加

わる段階 (様相 3～ 5)の うち,形態的特徴から様相 4に相当すると思われる。40は SX3005と

接合関係を有する。内外に墨書が認められ,底部外面のものは「大」と読める。41は ,瓦質土器

鍋 (焙烙)である。口縁部断面は三角形で,垂下する。佐藤編年の様相 3に該当すると考えられ

る。

42～ 54は漆及び木製品である。42は玩具,人形である。胴部を欠損するが,頭部は全面磨かれ

る。43～ 46は漆器である。441よ箱膳である。全面黒塗りで,一部金の付着が認められる。43は身
として図化しているが,高台内に文様が描かれており,蓋の可能性が考えられる。この露薄文は,

地方出上のものではりしい。45,46の椀は土圧のためか,全体が歪んでいる。45の高台は低く直
立し,46の高台は高くハの字に開く。共に高台の袂りは,深 くない。

47～ 51は下駄である。連歯下駄 (49),差歯下駄 (47,48),到 り下駄 (50)草履下駄 (51)

がある。52～弘は箸。多量に出土したが, 3点を掲載した。すべて白木。55～ 58は瓦片。佐藤編

年の様相 4ま での所産と考えられる。
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遺糖名
文

弓

物

別

遺

種
器種 産地 去量 (em 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外と調 ) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

肥前
底 :60

灰 白 内外 :透明釉 呉須 :贈青色
底部に銘款あり

畳付に砂粒付語

肥前

口
高
底

散 灰白色 内外 :透明和 呉須 :淡青色 高台畳付に砂粒付着

)(300と 碗 肥前 敗 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :皓青色 夕I面 :一重網目 大橋Ⅱ期

肥前 微 灰 自 内外 :透明和

SX3004 踵 宝都 “ＢＩ 巨:50 細 灰白N8/O 明オリーブ灰5GY771 音磁

SX3004 滋 “剛 底:40S 彼 灰白色 内外:透明釉 呉須:暗香色 外面と内面に 2次焼成痕

巌 卜邪 肥前 微 灰白色 内外:透明釉 呉須:淡青色 外面 :蘭

SX3004 磁 llヽイ 狙B前 ミ:32
灰 自 内外:透明釉 呉須:明音色 被熱

小イ 灰白色 内外:透明和 呉須 :明・暗青色
年代

高台内無和,自抜き掻き

取り技法

SX3004 小イ 一剛
占:23

徽 灰白色 内外 :透明IB 呉須 :皓青色

卜不 一別

口:62
高 :41
底 :22

灰白色 内外 :灰自75Y7′ 1 一‐６４０
賦

高台内無釉

ム飯具 】刷 底:38 灰 白 内外 :透明釉

SX3004 香炉 肥前 底:55 灰白N8′ 0 明オリーブ灰2 5GY″ 1 内面 :ロ クロナデ 誡

第69図  SX3004出土遺物実測図・観察表 (その 2)
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り■４無

遺構名 働
翻

器種 産地 去量 (cm 胎上 色調 1(胎土) 色調2(和薬、内タト色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

厳 肥前

９６
３

４
微 灰自色 内外:透明和 呉須 :灰75Y4/1 内面:楼闘山水 太橋H2負 初期伊万里

高台内に砂粒付着

SX3004 数 】刷 寄:285
笙:640

微 灰白色 内外:透明釉 呉須:淡書色 内面 :楼閣山水 (橋Ⅱ・2賞 高合内に砂粒含む

薩 肥前 灰自色 内外:透明和 呉須:暗音色 (橋Ⅱ期 高台畳付に砂粒付着

SX3004 滋 B巴前

∝

８５

４
灰自色 内外:透明和 呉須 :明青色 (橋 H期

初期伊万里

銘款有

磁 B日前 臣:73 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :オ リープ黒10Y3/1 大橋工期

SX3004 厳 一刷 底 :93 にぶいA/E10VR7/3 内外 :透明釉 呉須:暗・淡青色

直部 肥前 散 灰自色 内外 :透明釉 銹絵:黒 5Y2/1

第70図 SX3004出土遺物実測図・観察表 (その 3)
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遺構名 勘
潮

器 臓 腫地 法量 (帥 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整      製作年代 備考

SX3004 L師口 路塩奎歯
口
高 にぷい黄橙iOYR7/2 にぶい黄検 10YR7/2

～
タト:ナデ

と師F 上錘 眸騨赫一貶
触 粕 灰白25Y観2 灰白25Y8/2

SX3004 土師質 巨i,li
微砂粒 にぶし増 SYR7/4 にヽい橙5YR7声

内外:ロクロナデ

外底:回転糸切り
内外面に有機物付着

上師晏 翻 瑠 浅黄橙7 5YR3/4 浅黄橙7 SYR3/4
内外 :ロクロナデ

外底:回転糸切り
口縁部に煤付着

∝
０
５

灰自25Y8′ 1 灰白25Y81i
内外 :ロ クロナデ

偽儀i星笠浴7勢 日縁部に煤付着

SX9004 L師ヨ 高:17
底:59

鯛 灰自7 5YR8/2 浅黄橙7 5YR3/a
勺外:ロ クロナデ

米底 :回転糸切り
外面に有機物付着

=師
蜃 m 高封 9

底:80
微砂粒 灰白25Y8/1 灰白25V3/1

内外:ロクロナデ

外底:回転糸切り

と師雲
口:119
高:20
底:76

砂粒 灰白10YR3/2 灰自10YR812 靭
躯
ロクロナデ

回転糸切り 暴書有

3XSOOИ 配質 吉嬉
砂粒て
灰養25Y7/2

外面:黒 10YR3/1

内面:黒 iOYR2/1

画

面

外

内

指押さえ、ヨコナデ

ヨコナデ 接合痕有 り

第71図 SX3004出土遺物実測図・観察表 (その 4)

-85-



0 42

‐

ウ
オ 毛F√

~~下

| 本 、

0                  10cm

+ 半

一一一一一響

遺構名 名称 長さ(em) 残存長(cm) 幅(cm) 最大幅 (c耐 厚み (em) 備考 サングル番号

SX3004 、形 現存長:S4,現存幅:35,現存厚:27

SX3004 底 :550
漆器,外面:黒漆,内面:黒漆→赤漆

外面 :赤漆による草本文,高合内:赤漆による露すすき文,露すすき文は地方では珍しt

SX3004 善(箱 )
漆器

黒塗りで金巻薄を施す ?

完 高:60.底 :53
漆器,全体にひずみ

外面 :黒漆,内面:赤漆

SX3004 見 E:600
漆器

外面:黒漆,内面:黒漆→赤漆

第72図  SX3004出 土遺物実測図 (その 5)
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劉

置構名
文

号
名称 長さ(cm) 残存長(cm) 幅 (en) 最大幅 (cm) 厚み (cm) 備考 サンブル番号

SX3004 下駄 差歯

F駄 差 額

SX3004 F駄 連歯

下臥

第73図  SX3004出土遺物実測図・観察表 (その 6)
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第74図  SX3004出土遺物実測図 (その 7)
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密椰睡〈吼 穏輌 ) 1即輯 舗 ) 甲4(耐 綸 書 サンアル謗

SXa004 離 炒お お

152 霞 翔 09 dB

螂 朗 59 離 熟 (L7 げ

SX9 0 04 . S4 ば ″ αa

離 瓢
瀬 輔

鮭
観 縫

触 鱒
書き1礫 Eき 悟崚 啓幅) 断面 緬 曲箇 籟

脚 SS 櫛 HXN370 取lH4/O 良

蜘 頼 韻コこ郎

“

ero l XNS/O 具

脚 57 軒丸五 節 6rC 霞面 長

騨 器類 裏牌申 XM70 農

975図  SX13004H土薄物観察表
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第76図 SX3005出土遺物実測図 (その 1)
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遺構名
物

別

遺

種
器 種 産地 去量 (cm 胎土 色調 ,(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

ＳＸ３０
蠣

腕 “削
日
高
底

灰白iOYR8滋 灰白2 5YR82 大橋 Ⅱ期 京焼風

SX3005

上層
“剛 高 :59
底 :49

綴 灰白25Y82 淡黄SY,3 大橋 Ⅱ期 京焼風

ＳＸ３０
穏

旬 佃 灰自N7rO 釉,自化椎土 ?

ＳＸ３０
覇

旬
“刷 高:33
底:59

橙2 5YR6/8 明赤灰SB″ 1 ホ面:ロクロナデ 大橋 Ⅱ翔 内面見込みに砂目!痕跡

ＳＸ３０
而

伺 】刊 橙2 5VR6お 灰白10Y7/1 外面 :回 クロナデ 大橋Ⅱ期

ＳＸ３０
駆

旬 一則 灰N5′ 0 極暗掲7 5YR20 (橋 Ⅱ期

ＳＸ３０
爾

肥前 細 灰自2 5GYVl
灰自10Y7/2

透明X14
夫橋Ⅱ期

磁 槻 一刷 高:60
底 :48

灰 白 内外:透明釉 呉須 :明・浚音色 底部に銘款あり

VE け前 ,巨 :49 灰白色 内外 :透明和 呉須 :淡青色 大橋Ⅱ期

ＳＸ３０
稲

一剛 灰自色 内外:透明和 呉須 :明青色 大橋工2期 筒形椀

ＳＸ３。
爾

小イ
一別 旧 灰白N8Ю 白色 大橋Ш期

小不
日
底

微 灰 自 内タト:透明和 呉須 :暗青色 被熱

」ヽ不 ユ則

口
高
底

微 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :暗青色 大橋正期

蜘
稲

一刷 高 :24
底 :54

微 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :暗青色 大橋 Ц期
高台畳付と内側に砂粒

付着

】B前
底 :68 微 灰 白 内外 :明緑灰iOGY71

言台内に砂粒付着
蛇の目和剥ぎ
見込みに砂目痕

第77図  SX3005出土遺物観察表

SX3005出土遺物 (第76～ 83図 )

1。 2は ,肥前系陶器京焼風碗である。 4～ 7は ,口縁部溝縁状の肥前系陶器皿である。鉄釉 ,

灰釉を用いている。

8～ 10は ,肥前系磁器碗である。 8の大振りの碗は, SX3006と接合資料が認められる。 9は

体部が口縁部へと直立し伸びる形態である。10は筒形のものである。11～ 13は肥前系磁器小杯で

ある。11は端反口縁となる白磁である。12は口縁部及び高台脇,見込に二重圏線が認められる。

SX3006と の接合資料である。14は肥前系磁器皿である。高台内砂粒付着が認められる。15は肥

前青磁皿である。大皿で見込に蛇の目釉剥ぎを施し,釉剥ぎ部と高台内に砂粒の付着が認められ

る。 SX3006と の接合資料である。

16は丹波悟鉢である。櫛描 6本の悟目を有し,外面の体部下半には特徴的な斜め方向の指押さ

えが認められる。口縁端部は上下に拡張し,断面が三角形となっている。

17～ 19は ,瓦質土器鍋 (焙烙)である。17・ 18は外面に粗いハケメが認められ,亀山系と考え

られる。19は器壁の薄い焙烙タイプで,佐藤編年の様相 3～ 4の所産に考えられる。20は小片だ

が,瓦質土器鍋の口縁部と考えられる。21は瓦質土器茶釜の口縁部である。

22～ 33は土師質土器皿である。すべて底部回転糸切りで,橙色系 (22・ 24・ 26～ 28)と 白色系

(25・ 29～ 33)が存在し,形態から佐藤編年の様相4と 考えられる。34は焼塩壷である。輪積み

成形で,口縁部外面の押圧は弱い。

35～ 39は漆器である。36は内外面が赤塗の杯である。37の椀は丸みを帯びた器形で,高台は高

くハの字に開き気味である。
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遺幡名 瑕
支

奉号

物

別

遺

種
器種 産地 去量 (em 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SX3005 翻 層鉢 〕波

口
一島
底 D砂泄 にぶい黄褐 iOYR5/3 内面に2次焼成の痕跡

蜘
覇

土師質 感烙 徽砂粒 黒N2/O 灰黄褐iOYR6/2
ヨ縁部:ロクロナデ

狩詈,ヽ獣著吉ケ|:摂塀
'え蜘

婿
瓦質 鍋 にぶい黄橙 10YR7/2 内外 :黒25Y2/1 外面 :指押さえ、ハケメ

SX300S 土師質 焙盤 憮砂君 灰掲7 SYR4/2 灰黄褐10YR6/2
内外:ロクロナデ

外底:指押さえ

豆質 渦 ，‐̈紬鵬
灰白10YR3/2

タト面:黒 10YR,7/1

内面:に本い橙7 5YR7/3
内外:ヨ ヨナデ,指押さえ 外面に煤付着

SX3005 豆質 硼 灰白5Y7′1
外面 :暗灰 N3/0

内面 :灰 N4/0

外面口縁部:ヨコナデ
外面体部:板ナデ
内面:ヨ コナデ,指押さえ

第78図 SX3005出土遺物実測図・観察表 (その 2)
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遺構名
物

別

遺

種
器種 産lt 去量 (cm 胎土 a調 1(胎土) 色調 2(袖薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整      製作年代 備考

下層
LR市貿 牧砂ポ 橙2 5YR″6 橙2 5YR716

外

底

内

外

ロクロナデ

回転糸切り

SX300〔

下層
LF雨雲 血 個

外面:に本い赤橙10R674

内面:灰白10YR7/1

内外 :ロ クロナデ

外底 :回転糸切 り
ひずみ大

】X300t L師雲 1婢ひ駕 浅黄橙7 5YR3“ 浅黄橙7 5VR8た
内外 :ロ クロナデ

外底 :回転糸切 り

上層
L師雲 章コ5

主:82
旧 灰白5Y7r, 灰白5Y7/1

デ
リ
デ

ナ
切
ナ

ロ
糸
げ

ク
転
上

国
回
仕

外
底
底

内
外
内

口縁部内外に蝶付着

蜘
覇

L師笞 葛コ 5
巨:76

嵌砂翠 にぶい黄橙1 0VR673 にぶい黄燈 iOYR6お
内外 :ロクロナデ

外底 :回転糸切り,板状痕
口縁内外に煤付着

ＳＸ９０
朗

と師雲
口
高
底

にぶい橙7 5YRン 4 にぶい惜7 5YR7 4
内外:ロクロナデ

外底:回転糸切り
口縁部内外に煤付着

L師雲 高:20
底:52

践砂ポ 灰自loV自 8耀 にぶし哨 7 5YR7/3
内外 :ロ クロナデ

外底 :回転糸切 り

躙
稲

嵩:18
底:80

灰自5Y8/i 灰白SYy,
内外 :ロ クロナデ

外底 :回転糸切 り

下層
と師晏 吉:26

底:94

外面:灰潤770

内面:灰白25V3/O

内外 :ロ クロナデ
外底 :回転糸切り
内底 :仕上げナデ

外面底部に粘土塊付着

ＳＸ３０
蠣

高 :19
底 :70

灰自,OYR″ 1 灰白iOYR″ 1
内外 :ロ クロナデ

外底 :回転糸切り、板状痕

口縁内外に2次焼茂の

演跡

蜘
甑

と師質 高 :22
底 :80

灰白10γ R3r2 灰白10YR3/2
内外 :ロ クロナデ

外底 :回転糸切 り,板状痕

日縁内外に2次焼茂の

痕跡

ＳＸ３０
前

とR市婁 高コ 7
底:82

脹砂III 灰自25V3/1 灰白2 5Yyl
内外 :ロ クロナデ

織唐:星至冷7≠
口縁部に煤付着

蜘
稲

と信市雲 売塩壼 ｍ程妬
２ｍ
度
英

外面:浅黄橙7 5YR876

内面:にぶい赤橙10R6μ

内面口縁部・外面 :

ロクロナデ
内面 :板ナデ

第79図  SX3005出土遺物実測図・観察表 (その 3)
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第80図  SX3005出土遺物実測図・観察表 (その 4)
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遺構名 名称 長さ(em) 残存長 (cm) 幅 (em) 最大幅 (cm) 厚み (em) 備考 サンプル番号

椀
漆器

外面:黒漆・赤漆による草花の加飾,内面:黒漆一赤漆

SX3005 宛
漆器

内外:黒漆→赤漆

兌 口 :1250,底 :600
漆器

外面 :黒漆,内面 :黒漆→赤漆

SX3005 宛
漆器

外面:黒漆,内面:黒漆→赤漆

宛
漆器

外面:黒漆,内面:黒漆一赤漆

SXa005 下駄
連歯

寛永通宝が密着していた痕跡
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第81図  SX3005出 土遺物実測図 (その 5)
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第82図  SX3005出土遺物実測図 (その 6)
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遺構名
支

号
名称 長さ(cm) 残存長 (cm) 幅 (cm) 最大幅 (cm) 厚み (cm) 備考 サンプル番号

SXSO05

木製占

内夕柱黒漆

木製編

SX3005 内夕H黒漆

SX3005

密

SX3005

SX3005 代簡 最大長:179,最 大幅:36,最大厚:03 章木文

SX3005 木簡 最大長:235,最 大幅:235,最 大厚:045

遺構名
物

別

遺

種

法量(cm)
胎上

色調 調整
航 備考

肇さ(環存寝 厚 さ 幅 (現存幅 ) 断面 器面 内面 外面

丸瓦 鰈 灰白25Y7/1 暗灰N3/0
布

ビ 板ナデ 良 振無

SX3005 軒丸瓦 礫 灰N6yO 灰 N4/O 日

軒平瓦 鰈 責灰25Y6/1 灰N4/0 被熱

第33図 SX3005出土遺物観察表

40は連歯下駄である。台の中央部に銭貨 (寛永通宝 ?)の密着痕が認められる。41～ 51は木製

品である。43・ 44・ 46は円形の蓋 (底板)類。44・ 46が黒漆塗されている。47～49は白木箸であ

る。

50・ 51は木簡である。50は片面に植物が描かれる。51は両面に墨書があり,「冨岡 [□ ]

柴固 [ ]様 上原正兵衛」,「上天 白砂糖五拾斤 入」と読める。宛名で富岡と呼ばれた
人物は,『高松落士由緒録』によると富岡与左衛門に該当する。元祖与左衛門は,万治 (1658～

61年)の頃,彦坂織部の与力となったとされ,子の与左衛門も1688年まで在職する。当地が松平

大膳家上屋敷 (創始頼芳。1688年 )と なる以前,彦坂織部邸であったことは文献資料等から間接

的に推定されていたが,当資料により決定付けられた。
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第84図  SX3006出土遺物実測図 (その 1)
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遺構名
物

別

退

種
静 種 産地 法量 (針 胎 士 色調 1(胎土) 色調2(和薬、ぬ外色調) 色調 3(呉須.上絵) 調整 製作年代 備考

SX300G 碗 一則

‐‐ ８

６ ０

４ ５

口
高
底

制 灰白7 5YR8′ 1 内外 :透明和 呉須:暗 ,明青色
大橋
Ⅱ V期 陶胎染付

SX300C “則 吉:29
底:60

組 灰 NSrO 晴掲7 5YR3/4 大橋 Ⅱ期
内面見込みと高台部に櫂

目 4ケ 所

“別 罰:24
巨:41

細 灰自NerO 灰自2 5GY3/1
外面下半 :ケズリ
外面上半 :ナデ
外底 :ケズリ

大僑工期

“副 言:48
壼:47

細 灰75Y6′ 1 オリーブ灰2 5GY6/1 大橋Ⅱ期
内面見込みと高台内lRlに

砂目4ケ 万府

一剛 微 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :明青色 大僑Ⅱ期

SX3006 肥前 微 灰自色 内外:透明釉 呉須 :暗青色 大僑Ⅲ期

鉢 月巴前 灰自10Y8′ 1 暗オリーブ75Y43
音磁.漆による焼継の痕

跡

(入 れ ? EB前 蜃:46 灰白N″ 0 オリーブ灰2 5GY51i
年代

青磁,内面と高台内は無

和

憲 卜杯 】刷 至:2コ 微 灰自色 内外 :透明和 呉須:淡青色
一‐６４０
靴

高台内無釉

SX3006 】則 微 灰自色 内外 :透明和 呉須 :オ リーブ5Y4/2 勺面:楼閣山永 大橋 H期
初期伊万里,高台畳付に

砂粒付着

滋 皿底部 一酎 微 灰白色 内夕I:透明和 呉須 :明青色 大僑ⅢjtB 高台畳付に砂粒付着

薩 中国
口
高
底

灰自色 内外 :透明釉 呉須 :明青色 内面:同心円状沈線,陽刻 「太明」銘款

SX3006 歳 驀 肥前 灰自色 内外 :透明釉 上絵 :赤・緑・黒・金 大橋Ⅱ期 色絵

上台市雲 高コ 4
底 :S2

田 灰自25Y8′ 1 灰白25Y8′ 1
内外 :回 クロナデ
外底 :回転糸切 り
内蔵 :仕上げナデ

口縁部に保 (被熱)付着

缶属 煙管

第85図  SX3006出土遺物観察表

SX3006出土遺物 (第 84・ 85図 )

1は肥前産の碗である。胎土は粗製若しくは陶胎状に認められる。器壁は薄く,高台は高くシ

ャープである。 2～ 4は肥前系陶器皿である。口縁部が溝縁状の皿で鉄釉もしくは灰釉が施され

る。 2。 4の見込み及び畳付には,砂粒の付着が認められる。

5～ 11は肥前系磁器である。 5・ 6は碗である。 7は鉢の口縁部と考えられる。 8は外面には

青磁釉を施し,内面は無釉である。火入または香炉の類と考えられる。 9は端反の小杯で,外面

に「寿」と鏑があり,高台は無釉である。10～ 13は皿である。10の畳付には,砂粒が付着する。

初期伊万里と考えられる。12は外面に唐草文,内面には同心円状の沈線と陽刻 (葡萄 ?)が認め

られる。月ヽ片ではあるが,SK3021の出土品に同一個体或いは同形品がみられ,両遺構の共時性が

うかがわれる。13は器壁が薄手の色絵鉢である。素地は乳白色を呈し,内面には剥落痕も多いが,

赤及び緑色が認められる。

14は土師質土器皿である。底部回転糸切りのもので,胎土は白色系である。15は煙管雁首であ

る。 16～ 19は木製品である。17～ 19は白木箸である。
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0                   10cm

第86図  SX3006出土遺物実測図・観察表 (その2)

SE 3004(第 87図 )

C区の南西隅,第 3面で確認した井戸状の遺構である。上位は中世末葉の整地層 (第300図 )に
より被覆されており,その直下で検出した。検出した標高は0.91～ 1.o2m,底面の標高は-0.14

m前後を測り,底面付近で湧水が認められた。検出長は東西に約2.3m,南北に約 2mを測る。平
面の形状は精円状であるが,南半が撹乱の下面で検出されたため扁平となったもので,本来は円
形と考えられる。断面の形状は,底面が平坦で,遺存の良い西及び北壁では中位で屈曲し上方部
に緩やかな傾斜が認められる。

埋土は細分できるが,基本的には黒褐色土が下層に堆積し,上層部は埋め戻し土と考えられる

堆積物で充填される。上層部には人頭大の石材が混じっており,本来上位は石積みされていた可
能性が考えられる。また上層部の埋土は,基本的には上位で堆積する遺物包含層 (16世紀末葉)
と類似した堆積物であることから,廃絶後にある程度の整地がなされたものと推察される。所属
時期は16世紀末葉までとなり,一部出土遺物に古相のものも認められることから中世以来の所産
と考えられる。
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過構名
〔提
名称 長 さ(cm) 残存長(cm 幅 (em) 最大幅(cm) 厚み (cm) 備考 サンブル番号

べ製爆

箸

SX3006
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Ｗ

‐
・
００ｍ
一

〓

①10YR5/1灰黄褐色シルト質極細砂
②10YR5/1+25Y3/1ラ ミナ状灰黄褐色シルト質極粗砂
キ灰白色細砂
③25Y3/1灰白色細～粗砂
④25Y3/2+8/3灰 白色十浅責色シルト質極細砂
⑤25Y8/2+8/3+6/14層 +黄灰色ンルト質極細砂
⑥25Y6/1黄灰色シルト質極細砂
⑦5Y6/1+6/2灰 色+灰オリーブ色シルト質極細砂
⑥10YR3/1黒褐色シルト質極細砂
③25Yス3/1黒掲色シルト質極細砂

0        1m

SE3004

⑩25Y6/2+3/2灰黄色十灰白色シルト質極細砂
①25Y6/2灰黄色シルト質極細砂
⑫5Y7/2灰 白色シルト (粘性有)
⑬い層とほぼ同じ
⑭25Y7/2灰 黄色シルト質極細砂
⑮25Y6/2+3/2灰黄色十灰白色シルト質細砂

SE3005

E
L=100m

SD3007

②25Y3/3浅黄色細砂 (5層を含む)
③25Y5/2暗灰黄色ンルト質極細砂

(灰白細砂を含む)
◎25Y7/1灰白色シルト質極細砂
⑩5Y6/2灰 オリーブ色ンルト質極細砂
①25Y5/1黄灰色シルト質極細砂
⑫25Y3/1黒掲色シルト質極細砂

TN

W
L=100m

E
L=1.00m

①10YR5/1灰責褐色シルト質極細砂
②25Y7/3浅黄色シルト質細砂
③25Y6/2灰責色シルト質細砂
25Y6/3浅黄色 (シルト質細砂を含む)
④25Y6/2+7/3灰黄色
+浅黄色シルト質細砂
⑤25Y6/2灰黄色シルト質細砂
⑥4層 と同じ

,3005・ SD3007平面・土層図第87図  SX3004
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SE 3004出土遺物 (第88図 )

遺物は,コ ンテナ 1/4程度出土した。出土遺物は,備前及び在地産土師質土器の鉢や鍋の類で

占められる。

2は備前橋鉢である。板状の薄く細長い口縁部である。 3。 7は ,土師質土器橋鉢である。 4

は把手付鍋である。口縁部を強くナデ,内側へと突出させる。内面にハケメ調整が認められる。

5の上師質土器鍋は,短い顎部が認められ,その内面に斜め方向のハケメ調整を施す。中世段階

の脚付鍋と考えられる。 6は瓦質土器鍋である。口縁端部は断面三角で,端面は強くナデられ凹

状となっている。粗いハケメ調整が認められる。

SE 3005(第 87図 )

C区の南西隅,第 3面で確認した井戸状の遺構である。上位は中世末葉の整地層 (第300図 )に

より被覆されており,その下面で検出した。検出した標高は0,75～ 0.88m,底面の標高は-0.13

m前後を測り,底面付近で湧水が認められた。検出長は東西に約2.5m,南北に約2,7mで ,平面

の形状は円形状である。断面の形状は,底面がやや窪み器壁の傾斜は強くないが中位では屈曲が

認められる。

埋土は細分できるが,基本的には黒褐色上が下層に堆積し,上層部は埋め戻し上と考えられる

堆積物で充填される。上層部の埋土は基本的に上位で雄積する遺物包含層 (16世紀末葉)と類似

した堆積物であることから,廃絶後にある程度の整地がなされたものと推察される。所属時期は

16世紀末葉までであり,一部出土遺物に古相のものも認められることから中世以来の所産と考え

られる。

SE 3005出土遺物 (第89～ 91図 )

遺物は,コ ンテナ 1/2程度出上した。出土遺物を概観すると瀬戸・美濃系陶器,備前,在地産

土師質土器が認められる他,漆器が出土している。唐津製品が認められず,16世紀末葉までの所

属が考えられる。

1・ 2は瀬戸・美濃系陶器皿である。 3～ 6は ,備前橋鉢である。 3の (悟)鉢は,板状の口

縁部を有する古相の形態で,小径に復元される。 7～ 15は土師質土器である。 7は皿である。 8
・ 9。 12・ 13は ,播鉢である。11は把手付鍋である。10の羽釜は古相の形態を示し,14～ 15世紀

代の所属時期が考えられる。14・ 15は鍋類の脚部と考えられる。16。 17は有溝の土錘である。18

は漆器椀である。外黒,内赤塗で仕上げられる。高台部はハの字に開き,内側の袂りは浅い。体

部下半は九みを帯び,口縁部へと直線的に伸びる。

SP3162(第 6図 )

第 3面 C区西部, SE 3005の北西部で確認したピットである。検出した標高は0.85m前後,底

面の標高は0.68m前後を測る。径約 2mの円形状に検出された。

SP3162出土遺物 (第88図 )

1は土師質土器悟鉢である。
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齢 名
物

別

遺

種
維 産地 去量 (cm 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉葉、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

冒鉢

英

石
橙5YR7/6 橙5YR7/6

翻 雷鉢 篇前 姻 暗赤灰iOR3/1 赤黒10R2/1 内外:回転ナデ 自然和付着

上師質 籍941
英

石

石

長
橙7 5YR7/6 橙7 5YR7/6 内外 :ロ クロナデ

SE3004 L師雲 外耳付釘 口莉96 騨 ヽ
外面:にぷい橙5YR6/4

内面:橙 5YR″ 8 纏霧見解

SE3004 t師晏 ・長．
硫
石

雲
橙7 5YR7/6 橙7 6YR7/6

外面 :ナデ,指押さえ

内面:ハケメ,ナデ

α質
石 長

少含
暗灰N3/O 皓灰N3/O

外面:ナデ,指押さえ,ハケメ

内面:ハケメ、ナデ
爆付暦

ヒ師蟄 摺鉢
日 長

多
明赤掲2 5YR5/6

第88図  SP3162・ SE 3004出 土遺物実測図・観察表
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遺構名 勘
翻

器種 産地 胎土 色調 1(胎土) 色調2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

よヽ皿 瀬・美 灰75Y6/1 浅黄75Y7/3 大窯V
段階

SE300〔 皿 瀬・美

日
高
底

灰白2 5Yall オリーブ黄75Y6/3 大窯V
段階

蛇の目状落着.稿剥,使

用による摩滅

SE300〔 悟鉢 備前 雪:205 にぶい赤褐2 5YR4/4 にぷい赤褐2 5YR414
～
外:ロクロナデ 16o前後

SE3005 暦鉢 備前 巨:133 赤iOR5/S 赤10R5/6 勺外:ロク「
lナデ

g鉢 備前 赤褐iOR4/4 近世 l

16c末 ?
口縁部の一部にハケメ

露 層鉢 備前
外面:暗赤10R3/6

内面:贈赤褐75R3/3 内外面に被熱痕

L師婆 高¬ 3
底:87

微砂粒

少
浅黄橙7 5YR3/4 浅黄橙7 5YR3/4 代外 :ロ クロナデ

SE3005 上師5 雷鉢 砂粒 浅黄橙7 5γR3/4 浅黄橙7 5YR3/4

と師晏 巴手付部
金雲母

多
浅賣橙7 5YR9/6 浅黄橙7 5YR3/6 内外 :ロ クロナデ

と師婁 図釜 口 :198 微砂粒

少
浅黄橙7 5YR8/4 浅黄橙7 5YRe/5 内タト:回クロナデ 有機物・媒体着

第89図  SE 3005出土遺物実測図・観察表 (その 1)
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第90図  SE 3005出土遺物実測図 (その 2)
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遺構名
物

別

遺

種
器種 産 jJD 法量 (cm 胎土 色調 ,(胎■ ) 色調 2(和薬、内タト色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

1耳付鋼 浅黄橙 loYR8μ 浅黄橙 10YR8μ

L師雲 雷鉢 ひ粒多 にぶい橙7 5YR6r4 にぶい橙 7 5YR6/4 内外 :ロ クロナデ 在地

L師雲 嬉鉢 灰白7 5VR8 2 灰白7 5VR働2 在地

L師亀 にぶい黄橙 10YRS/4 にぶい黄橙 10YR5酒 外面 :板ナデ

ヒ師目
外面 :にぶい黄橙,OYR取

内面 :にぶい褐7 5YR,4

土師質 土錘
量:86
れ:80
享:42

雪 長
にぶい赤掲SYR473 にぶい赤褐5YR,9

SE3005 土錘
石 長

多
浅黄橙7 5YR8/4 浅黄橙 7 5YR3/4

局 :82,底 :74

第91図  SE 3005出 土遺物観察表

SD 3007(第 87図 )

C区南西部,第 3面で確認した南北方向の溝跡である。上位は中世末葉の整地層 (第300図 )に
より被覆されており,その直下で検出した。検出した標高は0,82～ 0.88mで ,底面の標高は0,45

m前後を測る。検出長は約6.5m,検出幅は1.0～ 1.4mを測る。南部を撹乱,北部をSX3002に よ

り壊されている。N-7° ―E前後の方位を示す。

断面の形状は,西壁及び東壁下半の傾斜が強く,東壁上半部で屈曲し緩斜面となっている。埋

土は,先行するSE 3005の上層部に似た堆積物で充填されている。所属時期は,遺物に中世段階
の所産に考えられるものが認められるが, SE 3005及 び上位の整地層との前後関係から,16世紀

末葉の所産に考えられる。

SD3007出土遺物 (第 92図 )

出土遺物はコンテナ 1/4程度であった。

1は須恵質土器捏鉢である。口縁部の形態より東播系のものと考えられる。 2は須恵質土器体

部である。外面格子目状のタタキ痕,内面に青海波状となる当て具痕が認められる。 3は瓦質土

器簿部である。外面に平行するタタキ痕,内面にハケメ調整痕が認められる。 4・ 5は備前で,

瓶類と指鉢底部。16世紀末葉の所産に考えられる。 6は土師質土器悟鉢の底部である。 7は土師

質土器羽釜である。鍔部は水平方向に伸び,端部に面をもつ。外面鍔以下及び内面にハケメ調整

痕が認められる。 8は瓦器椀底部である。 9は土師質土器把手付鍋である。10は土師質土器の脚

部と考えられる。断面は円形である。
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孝鞠

≦夕か7K静

_手
′
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0

OЮ
遺構名

文

号
勘
馴

綿 産地 去量 (em 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須 上絵 ) 調整 製作年代 備考

SD3007 こと鉢 阻 灰N6/0 灰N670 内外 :ロ クロナデ
東播系

外面に被熱痕

SD3007 頁憲獨 同部
少

灰白N7/0 灰自N7/0
外面 :タ タキ

内面 :ハケメ.青海波

毛質 本部 沙粒少 灰N6/O 灰N6/O
外面:タ タキ

内面:ハケメ

SD300フ 翻 備前 組
外面:暗赤掲10R3/3

内面:2 5YR6/3

外面:ロ クロナデ

内面 :ロクロナデ,絞り目
外面に自然釉付着

樹 雷鉢 備前 箋コ20 細 橙2 5YR6/8 橙2 5YR6/8
外面:ロクロナデ

内面:ロクロナデ
堺産

上師写 雷鉢
石・長

多
橙5YR7/6 橙5YR7/6

と師質 羽釜 敗砂釉 灰自10YR8/2 灰自iOYRe/2
内面:ハケメ

外面鍔以下フ ケヽメ
鍔以下に燦付着

SD3007 屁質 鹿
外面:灰白SYR3/1

内面:灰白N″0

SD300フ L師雲 外耳付解
石・長

多
にぶい褐7 5YRS/4 にぶい褐7 5YR5/4 外面口緑部下に煤付着

却部
石英・

長石
にぷい赤褐5YR5/4 にぶい赤褐5YR5/4

第92図 SD3007出土遺物実測図・観察表
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SK 3014(第 93図 )

C区南部,第 3面で確認した土坑状の遺構である。上位面で道路状に認められた整地の下位で

確認された。検出した標高は0,95～ 1.09m,底面の標高は0.54m前後を測る。検出長は南北で約

2.8m,東西に2.6m前後を測る。

断面は箱状だが,南壁に緩やかに下がる箇所が認められる。埋土は細分され,レ ンズ状の堆積

層として認められている。直接前後関係を示す遺構はないが,道路整地とした水平に堆積する整

地層の直下で,且つ中世末に比定される整地 (第300図 )の上面で検出された遺構である。出土遺

物からは,17世紀前葉には埋没したものと考えられる。

SK 3014出土遺物 (第94～ 96図 )

出土遺物は少量で,瓦を中心にコンテナで 1/4程度の出土量であった。

1は胎土目の唐津皿である。 2は京焼系の茶碗である。赤楽系のもので,一部が金色に発色す

る。 3は志野向付で,内面に鉄絵を描く。

4・ 5は軒丸瓦である。佐藤編年の様相 1～ 2段階のものである。 6は軒平瓦である。連珠文

が認められ,当調査地点の北西部に位置する (第 3図),14～ 15世紀代の中世居館跡と考えられ

る浜ノ町遺跡で出土例がある。本遺跡でもSX3002・ 3003・ 3005で出土しており,中世段階の居

館が所在した可能性も考えられる。

0        1m

第93図  SK3014平画・断面図
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0                  10cm

遺構名
支

号

報

番
勘
翻

器 標 産地 法量 (cm 胎上 色調 1(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SKa014 翻 皿 肥前 巨:46 鯛 灰自7 5YR3/2 明褐灰7 5YR7/2
外面:ロクロナデ,ケ ズリ

外底:ケズリ
見込みに胎土目 2ヶ所

翻 茶碗 高 :6S
底 :45

明赤掲β5YR578 明赤掲2 5YR4/8
初期京焼,釉 は一部白も

しくは金色

陶 向付 瀬美 灰白2 5YS/1 内外・灰自25Y3/1 呉須:暗青灰5BG4/i 志野

第94図  SK3014出土遺物実測図・観察表 (その 1)
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0                   10cm

遺構名 勘
潮

法量 (cm)
胎土

色調 調整
焼成 備考

さ(現存長 厚 さ 幅 (現存幅) 断面 器面 内面 外面

軒丸瓦 碑 灰白2 5GYS/1 暗灰N3/O
布目
コビキB

板ナデ 良 巴

SK3014 軒丸瓦 砂礫少 灰白75V8′ 1 灰N4/O 布目 良 B

軒平瓦 鰈 灰黄25Y7/2 灰N4/O 良 被熱

第95図  SK3014出土遺物実測図・観察表 (その 2)
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0                  10Cm

造構名 勘
翻

法量tem)
胎土

色調 調整
焼成 備考

尋さ(現存a 庫.さ 幅(現存幅) 断面 器面 内面 外面

SK3014 平瓦 249 砂粒 灰自N7rO 灰N4/O 良 被熱

第96図  SK3014出土遺物実測図・観察表 (その 3)
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SK 3019(第 97図 )

C区北端部,第 3面で確認した土坑状の遺構である。検出した標高は0.61～ 0.82m,底面の標

高は0.10m前後を測る。検出長は南北方向で約0,8m,東西方向で1.4m前後を測る。東部をSK3

018に壊され,北側が調査対象外であり全容は不明だが,凡そ方形状の土坑として考えられる。

所属時期は,北へ伸びて確認されたSX3002と の前後関係が明瞭ではなく,ま たSK3018に も時

期比定ができる出土遺物がなく詳細は不明だが,上層部は松平期当初と比定される整地と酷似し

た堆積層であることから,17世紀中葉が最終埋没期として考えられる。

SK3019出土遺物 (第98,99図 )

遺物は,下層より瓦片等が少量出上している。 1・ 2は,土師質土器羽釜,土師質土器把手付

鍋と考えられる。 3は軒丸瓦。 4は軒平瓦。 5は丸瓦である。

W
L=1.00m ｍＥ却一

馨艶繹誹迄部
向
 )S陶
明

③25Y4/1黄灰色ンルト質極細砂 (①が混じる)
④25Y7/4浅黄色砂礫混シルト質極細砂
⑤25Y7/4浅黄色粗砂

8子:評詈:チ I量亀竃:多掃イ
)レト質粘土
 )sK3019

⑥75YR5/1掲灰色シルト質細砂
7 5YR6/1褐灰色細砂 (木片、炭化物を少量含む)
⑨10YR5/1褐灰色シルト質細秒

静輔印市点を奪甘!J暑りを少筆→)SX3002

Ｔ
．
Ｎ

第97図 SK3018・ 3019・ SX3002平面・土層図

SK3019  ＼
＼

＼
＼
、_ sK3018
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第98図 SK3019出土遺物実測図・観察表

軽 榔 聰縄彗ξ露

___=,~三二r~‐  I_=_二
=二=三
■_二_ _____

-113-



遺構名
遺物

種別
静 種 産地 去量 (cm 胎土 色調 1(胎土 ) 色調2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

鍋 ０‐．肺睡
灰白loYR3/2

外面 :にパい橙7 5YR7/9

内面:灰白10YR3/2
外面:ヨヨナデ

内面:ヨコナデ,指押さえ

鍋 咋前帷
淡黄25Y3/3

外面:灰黄禍10YR6/2

内面:浚責25Y8/3
内外 :ヨ ヨナデ,指押さえ

遺糖名
遺物

種別

法二 (cm)
胎 土

色調 調 整

焼成 備考
さ(現存長| 厚 さ 幅 (現存幅) 断面 器面 内面 外面

SK3019 軒丸瓦 砂蝶少 灰自5Y7/1 灰75Y6/1 巴

SK9019 軒平瓦 石υヽ 贈要・ 石 灰自25Y7/1 灰N5/O

丸瓦 砂礫少 灰自10YR7/1 にぷい橙5YR6/3
ビ

布
板ナデ

第99図  SK3019出土遺物観察表

SK3021(第 100図 )

D区の中央部,第 3面で確認した土坑状の遺構である。検出した標高は0.57～ 0。83m,底面の

標高は0.46～ 0,54mを測る。検出長は南北方向で約2.9m,東西方向で3.3m前後を測る。北半部

が撹乱直下で検出され,ま た東部ではSE 2002に 壊され,西端部はSK3022に先行して認められた。

また北側が調査対象外であり全容は不明だが,南面及び西面がほぼ直線状に認められ,方形の土

第100図  SK302]平面・断面図
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第101図  SK3021出 土遺物実沢!図 (その 1)
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選構名
支

号

物

別

還

種
器 種 産地 法量 (cfr 胎土 色調 ,(胎主 ) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須 上絵 ) 調整 製作年代 備考

碗 中国

‐４

４ ２

５ ５

日
高
底

敗 灰自色 内外:透明釉 呉須・明青色 内外 :―重網目
津州窯,高台畳付に砂

粒付着

SKe021 碗 中国 巨:455 敷 灰白色 内外:透明釉 呉須・暗青色 景徳鎮窯

碗 一則

口
一局
底

黄灰25Y61e 灰白10Y72 外底 :ケズリ 大橋正期

碗 “削

口
高
底

佃 灰白25Yフ 1 灰白7 SY7之 大橋Ⅱ期

碗 “別 橙5YR7/6
タト面:階褐10V日 34.灰自25Y81

内面:黒掲5YR21,,灰 自2 5YVi

SK3021 碗
】剛 H:60 細 灰N5Ю 内外 :にがい赤掲5YR4/3 無層iケ奔サ'ロ

クロナデ
内面 :ロ クロナデ

高台は3ヶ 所削る

高田部板状痕残る

l ll 肥前

口
高
底

にぶい橙2 5YRα3 黒褐7 5YR3/2 タト面'外底:ケズリ 大橋Ⅱ期 見込みと高台に砂目

B巴前 底:43 細 灰自N″O 明緑灰7 5GY81i 大橋 Ⅱ期
剥

目

釉

砂

の

台

蛇

高

SK3021 翻 肥前 ,巨 :50 細 灰自SY″1 灰自75Y″ 1 大橋工期
見込みに砂目2ヶ所、高

台畳付無釉

SK90ρ l 割
】則

口
一局
底

細 明赤掲SYR,6 内外 :灰 白10YR8′ 1

外下 :種暗赤掲SYR2滑
和拷に明緑,灰自2 5YS12 大橋 I期

二彩手,見込みに 5ヶ 所

の砂目

詞 8前 高:(83)
底:(125

ナ天白N″O FIBオ リージ灰2 5GY″ 1 大橋Ш期
口縁端部に晴赤褐.全周

はしない

第102図  SK3021出土遺物観察表

坑と考えられる。断面形状は,壁面がやや急勾配で,底面はほぼ平坦となっている。埋土は水平

状に堆積する3層 に分割され,中位の堆積層に焼土粒・炭化物が観察される。所属時期は,出土

遺物から17世紀後半頃と考えられる。

SK 3021出土遺物 (第 101～ 105図 )

遺物は,コ ンテナ2箱 と比較的まとまって出土している。産地が明瞭でないものが含まれるが,

土師質土器皿及び磁器製品の特徴から,ほぼSX3004・ 3005。 3006と 同時期の所産と考えられる。

1の磁器碗は平碗の形態で,内外面に結び目を有する網目を描く。施釉は厚く施され,高台に

は粗い砂粒が認められる。津州窯系青花と考えられる。 2の磁器碗は,高台部に多重の圏線,見
込には二重圏線及び蔓草を描く。器壁が薄く,発色の良い器壁にピンホールが目立ち,景徳鎮窯

産と考えられる。

3～ 6は肥前系陶器碗である。 3は器壁が薄く,高台部まで施釉が認められる。 4は畳付以外 ,
全面に施釉されている。 5は飴色の鉄釉及び藁灰釉を掛ける。 6の高台部は,露胎で切高台状と

なっている。

7・ 8は肥前系陶器皿で,砂目のものである。 9は肥前系磁器皿である。見込に蛇ノロ釉剥ぎ

を行い,釉剥ぎ部に砂粒が付着する。高台内は無釉で,高台脇にも砂粒の付着が認められる。

10・ 11は肥前系陶器の大皿である。高い高台部から体部で屈曲し,外傾する。口縁部は溝縁状
である。内面は白化粧を行い,ハケメ装飾及び幾何学文を描いている。口縁部より白濁色と緑色

の釉を掛け流す。11は図面上で復元を行っている。低い高台部より口縁部へ大きく外反する器形

で,高台脇以下まで灰釉を施釉し,口縁には口紅状に鉄釉が塗られる。

12～ 14は肥前系磁器皿である。12は大皿で,高めの高台部より緩やかに内湾し口縁部に至る。

内面及び高台脇,高台内と圏線が多用されている。13は高台径の小さな皿で,高台内に砂粒の付
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着が認められる。口縁部が歪み,呉須の発色も悪い。初期伊万里と考えられる。14も高台内に砂

粒が認められる。内面は口縁及び見込に圏線を入れ,花斉を描いている。

15の磁器小イは,薄い器壁で発色の良い器面を呈する。端反口縁の内外に二重の圏線を施し,

外面には鳥花を描く。景徳鎮窯産と考えられる。16は ,淳州窯系青花小郭である。端反で,口縁

部及び高台の外面に一重の圏線をもつ。17は高台部が無釉の肥前系磁器小郭である。

18は内外に長石釉を掛けた耳付水指で産地不明の陶器である。灰白色と茶褐色の胎土による交

胎で,器面に縞文様を作り出している。

19は信楽鉢である。体部の上端が括れる器形となっている。20は型打ち成形と考えられる産地

3

頂
∈ 至 7717 

×
て
電 ≡ ≡ 茎 ≦ 墓 写

ラ
て

0                     10cm

π
:

＼ヽ主 ___=″

牧¬

遺橋名
物

別

遺

種
器 種 産地 去量 (cm 胎土 色調 1(胎上) 色調 2(釉薬、内外色弱) 色調 3(呉須 上絵 ) 調整 製作年代 備考

滋 皿 旧前 葛:S8
巨コ05

灰自色 内外 :透明和 呉須 青灰色 17o中 葉
高合畳付無釉

高合内に砂粒付着

SK3021 磁 単則 言:205
巨:440

灰白色 内外 :透明釉
呉須・暗オリーブ掲

大橋 Ц期
初期伊万里

高台内に砂ft付着

SK3021 滋 一則
‐２９
胸
６９

口
高
底

微 灰自色 内タト:透明和 呉須・淡青色 17c中葉
高台畳付無釉

高台内に砂粒付着

小杯 中国 灰自色 内外 :透明釉 呉須。明青色 様相1～ 2 様相 1～ 2 景徳鎖窯

SK3021 小杯 中国
日
高
底

９５

６

７

灰自色 内外:透明和 呉須 暗青色 大僑Ⅱ糾 海州窯

Jヽ杯 ユ剛

口
高
底

灰自色 内外:灰自5GY8/1
年代

高台内無釉

第103図  SK302]出土置物実測図・観察表 (その 2)
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不明の陶器皿である。灰白色の精良な胎土を用い,内外にやや黄色味かかった透明色の釉を施釉

する。

21は月ヽ形の有溝土錘である。22・ 23は ,焼塩壺及び焼塩壺蓋である。23は橙色を呈する胎土を

用いた輪積成形のもので,細身の器形である。

24～31は ,上師質土器皿である。すべて底部回転糸切りで,橙色系と灰白系のものが認められ

る。器形・法量ともSX3004・ 3005と ほぼ同じ様相に認められる。32は ,軒丸瓦である。

① ∞ ∞
21

0                    10cm

遺構名
瑕文

彗弓
勘
馴

需 種 産地 法量 (cm 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須.上絵 ) 調整 製作年代 備考

脅 水指 灰白25V8/1 極暗赤褐5VR23 内外:灰白25Y8/2

SK3021 陶 鉢 信楽 高お 9
底引86

少粒少
夕

`面

:「こぶい赤掲7 5RV3

内面:赤橙10R6/6
内外:ロクロナデ

ロコ59 田 灰自5YSyl 内外 :透明釉 内面:陰刻

SK3021 と師質 土錘
鋒蛭頬塔

最

最 外面:押さえ

焼汽壷蓋 高:16 救砂お 赤橙10R618 赤橙 10R6/8
内外:ロ クロナデ

内面上部:仕上げナデ

SK3021 土師質 焼塩壷

日
高
底

細
外面 :橙 5YR7r6

内面 :赤橙 10R618

内外:ナデ
外面:板ナデ
内面:板状押圧によるナデ

第104図  SK302]出土遺物実測図・観察表 (その3)
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遺構名
物

別

遺

種
器種 産地 去量 (cr 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 偏 考

SKa021
日
高
底

観 にぶい橙7 5YR7/4 にぶい橙 7 5VR7/4
内夕ヽ :ロ クロナデ

外底 :回転糸切り

=師
晏 高:16

底:56

石。長・
にぶい橙7 5YR7/3 にぶい橙7 5YR″3

内外:ロクロナデ

外底 :回転糸切り

SK3021 上師晏 皿 高莉 6
底:54

石英

長石
にぶい構 7 5YR713 にぶい橙7 5YR7/8

勺外 :ロ クロナデ

'I底

:回転糸切 り

SK3021 上師晏 皿 嵩莉4
底:60

嗣 灰白10YR3r2 灰自iOYR3/2
本タト:ロ クロナデ

狩唐i星笙浄ソ娑

と師雲
口莉14
高 :85
底 :71

lIR 灰5Y6′ 1 灰5Y6/1
内外 :ロ クロナデ

偽腰:星至苔7勢

SKa021 上師β 高コ3
底:80

微砂釉

無
灰自ioYR8′ 1 灰白10YRVi

デ
リ
デ

ナ
切
ナ

ロ
糸
げ

ク
転
上

口
回
仕

外
底
底

内
外
内

口縁端部に煤付種

土師目 高判 8
底 :62

細 灰白25Y8/2 灰白25Y872
内外:回 クロナデ
外底:回転糸切り
内底:仕上げナデ

SK3021 土師質 皿 高 :22
底莉02

細 灰白iOYRV2 灰自,OYR8r2
内外 :ロ クロナデ

外底 :回転糸切 り
口縁部内外に煤付着

遺構名
物

別

逸

種

法量 (cm)
胎土

色 iJB 調 整

焼成 備考
貫さ(現存長 厚 さ 幅 (現存幅) 断面 器面 内面 外面

軒丸瓦 鰈 少 灰N6JO 灰 N410 艮 巴

第105図  SK302]出土遺物実測図・観察表 (その 4)
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SK 3022(第 106図 )

D区中央部,第 3面で確認した土坑である。検出した標高は0,8m前後,底面の標高は0.53m前

後を測る。検出長は南北方向で約1.8m,東西方向で1.9m前後を測る。平面形状は方形で,断面

は箱形を呈する。東西の壁面がやや緩やかな箇所も認められる。他の遺構との前後関係では, S

D3009。 SK3021。 SK3023に 後出し,17世紀後半以降の所産と考えられる。

SK3022出土遺物 (第 107図 )

遺物の出土は若干量で,古相を示し先行する遺構からの混入品と考えられるものが認められる。

1は肥前系陶器皿である。 2は肥前系磁器青磁皿である。 3は備前壺で,中世段階の所産に考

えられる。 4は信楽焼の焼締め陶器奏である。

8二::¥影 I葵優琶9狩雫醤銘惑
(炭化物を少量含む)

0        1m

T

第106図  SK3022平画・断面図

TN
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第107図  SK3022出土遺物実測図・観察表

W
L=0ゃon

第 108図  SK3028平画 i土層図

OS▼た+″1淡黄色+灰自色シIル ト質細砂
Q.5Y6/1+SY7/3黄灰色十浅黄色シルト賞細砂
③25Y6/1黄灰色シルト質細砂
90YR5/4褐魔色シルト質細砂

―

⑧2.5Y7/2+5V7/3灰黄色+浅黄色シルト質細砂
―

③2.5殺滋灰黄色～2.5YS/4黄灰色小石混ンルト
5Y6/4オ リーブ黄色種細砂を塊状に含む)

0         10cm

―
E

L〓0.90m

鶴 渤
翻

純 EIt 胎主 急岡1触■l 色舗2-朧  (内外tml 観 3(簸 鎌 ) 離 製作年代 簿考

SK9022 臨 皿 旧前 ヨ
=126
細 灰自10Y7/1 灰色iOYR771 大僑■翔

SK3022 2 離 皿 旧前 ヨ11■3 細 自 EEXnSG7rl 細 I翼 報

SK3022 a 爾 菫口縁 議前 ヨ:X4 細 儲自

"猫

4ヽ日h  oYRe/2- 確赤褐10YR3/2 内無 ロクロナデ

SK3022 暉 義 言葉 コ:264
鰯
ケ

外百荘容1続輻■5YR41a

内面翻韻孝 SR2/1
内外:ロ ケ自ナデ 網階鷺ユ

SК3029
Ｔ
，
Ｎ

　

　

　

一
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第109図  SK3028出土遺物実測図
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遺構名
遺物

種別
器種 産地 法量 (cI 胎土 色調 1(胎■ ) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須 上絵 ) 調整 製作年代 備考

町 碗 】B前 底 :43 佃 灰掲7 5YR4滋 オリーブ黄5Y03 大橋 I翔

肥前
底 :48

灰NOO 灰10Y61 大橋H期
見込み,高台に砂目,内外

に溶着痕

瓶 月B前 粗 灰自N″ O ナ天10Y6′ ,

肥前

日
高
底

灰掲7 5YR01 掲灰10YRy, 鉄絵 : 外面 '外底 :ケズリ 大橋 12期

SK3028 ユ削 細 にぶい橙7 5YR7/3 オリーブ灰10Y6之 内外面白和有

SK9028 上師目 底 :50 絢 湧黄惜iOYR3/9 浅黄橙iOYRV9
夕1面 :ロクロナデ,静止糸切
す,
内面 :ロ クロナデ

口
高
底

雲母 浅責橙illYR3/3 浅黄橙10YR8お ～
外:ロクロナデ

ミ吉I:回転糸切り
回縁部内タトに煤付着

L官雨目 皿
日
高
底

灰自iOYR3/2 外面:JII黒褐2 5YVl ～
外:ロ クロナデ
朴底 :!旨押さえ
勺底:ナデ

関西系

ぬ外面に被熱痕

遺構名
物

別

違

種

法量 (cF)
胎土

色調 調整
娩成 備考

長さ(現存長 厚 さ 幅 (現在幅 ) 断面 器面 内面 外面

SK3028 軒丸瓦 砂礫 灰自N70 黒N2/O 良
巴

被熱

第110図  SK3028出 土遺物観察表

SK 3028(第 108図 )

E区 ,第 3面で確認した土坑状の遺構である。

52m前後を測る。検出長は南北方向で約1,7m,

07を 壊し,後出して確認された。

平面の形状は整った方形の形状である。断面の形状は箱状で,平坦な底面と急勾配の壁面をも

つ。埋土は多層に分割されているが,基本的には下層部にやや褐色を帯びた堆積層が存在し,上

層部は灰黄色上で充填されている。底面のほぼ中央部で,大皿 (第 109図 4)が上向きに置かれた

状態で出土している。出土遺物から17世紀前葉頃の所属時期が考えられる。

SK 3028出土遺物 (第 109図 )

出土遺物はコンテナ 1/2箱程の出土量であった。

1～ 5は肥前系陶器である。 1は鉄釉の碗で,高台部が露胎となっている。 2は砂目の皿であ

る。胴位で屈曲し,口縁部は内湾ぎみに先細る。 3は瓶類で,灰釉を施す。 4は絵唐津の大皿で

ある。灰琴由を施し,内面に鉄絵を描く。 5は ,内湾気味に斜め上方へ伸びる鉢若しくは大皿であ

る。口縁端部を強くナデし,端面及び内面に凹線が認められる。

6～ 8は ,土師質土器皿である。 6の底部には,静止糸切り痕が認められる。 7は胎土が橙色

系で,底部が回転糸切りのものである。 8は関西系のものと考えられる。見込に指押さえが顕著

で,底面が薄く歪む。口縁部は厚く肥厚し,内面及び口縁外周部を横ナデにより仕上げる。タト面

部を中心に2次焼成痕が認められる。

検出した標高は0.82～ 0.87m,底面の標高は0.

東西方向で約1.4m前後を測る。南端部でSX30
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SD3009(第 6・ 111図 )

D区西部,第 3面で確認した南北方向の溝跡である。検出長は約4.Om,検出幅は2.1～ 2.2mを

測る。北端で調査対象外となり,南部は撹乱により壊される。また東岸部をSK3022に より切ら

れる。主軸はN-10° 一E前後を示す。検出した標高は0.56～ 0,87m,底面の標高は0。37～ 0.46

mを測り,やや北に下る。断面は船底形で,埋土はほぼ水平状の堆積層で充填される。また撹乱

0        1m

①5Y7/2+3/2灰 白色+淡黄色シルト質細砂
②l.5Y8/4+2.5Y7/1+25Y6/3淡 黄色+灰白色
+にぶい黄色シルト質細砂
③2.5Y6/2+6/3灰黄色+にぶい黄色シルト質細砂
④7.5Y8/2+5Y7/2灰 白色十灰白色シルト質細砂
⑤25Y5/1黄灰色シルト質極細砂 (粘性有り)
⑥2.5Y8/3浅黄色シルト質細砂

W
L=1.00m

第1]1図 SD3009平面・土層図

0                     10cm

第112図  SD3009出土遺物実測図・観察表

Ｔ
．
Ｎ

下

遺構名
遺物

種別
器種 産地 去量 (cw 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

lD9009 土師寅 土鍋 ひ粒
外面:橙 7 5YR7/6

内面:浅黄橙10YR3/4
内外:ロクロナデ

Lttg 把手付割 ひFt 外面 :浅黄橙 7 5YRe/6

内面 :橙 5YR7/8
内外 :ロ クロナデ
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により壊され,南方向のE区東端部へ伸びて認められる。西肩部のみ検出でき,大半が調査対象

地外となるため詳細は不明であるが, SX3007に直交する位置関係になっている。所属時期は,

自然層を基盤として開削されていることやSX3007と の関連から,17世紀初頭以前の所産と推定

される。

SD3009出土遺物 (第 112図 )

出土遺物は,土器片が数点のみである。 1・ 2は,土師質土器鍋類の口縁部である。

SD3010(第 113図 )

E区南部,第 3面で確認したL字形の溝跡である。検出した標高は0.85m,底面の標高は0.59

～0.75m前後を測る。東西方向には底面の標高差が少なく,南方向へ急に下がつている。検出長

は東西方向で約5。2m,南北方向で約3.5mと なり,検出幅は約0.5～ 0。8mを測る。主軸方位はN
-82.5° 一Wを示す。遺物も認められず詳細な時期は不明であるが, SD2003に先行する層序か

ら,17世紀中葉以前の所産に推定される。

卜M

0        1m

第]]3図  SD3010平面図
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上水施設

SD3004,3006,3011(第 114～ 118図 )

第 3面,AoC区 で確認した上水道施設である。 SD3004は ,屋敷内を東西方向 (N-94° 一
E)に掘削したもので,箱枡 1を起点に西方及び東方へと配水している。西方向のものは,北ヘ

折れSE 3003に繋がる。東方向は調査範囲外へと伸びる。SD3006は ,道路から屋敷内への引き

込みとなる箱枡 2よ り北方向 (N-2° 一E)と なる箱枡 1へと配水している。SD3011は ,道
路下に設置されたもので東から西の方向 (N-94° 一E)と なる箱枡 2へと配水している。

検出した総延長距離は, SD3004が約37.5m, SD3006は 約12m,SD3011は約 7mである。

検出幅は最大で約1.4mを測る。検出した標高は0。 1～ lmで ,C区ではSX3001の底面及びSX3
002の上面で検出している。樋は竹製で,SD30銘 の西半部を中心に一部遺存していた。他の区

間では痕跡程度にしか確認できなかったが,箱枡及び継手の接続部より竹樋であったと推察され

る。

樋底面の高低差を枡及び継手の接続部により復元すると,意外に比高差は少なく,数cm程度の

比高差で配水している。箱枡は, 1・ 2と も地下に埋設されたもので,箱枡 1が内法で約80cm四

方×高さ40cm,箱枡 2は約40cm四方×高さ20cmと なり,屋敷内のものが大きい。双方とも枡は板

材を箱形に組立て釘止めをしたもので,箱枡 1の蓋は一枚板ではなく,細板を並べ蓋としている。

接合部には,槙皮等の防水処理は認められなかった。また検出時には,蓋の上に人頭大の石が置

かれた状態で出土している。

所属時期は,配水先のSE 3003-①の存続時期や SB 2001(門)と の配置関係から,18世紀前

葉～19世紀前葉の所産と考えられる。但し, SE3003-① に先行する可能性のあるSE3003-②

の存在やSD2006(17世紀末葉)に先行する前後関係を示すこと,さ らにSD3004の断面観察 (第

17図 )か らは,屋敷地の整備段階 (17世紀中葉)に伴う整地とSD3004の埋設が関連するように

も認められることから,本来の上水施設の設置は17世紀代に遡る可能性が考えられる。

SD3004,3006出土遺物 (第 119～ 121図 )

出土遺物は,少量でコンテナに1/4以下であった。 1～ 6は SD30飩 の出土遺物である。 1は

肥前系陶器 rl、郭で,高台部は露胎である。 2は絵唐津向付である。見込には4箇所の胎土目及び

鉄絵が認められる。 3は肥前系磁器蓋である。 4は瀬戸・美濃系陶器碗である。 5。 6は備前橋

鉢である。 7は軒丸瓦で, SD3006よ り出土した。

竹樋は遺存状態が悪く取り上げ不可能であったが,その他については取り上げを行い継手及び

木桶の接続部材を図化した。

8～ 12は竹樋の継手である。 8～ 11が, SD3004よ り出土した。12は , SD3006の 出土品であ

る。小口に鋸,両面に飽痕を留めるものが多い。接続部は両面からノミにより,円形に空けてい

る。 9は小振りで底面には釘痕が見られ,転用材を用いたものかもしれない。11は樋の屈曲部に

当たる継手で,側面と正面側から円孔が空けられる。12は柾目に取られる。13は SE3003-①の

桶材である。竹樋との接続部に円孔が認められる。
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第115図  箱桝 ]設置状況
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遺構名
遺物

種別
維 産地 去量 (m 胎土 色調 1(胎■ ) 色調2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

SD3004 磁 小イ “副
口
高
底

縦 灰白iOYR8/2 浚黄25Y8/3

磁 一剛

口
高
底

FIE 灰自iOYR3/2 にぶい黄橙 iOYR6/3 鉄絵 : 大橋12期 内面見込
みに胎土目 4ヶ

所

】D3004 臨 蓋 旧前 役 灰白色 内外 :透明和 具須:暗青色

碗 績・美 灰自N87o 明オリーブ灰2 5aV7/1

婚鉢 備前 高コ29
底¬33

外面:赤 10R4/6

内面:赤掲10R473
近世Ⅱ期 高台畳付に砂粒付着

SD300コ 摺鉢 備前 暗赤75R3/4 種暗赤掲2 5YR2/4 と世Ⅱ期

遺構名
支

号

物

別

遺

種

法量 (cm)
胎上

色調 調整
焼成 備考

長さ(現存長| 厚 さ 幅(現存幅) 断面 器面 内面 夕

`面

軒丸瓦 砂蝶少 灰白N7/O 灰自N,0 B

第]19図 上水道出土遺物実測図・観察表 (その 1)
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第12]図 上水道出土遺物実測図・観察表 (その 3)
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離 名 名称 長さ(em) 残存長(cm) 幅(em) 最大幅 (cm) 厚み (em) 備考

SD300コ 選手No 3

盤手No2

SD3004 盛手Nol 正面:底面カンナ痕,側面:切断疲

穿孔両方面

選手Noコ L字状の接続部

SD3006 盤手No5 357

井戸粋

余
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SE 3002(第 122図 )

C区, SX3001の 底面で確認した井戸である。検出した標高は0。21～ 0.28m,底面の標高は一

0.8m前後を測る。検出長は東西方向で約2.lm,南北方向で約 2mを測る。平面の形状は円形で,

井側は2段の木桶である。湧水は下段の中位で認められた。上段の桶はSX3001下層部で確認さ

れ,その底面で平面プランを検出した。検出時では,重複関係のあるSD3004(竹樋)に後出す

る円形の遺構であり,木桶を中心に据えた段堀り状の井戸として認められた。しかし①,②層掘

削時に基盤層と考えた砂礫層 (③層)は ,掘 り方の埋土と分かり,③層を切り込むSD3004が検

出された。SD3004と の横断面を作成していないため明確性には欠けるが, SE 3002が先に開削

され,後出してSD3004が設置される。この後,井側の付替え等が行われたと推察している。上

水道との前後関係が不明瞭で本来の設置時期が不明となったが,各遺構が接して設置されている

にもかからわず,井側,樋 とも壊された状況が認められないことから,同時期に機能していたと

推定される。所属時期は,出土遺物より17世紀中葉以降で, SX3001が埋没する19世紀前葉の所

産と考えられる。

SE 3002出土遺物 (第 123図 )

出土遺物は少量であった。 1は肥前系陶器皿である。内面に簡略な鉄絵を描く。 2は肥前系磁

器碗。 3は肥前系磁器皿で,初期伊万里と考えられる。 4は産地不明の陶器花生。同形品或は同

一個体と考えられる固体が SX3004(第 67図■)に認められる。 5は ,備前悟鉢である。

W
L=040m

①2.5Y6/1+5Y5/1黄 灰色シルト質細砂
+灰色細砂
②N6/灰色細～粗砂
③25Y6/3にぶい黄色粗砂
④N6/灰色シルト質極細砂 O        Hm

第122図  SE 3002平面・土層図

Ｔ， Ｎ
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第123図  SE 3002出 土遺物実測図・観察表

SE 3003(第 118図 )

D区の東端部,第 3面で確認した2基の上水道に伴う井戸である。西側をSE 3003-①,東側

をSE 3003-②とした。検出した標高は0.22～ 0.55m,底面の標高はSE 3003-①が-0.5m前後,

SE 3003-②が-0.2m前後を測り,双方とも湧水が認められた。掘り方の規模は, SE3003-①

が約1.4m,SE 3003-②が約1,3mの円形と考えられるが,SE 3003-② はSD3004との境が不

明瞭でやや精円形のプランである。双方ともSD3004(上水道)に連続し認められるが,継手の

向きや井側の遺存状況からSE3003-①が後出,或いは長期間使用されたと考えられる。SE

3003-①は木桶が一段遺存しており,板材の中位を円形に到り貫き,竹樋と接続している。また

底板が存在せず湧水が十分得られる状況からは,上水と湧水の双方を水源とした可能性が考えら

れる。SE3003-② には井側は遺存せず,掘 り方の壁面及びSD3004接続箇所に杭が打たれてい

た。

双方とも元来,池状遺構と推定されるSX3001(SX2008)の西端部に位置し,その関連が推

察される。SE 3003-①のみ出土遺物が認められ,所属時期はこれにより18世紀前葉～19世紀代

の所産と考えられる。池状遺構との関連からすれば,同遺構が廃棄される19世紀前葉までの存続

時期が推定される。

離 名
遺物

種別
器種 産地 去量 (cm 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SE3002 皿 月B前 ]:115 細 にがい橙7 5YR〃 4 灰自N8/O 鉄絵 : 大僑Ⅱ期

勲染
越 克 肥前 微 灰白色 内外:透明釉 呉須:暗蕎色 大橋Ⅱ期

敗 阻底部 RB前 口 :49 微 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :淡青色 大橋工期
初期伊万里

高合畳付に砂粒付着

勲躁
臓 コ緑部 lm 暗赤掲2 5YR3/4

外面 :黒 N2/O

内面■工ぷい費25Y6/4

ＳＥ３０。鰈
翔 眉斜 高Rl

外面:赤褐iOR守4

内面:赤 ,oR5/6
内外:ロクロナデ
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SE 3003出土遺物 (第 124図 )

1は肥前系陶器皿で,銅緑釉を施す。 2は肥前系磁器碗である。高台部は,やや幅が狭く低い

もので,断面がU字形となっている。 3は肥前系磁器鉢で,漆による焼継痕が認められる。 4は

土師質土器皿である。 5は関西系焙烙の口縁部と考えられる。

M露 ぎ

0                   10cm

遺橘名
物

別

追

種
維 産地 去量 (cm 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(穐薬、内外色誦) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SE3009 翻 工口縁苛 肥前 嗣 灰自10VR7/1
外国・内 :暗オリーブ灰

舞聯 後25Y6/2
大橋Ⅲ期

掘方
滋 醜底部 幻西系 占:37 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :コバル ト 大橋Ⅱ期

SE9003

掘方
鉢 辛刷 敗 灰自色 内夕I:透明和 呉須 :淡・皓青色 大橋Ⅱ期

と師蜃 皿 錮 にぶい黄惜10YR7/4 内外:にぷい黄慣10YR7/4 内外:ロクロナデ

ＳＥ３００榊
と師雲
鱈賠回窺

部
微砂粒 にぶい橙7 5YR7/3 にぶい橙7 5YR7/3 内面:ロ クロナデ 関西系焙増

遺構名
遺物

種別

法量 (em)
胎土

色調 調整
焼成 備考

摩号 ミさ(現存長 厚 さ 幅(現存幅) 断面 器面 内面 外面

SP9163 軒丸瓦 礫 灰白2 5GV8/1 灰N4/O 板ナデ 良 B

SP3163 軒平瓦 砂礫 灰白25Y7/1 暗灰N3/O 良 被熱 7

第124図  SE 3003・ SP3163出 土遺物実測図・観察表
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SP3163(第 6図 )

C区西部,第 3面で確認したピットである。検出した標高は0.85m前後,底面の標高は0.5m前

後を測る。径約0.5mの円形である。

SP3163出土遺物 (第 124図 )

6は軒丸瓦。 7は軒平瓦である。

SE 3001(第 125図 )

A区,第 4面で確認した井戸である。検出した標高は0。48～ 0.54m,底面の標高は-0.5m前後

を測る。検出長は東西方向で約 2m,南北方向で約 2mを測る。南端部は試掘坑により壊される。
平面の形状は,円形若しくは隅九方形である。木桶の井側は,掘 り方の中心より南部に設置され

る。断面は掘り方が指鉢状で,④・⑤層で井側を留める。③層は抜き取り痕と考えられ,少なく

とも2段の井側を有していたと推定される。SX4001よ り後出し,埋土上面に共通の整地 (17世

紀中葉比定)が覆うことから,同時期の廃絶が考えられる。先行するSX4001の 所属時期 (17世

紀前半)や遺物がほぼ皆無な状況から,短期間の存続時期が推定される。

SE 3001出土遺物 (第 126図 )

出土遺物は,数点のみであった。1は中国産青磁である。2は備前陶器の底部である。

W
L=0.070m

E

L=0.070m

第 125躍  SE 300]平面・土層図

①2.5Y7/1+8/2灰 白色シルト質細砂 (鉄を若千含む)
②25Y3/2灰 白色細砂 (灰白色シルト質細砂、鉄を含む)
③5Y3/2灰自色粗砂
④5Y7/1灰白色細砂 (灰白色シルト質細砂を若干含む)
⑤75Y8/1灰白色粗砂
⑥5Y7/1+7/2灰白色シルト質細砂
⑦5Y7/2+6/1灰白色十灰色シルト質極細砂

0        1m

Ｔ． Ｎ
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遺構名
猥文

争号

物

別

遺

種
器種 産地 去量 (cm 胎上 色調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須、上絵) 調整 製作年代 備考

ＳＥ３０
肪

中国 微 灰自色 内外 :明緑灰 内外:明緑灰 外面:線亥1,鍋 漆による焼継ぎ痕

ＳＥＯＯ
肪

占部 備 前 底:83
微砂猶

無
灰白25Y″ 1 青黒10BG1 7/1

SDS001 と師婁
口
高
底

外面:灰白5YR8ρ

内面:にぶい黄橙10YR雅

外

底

内

外

ロクロナデ

回転糸切リ
内外面に煤付着,被熱痕

BB前
ロコ05
高:695
底:41

灰白色 内外 :透明和 呉須 :明青色 外面 :竹 (橋

「

2期

SP3328 単削 灰自色 内タト:透明和 呉須 :明青色

肥前 灰白N870 色絵素地 ?

碗 RB前 灰自25Y″ 1 赤黒iOR1 7/1

0前 底:47 灰黄25Y7/2 浅黄5Y7/4 外底 :ケズリ 京焼風

に前 巨:102 にぶい赤掲2 5YR4/4 自 外面 :ケズリ 大橋 V期

滋 碗 Ⅱ前 灰白色 内タト:透明釉 呉須 :淡青色 タト面 :雨降り文 大橋 V期

SP3006 陶 信鉢 備前 微砂過 暗赤灰iOR3/1 暗赤灰 iORyl
内外 :ロ クロナデ

外面 :自然釉

第126図  SE 300]・ SD300]・ SP3328・ SE 3006出 土遺物実測図・観察表
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SE 3006(第 127図 )

A区の北端部,第 3面で確認した井戸状の遺構である。検出した標高は0,80～ 0。89m,底面の

標高は-0.2m前後を測り,17世紀中葉に比定される整地を基盤としている。検出長は,東西方向

で約2.lm,南北方向で約1.7mを測る。平面は隅丸方形となるが,北半は撹舌L面及び上位面で確

認されたSX2006に壊されている。湧水は,底面付近で認められた。断面形状は底面がほぼ平坦

で,器壁は③層付近で小さな段部を有し,斜め上方に伸びる。埋土は,ほぼ水平状に堆積してい

る。所属時期は,出土遺物より17世紀後半～18世紀前半と考えられる。

SE 3006出土遺物 (第 126図 )

遺物はコンテナに1/4程度出上した。 7・ 8は,肥前系陶器碗の底部である。 9は肥前系陶器

の底部である。10は肥前系磁器碗で,雨降り文が認められる。

W
L=1.00m

①2.5Y7/3+7/2浅黄色+灰黄色シルト質細砂
②2.5Y7/4+8/2浅黄色+灰白色シルト質細砂
③2.5Y6/3+10YR7/‖ こぶい黄色+灰白色シルト質細砂
①5Y7/1+6/1灰 白色細砂十灰色細砂

第127図  SE 3006平面・土層図

SP3328(第 6図 )

A区東部,第 3面で17世紀中葉に比定される整地を基盤とし検出されたピットである。検出し

た標高は1,00m前後,底面の標高は0.85m前後を測る。径約0。 14mの円形である。

SP 3328出土遺物 (第 126図 )

5・ 6は ,肥前系磁器碗である。

Ｔ。Ｎ

ｍ

Ｅ
一
〓‐．
０
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SP3006(第 6図 )

A区北端部,第 3面で17世紀中葉に比定される整地を基盤とし検出されたピットでぁる。検出

した標高は0.88m前後,底面の標高は0.68m前後を測る。南北方向に約0。5m,東西方向に約0.4
mを測り,形状は楕円形である。

SP 3006出土遺物 (第 126図 )

llは備前悟鉢である。

SD3001(第 128図 )

B区南東隅,第 3面で17世紀中葉に比定される整地を基盤としで検出した溝状の遺構である。

検出した標高は0.61～ 0.68m前後,底面の標高は0.55m前後を測る。

SD3001出土遺物 (第 126図)′

3は土師質土器皿である。 4は肥前系磁器碗である。

|

L=110m L=1.10m
E W

L=1.10m L=1.10m
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万

S

SK3011

①25Y6/1黄灰色シルト質細砂
②2.5Y5/1黄灰色粗砂混シルト質細砂

0

第128図  SD3001・ 3006・ SK30]]平面・断面図   ~

⑤瑞総写希縫昴島象秀夕μ
ルト粘土俯樋不腐J混
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SD3006上層部埋納遺物 (第 128・ 129図 )

SD3006上層部検出中に確認された。下位の埋土となる固く締まった砂礫層の上面に,鉢形の

陶器が伏せられた状態で確認された。北側の陶器の底部には,穿孔が認められる。性格は不明で,

上水設置時或は改修時の所産と推定されるが,上位面のSB 2001(門 )の中央部に位置するP一

4の直下に位置し,その関連が推察される。所属時期は出土遺物から,18世紀前葉頃の所産と考

0                    10cm

第129図  SD3006上層部埋納遺構遺物実測図・観察表

遺構名
物

別

遺

種
器 種 産 地 去量 (cm 胎上 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

翻 凛底部 工則 底:93 日 赤10R4/8 内外 :自25Y3/1 外面 :直線的な刷毛目 大橋V期
刷毛目唐津,底部に 2

所 穿孔有

SD3006 9 巨部 備前 底莉67 暗赤掲iOR3/3 赤10R4/6
内外:ロクロナデ

外底:ナデ
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えられる。 1は肥前系陶器で鉢形に推定される。内面鉄釉で,内外面上端に白土が認められる。

高台タト側の削り落としは見られない。高台内には焼成後の穿子とが3箇所認められる。2は備前の

花生と考えられる。器壁は薄く,外面は塗り上の|ため暗赤褐色を呈する。

SK3011(第 128図 )

C区北端部,第 3面で17世紀中葉に比定される整地を基盤とし検出された遺構である。検出し

た標高は0。 67～ 0。88m前後,底面の標高は0.64m前後を測る.。 南北方向で約1.3m,東西方向で

約1.6mを測り,平面は:不整形な方形である。底面にピットが認められる。

SK3011出土遺物 (第130図 )

2は肥前系機器青磁皿である。

0                   10cm

5

ひ

・
イ

購
贈

簾

物

別

逮

種
雑 選蠅 競 kcm 胎 上 色調 i lM■ l 色畷 2(釉薬、内9rt翻 色爾3倶勿馳kal 調整 製作年代 備考

SP3318 車 細 療Ne10 灰N6/0 内外 :匈クロナデ

SK3011 2 皿 】B前 ・細 白 明叡 5G7/1 大橋H期
警磁,見込みの一部に砂
日

SP3259 9 羽釜
蜀薬・

長石多
灰白■5YRer2 医自烈W熙腔

SP3249 灰自21SY8/2 鎌 京焼

'

SP3249 細 白 脚 10GY7/1
韓
多角W狙 ?

第 130図  SP3318,SK3011・ SP3258,3249出 1土遺物実測図・観察表
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SP3318(第 6図 )
C区中央部,第 3面 SX3002底面で検出したピットである。検出した標高は0.43m前後,底面

の標高は0,27m前後を測る。径約0,3mの円形である。

SP3318出土遺物 (第 130図 )

1は須恵器壷底部である。

SP3258(第 6図 )
D区西端部,第 3面で自然堆積層を基盤として検出したピットである。検出した標高は0。85m

前後,底面標高は0.59m前後を測る。径約0.24mの 円形である。
SP3258出土遺物 (第 130図 )

3は土師質土器羽釜口縁部である。

SP3249(第 6図 )
D区北端部,第 3面で検出したピットである。検出した標高は0.55m前後,底面の標高は0.41

m前後を測る。北部が調査対象外であるが,径約0,3mの円形と考えられる。
SP3249出土遺物 (第 130図 )

4は産地不明の陶器碗。 5は青磁皿の口縁部である。口錆が施される。

SE 3007(第 132図 )

F区の南部で確認した井戸状の遺構である。検出した標高は0.86～ 0。98m,底面の標高は-0。 15
m前後を測る。検出長は東西方向で約1.6m,南北方向で約2,9mを測る。西半が調査対象外であ
るが,円形の平面形状と考えられる。埋上の堆積状況は,下半の屈曲部まで複雑な堆積を示し,
上方では水平状に堆積している。上位面で SD2011が開削されるが,この間に整地層と考えられ

る30層が認められ,ある程度の時期差が想定される。所属時期は,上位面との関連及び若干なが

ら出上した遺物より17世紀中葉までの所産と考えられる。

SE 3007出土遺物 (第 131図 )

1は淳州窯系青花皿。 2は土師質土器皿。 3は管状の上錘。 4は土師質土器把手鍋である。

2

0                     10cm

ｎ
ｍ
酬
ν

③

遺構名
遺物

種男J
線 産地 去量 (cm 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

滋 中国 灰白色 内タト:透明釉 呉須:暗膏色 洋州窯

SESO07 皿 にぷい橙7 5YR7/3 にぶい橙7 5YR7/3 内外:ロクロナデ 灯明皿

L師口 土鐘
口:59
巾:12
厚 :12

橙7 5YR7/6 橙7 5YR7/6

SE3007 と師猶 把手付餌 微砂粒 淡黄2 5YO/3 浚責25V3/3
内外:ロ クロナデ,外面:煤付

着,指押さえ,内面:ハケメ

第131図  SE 3007出土遺物実測図・観察表
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③  ⑦ ⑩ ⑨

①花商土
②コンクリート・パラス
③25Y5/1灰 色小石混シルト (コ ンクリート塊を含む)
①アスファルト(ジャリ)
⑤10Y92オ リーブ灰色礫混細砂 (一部焼土層を含む)
⑥5Y4/1灰 色シルト～ンルト質粘土 (5Y6/4オ リーブ級 をブロック状に合む)
②25Y4/1黄 灰色石・瓦片混シルト
◎25Y6/4に ぶい責色細砂
③5Y3/1オ リーブ黒色石混シルト～シルト質粘土
⑩5Y3/2オ リーブ黒色シルト
①5Y3/1オ リーブ黒色シルト質粘土 (焼土・炭化物を含む)
②25Y6/4に ぶい黄色細砂混  25Y5/1黄灰色シルト～シルト質粘土
025Y6/41こぷい黄色砂礫
①5Y6/2灰 オリーブ色細砂          ②～①は道路整地層
①5Y6/2灰 オリーブ色砂礫
①25Y6/2灰 黄色砂礫混  5Y6/2灰 オリーブ色シルト質極細砂
⑫25Y5/1黄灰色シルト質極細砂

⑬5Y5/2灰オリーブ色シルト～ンルト質極細砂 (礫混り)
①25Y6/3オ リーブ責色極細砂混  5Y6/1灰 色シルト
⑩25Y5/1黄灰色シルト
④25Y5/1黄灰色シルトに25Y5/2暗 灰黄色砂礫混じる
②25Y5/2暗灰黄色、石、瓦片混シルト質極細砂
②25Y5/1黄灰色シルト(25Y6/6明黄褐色シルトをブロック状に合む)

(護岸)石、瓦片を含む)
②10YR5/2灰黄褐色砂質シルト

①～④は
SD2010埋土

⑮N5/0灰色シルト (やや粘質)
⑮25Y5/2暗灰黄色シルト質極細砂 125Y6/6明雑 をブロック状に含む)
②25Y4/1黄 灰色シルト (炭化物を少量含む)
②10YR5/2灰費掲色シルト質極細砂
025Y5/2暗 灰黄色シルト質極細砂
⑩25Y4/1黄灰色ンルト質細砂
◎2 5YS/1黄灰色シルト質細砂 (25Y7/1灰 白細砂をまばらに合む)
⑫25Y91黄 灰色細砂
①25Y5/1黄灰色シルト質極細砂
◎25Y7/2灰黄色シルト賀極細砂

8♀諦 瑠 藩 劣出違轟録課繁(粘遷Σ▼F灰
責色シルト質細砂を若干含む

⑫25Y6/1+5Y3/1黄 灰色シルト質極細砂十灰白色細砂
⑬5Y3/1+5Y8/3灰白色十淡黄色粗砂
⑩10Y7/1灰白色細～粗砂
⑩10Y7/1灰白色粗砂
⑩10Y7/1+2 SGY6/1灰 自色+オ リーブ灰色粗砂

卜M

SE2010

卜M

0        1m

SE 3007平面・土層図
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SX2008。 3001(第 133・ 134図 )

C区,第 2面 (SX2008)及び第 3面 (SX3001)で検出された遺構で,C区中央部に存在し
た窪み状の遺構を2面にわたって確認したものである。検出した標高は, SX2008が0.63～ 1.12

m, SX3001が 0,41～ 0.69mを測る。底面の標高は,SX2008が 0。38～ 0,41m,SX3001が 0.22
～0。36mを測る。検出長は東西方向で約13.4m,南北方向で約6.3mである。平面の形状は,西

半がやや不整形な長方形で,東半部では南北方向に広く北東方向へと伸びる。

第 2面検出時 (SX2008)は,埋上の上半が土壁及び瓦片を含んだ堆積層で,下半では多量の

瓦,陶磁器が集中して認められ廃棄土坑と想定された。底面は黒褐色を呈した堆積層となり,こ

れを下位に想定していた遺構 (SX3002)の埋土とし第 2面を終了した。しかし第 3面検出時に

おいて,西半と東半で埋土が異なることがわかり,ま た西半部で井側が露出したため別遺構 (S

X3001)と した。結果 SX3001に ついては,上位のSX2008よ り南に若千広くなるが,基本的に

はSX2008の 下層部と同様の遺物を多量に含んだ堆積物で充填されており,底面でSE 3002,続

いてSD30能 (竹樋)が検出された。東半では黒褐色土 (SX3002埋土)上面で遺構検出を行い,
SD3004を 検出した。C区中央部に認められる窪地については,以上の様な経過で遺構を確認し

ている。下記の杭列も含めてSX2008・ 3001と 同じ遺構に推定されるが, SX2008の 底面が不明

瞭なため別番号としている。

所属時期は出土遺物から19世紀前葉までの所産に考えられるが,下記のように底面に杭列を伴

い,池等の長期間にわたり開口した施設にも推定される。底面部で検出されたSE 3002の 所属時

期や屋敷の変遷から17世紀中葉が上限に考えられる。

杭列 (第 134図 )

SX3001・ 3002で確認された杭列である。径が20cm弱のもので,数十cm程度の長さで遺存して

いた。当初, SX3002に打ち込まれた杭については平面で当遺構のプランと大きく異なり,どの

遺構に伴うものか判断できなかった。調査終了後,全体に平面の分布からSX2008の縁辺部に巡

ることが分かり,当大形廃棄土坑との関連が想定され,池状の施設が考えられることになった。

SX3002で認められた杭を上層図に反映すると,SX2008の埋上に属さず,大半が SX3002の埋

土に打ち込まれた状態となる。よって SX3002の埋没以後でSX2008の埋没以前の所産と推定さ

れる。また平面の分布でSX2008の東部で南に外れる一群も認められ,改修の可能性が推定される。

SX2008,3001出土遺物 (第 135～ 187図 )

多量の瓦,陶磁器が出土している。SX2008・ 3001で陶磁器のみでもコンテナ100箱以上の出土

量があり,瓦はこれ以上の出土量が認められた (瓦の取り上げについては一部のみとした)。 そ

の他では,大形の土器片,石材,漆喰片等が認められている。SX2008と SX3001の 出土遺物に

ついては,接合関係を有するものが多く,基本的に大きな差異が認められないことから,同 じ図

版で掲載している。 (観察表では別途表示)。 出土遺物には,僅かながら17世紀代の所産のもの

が認められるが,主体となるのは18世紀後葉以降のもので,少量認められる肥前系磁器広東碗や

京・信楽系灯明皿,瀬戸・美濃系磁器等があり,19世紀前葉頃までの所産と考えられる。

1～ llは肥前系陶器碗 (2を 除く)である。京焼風陶器碗 (1),呉器手碗 (9),陶胎染付
碗 (3・ 4・ 7・ 10。 11)が認められる。

12～ 16は ,肥前系陶器皿 (13を除く)である。12は見込に印花文を施す。14。 15は京焼風の皿

である。14は型打成形で,見込に梅を描く。15の高台内には,判読不明だが墨書が認められる。
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16の見込には,蛇ノロ釉剥ぎが認められる。

17～ 19。 21は ,肥前系陶器鉢である。17は内面に波状の刷毛目を施し,見込に蛇ノロ釉剥ぎを

行う。高台部は高く,内側の削り込みも深い。18は ,口縁部がT字状に内外へと突出し,体部に

段を有し屈曲するもので,火入のような器形である。外面には銅緑釉を用い波状となる刷毛装飾
が認められる。19・ 21は ,片口鉢である。体部は緩やかに内湾しながら外方へ伸び,玉縁状若し

くは外方へ突出する口縁に至る。内外に白土による直線的な刷毛装飾が認められる。20は瓶類。

碁笥底で,外面に直線的な刷毛装飾を施す。22は甕である。内外に突出するT字状の口縁を有し,
胴部外面に2条の縄状突帯及び沈線を廻らす。内面に粗い格子目状の叩き痕が認められる。

23～ 152は肥前系磁器 (95を 除く)である。23～ 73は碗。23・ 25,28は青磁染付である。朝顔

形のもので,見込には二重圏線及び印判による五弁花が認められる。24。 26は ,筒形の青磁染付。

24は ,見込に二重圏線及び五弁花,高台内には二重方形枠に渦「福」の銘款が認められる。27・

29も 青磁染付。丸碗で口縁内面に四方欅文が認められる。30。 31・ 33・ 34。 35。 43・ 46は , くら

わんか碗である。 33・ 43・ 46は見込蛇ノロ釉剥ぎで,釉剥ぎ部と高台畳付にはアルミナ砂の付着
が認められる。 34。 35は同形のもので,外面に丸文,内面に四方欅文,見込に二重圏線及び五弁

花文が見られる。 36・ 38は外面に二重網目,見込に菊花を描く。 37・ 39・ 41は外面にコンニャク

印判で,野菜等を絵付する。 44は雨降り文の碗である。 45・ 48・ 49は ,撥高台の碗である。50
。53。 56は ,腰の張る九碗である。

52・ 56・ 57の外面に輪繋ぎ文が認められるが,碗以外にも蓋,皿で同様の文を描くものが多く

出上している。食器セットにあつらえた家紋と考え,大膳家に縁のあるものと検討したが現状で

は不明である。

54は ,薄手の半球碗である。 58は ,大振りの碗。 SK2085出 上のものと接合関係がある。外
面に亀甲繋ぎ,見込には環決松竹梅文が描かれる。 59～ 68は ,小広東碗である。外面の文様には,

丸 (61),楼閣山水 (63・ 68),不賊 (59),壽字 (60),捻 (67)があり,見込には,崩れ寿
文 (59),花炎文 (66)等が見られる。69・ 71・ 72は ,広東碗である。70は朝顔形の碗。74～ 95

は猪口,小杯の類。 76は蛇ノロ凹形高台の猪口である。外面に三方配置の窓絵で水仙を描く。窓
の外側を蛸唐草と櫛歯連弁文で埋める。81,82は色絵が認められる。94は型押し成形の紅猪口。

95は瀬戸・美濃系磁器である。外面及び見込に異体文字が認められる。96～ 114は ,肥前系磁器
皿である。97の五弁花は,コ ンニャク印判による。98・ 99は 同様の形態だが,98は器壁が厚く,

文様を線描きのみで施す。100は見込に蛇ノロ釉剥ぎを行い,アルミナ砂が付着する。くらわん

か手のものである。102は薄手の上質のもので,色絵の痕跡が残る。 1031よ折縁の小皿。口縁内面

を呉須で縁取り,見込に山水を描 く。104～ 114(112を 除く)は,蛇ノロ凹形高台 (低)の皿及
び深手の皿である。見込に輪繋ぎ (104～ 106),三方割銀杏 (107～■0)を描くものが特徴的に

見られる。l12は ,型打成形の輪花皿である。見込に環状松竹梅文を描 く。■3・ 114は青磁染付
である。

l15～ 140は肥前系磁器の蓋である。115。 117～ 119は青磁染付の蓋。116～ 119は ,朝顔形碗の

蓋。121に は色絵が施される。125～ 127は輪繋ぎ文の蓋。 1281よ摘み部 (高台)がハの字に開き,
腰が張る。 1301よ外面に蛸唐草と櫛歯連弁文,見込に環状松竹梅文を描く。 131～ 133は広東碗の

蓋。 131～ 140は 口縁にかえりを持ち,ア ーチ状の摘みを有する。

141～ 143は仏飯器である。高台内の狭りは少ない。 144・ 145。 148は瓶類。 146の鉢は,高台
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に櫛歯文,裏文様に花唐草,内面に大きく牡丹を描く。 147は大形の壺頸部で,寿の変字が大き

く描かれる。 149も 大形品で,口縁が受け口状に外反し端部はT形となる。腰がやや括れる器形
で,底部に焼成後の穿孔が認められる。見込に水仙が描かれる。 152も 大形のもので,口縁は大
きく開く。底部外面に蝶の連続文が見られる。

153～ 177は ,瀬戸・美濃系陶器である。 153は天目碗である。 154は長の (湯呑類)である。
155の平碗は,呉須により下絵付けを行う。 156～ 157は灰釉の碗である。 158～ 160は腰錆碗。
161～ 165は刷毛目碗である。1681よ灰釉の大皿。底部は無釉で,見込には目痕が認められる。 169

は口縁が垂下し,外面に鉄釉,内面は鉄,灰釉を掛ける。 171は捏鉢。口縁が垂下ぎみで外方ヘ

突出する。高台部無釉で,見込には重ね焼痕とみられる円形の目痕が 5箇所認められる。 1721よ

水甕で,口縁部は内側に突出し,外面には陽刻を施す。鉄・緑釉を流し,内外面に灰釉を掛ける。

高台部無釉で内面に墨書が見られる。見込には目痕が 2箇所認められる。 173～ 177は (植木)鉢
である。底部は無釉で,高台にアーチ状の切込みが認められる。底面中央に円孔を穿つ。
178～ 200は京・信楽系陶器である。 178～ 188は色絵の半球形碗である。色は赤,緑の他,藍
色が加わるものや,金により縁取りされたものも認められる。 196は平碗。 198～ 2001よ小杉碗。
191。 201は ,白化粧を行い透明色の釉を掛ける。 191は黒で「盃」を, 201は赤,緑色で変形字

銘を描く。 195は楽系の軟質施釉陶器碗である。 197は高台内に「ぬし」 ?の墨書が見られる。

202は京 。信楽系陶器の灯明皿。口縁内面に「い」の字が烙印されたボタン状の貼付け部と対面

に櫛描文が認められる。 3箇所のピン痕が残る。 203・ 204は受け皿。内面のみ施釉する。 203の

受け部の開口は 1箇所のみである。 205は ,水指若しくはチロリである。上半が透明色,下半を

柿色の釉で施釉される。 206の口縁部は,大振りの碗形に復元される。外面に錦が暗文状に入り,
呉須,鉄錆による下絵が認められる。 207～ 209は土瓶である。 207は ,灰オリーブ色の緻密な胎
上で,透明色の釉で内外を施釉する。底部は無釉で粒状の (三足)脚を有する。
208。 209は軟質施釉陶器である。黄灰色を呈し,やや粗製の胎土を用いる。外面上半部まで施

釉し,下半は無釉で被熱痕が認められる。 212は京・信楽系陶器甕。T字状に拡張された口縁部
で長胴のものである。底面を除き内外面が施釉され,内面が灰オリーブ色,外面が柿色を呈する。
頸部から鉄釉が流されている。 210は陶器火入である。口縁部及び見込みに被熱痕が認められる。

外面は黄褐色を呈し,刻印が認められる。備前産か。 211は鉢形の陶器である。口縁の大半が打

ち欠かれ,底部に穿孔が認められる。

213～ 243は備前である。 213は皿形製品の底部で,内面に悟目状に鋭い沈線が放射状に施され

る。 214～ 224は灯明皿である。法量差により,大,小の2種類が認められる。いずれも外面にケ
ズリ調整が認められ,内面は塗土を行う。 221は ,灰色を呈する須恵器焼 (還元焼成)である。
225～ 240は受け皿である。法量差により,大,小の 2種類が認められる。内面は塗土を行う。完

存するもので,受け部の開口部は3箇所認められる。 241は人形徳利。 2421よ小杯或いはミニチュア。
243～ 250は陶器水指と蓋である。 251～255は陶器悟鉢である。堺・明石 (251,253～255),

備前 (252)産 と考えられる。

256～ 258は ,理兵衛焼に想定される京焼系の製品である。 256は器壁の薄い磁器質のもので,
緻密な胎土を用い灰白色の釉を内外に施釉する。高台脇から高台内にかけては無釉で,高台内中

央に渦状痕,左には破風高 (高松藩主より預かると伝えられる)の刻印が認められる。 257は碗
の胴部片と考えられ,磁器質の 256と 同様の胎土,釉調である。外面には,藍色の絵付で大膳家
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紋 (中陰四つ葵)と考えられる丸の文と赤色の絵付が認められる。 258は緻密な胎土を用いるが,

上記のもに比べるとやや陶質と見られ,器面には貫入が認められる。外面,藍色に金の縁取りで

家紋が絵付される。

259～ 266は ,軟質施釉陶器である。交趾風となる緑,黄,褐色の特徴的な釉を用い,陽刻で器

面を埋め尽くす等の型成形を多用する焼物。在地産と伝わる源内焼及び源内焼系 (陶浜焼,屋島

焼等)の製品と考えられる。皿,蓋物,小形のカップ状の製品が認められる。 267～ 270は ,在地

産と想定される京焼系の陶器である。いずれも緻密な胎土を用いる。 267は火入で,外面に箆彫

が施される。内面上半まで鉄釉を掛け,その後外面に灰オリーブ色の釉を施す。高台内は無釉で

ある。 268も火入とした。外面に黒褐色の釉を施す。 269。 270は ,把手部と考えられる。 269は

透明色となる釉の下地に白,緑色の釉流しが認められる。 270は体部内面が無釉で,把手部及び

外面に灰釉を施す手桶である。

271～ 276は軟質施釉陶器である。 271は蓋で,上面に緑釉を施す。 272は赤楽系のもので,型

物の香合か。 276は瓶類。 273は施釉陶器把手付鍋である。透明の釉色で,胎土は精良で黄灰色

を呈する。無釉の底部は,粒状の (三足)脚 を伴い被熱痕が認められる。見込にはピン痕が見ら

れる。 274。 275も施釉陶器把手付鍋。胎土は精緻で,内外に柿色の釉を施す。 277は軟質施釉陶

器蓋で,交趾風の黄釉が内外に施釉されている。眠平焼の可能性が考えられる。 278は京・信楽

系髪水入れで,底面に墨書が認められる。 2831よ京・信楽系陶器の段重である。

286～ 297は焼塩壺である。板作り成形のもの (286～ 294)と幌輯成形のもの (295～ 257)があ

る。特徴的な胎上に,橙色系で金雲母が目立つもの (286・ 288～291)がある。板作り成形の器

形は, 292を 除き,全体に細身で口縁の受け部が小さく見られる。 286は焼成が良好で外面に墨

書が認められる。 292には,「泉州麻生」の刻印 (1750年代まで)が認められる。 295～297は江

戸在地産と見られ,地方の出土例は稀とされる。

298～ 306は焼塩壺蓋で,いずれも天丼部に布目痕を残す。胎土中に金雲母を含むものに, 302
・306・ 308がある。

309～ 316は ,土師質土器皿である。 309は ,鈍い橙色の精緻な胎土を用いる。外面に磨き調整

が施され,内面に2次焼成痕が残る。底部中央部に焼成後の穿子しが認められる。 3101よ橙色系の

胎上で,底部に回転糸切り痕が残る。口縁部に2次焼成痕が認められ,灯明皿として使用された

と考えられる。 3111よ橙色系の精良な胎土を用いる。外面下半は回転箆削りで,器高は低く緩や

かに口縁に至る。 312は口縁が外傾する小皿。橙色系の胎上で,底部は回転糸切りである。 313
・314は 口縁が大きく外傾する大振りの皿である。橙色系の胎上で,底部は回転糸切りである。

315も橙色系の胎土で,底部は回転糸切り。器高が高く,口縁が長くタト傾する。

317は土師質土器の底部で, 3足 となる脚を有する。外面に磨き調整を加え,底部には墨書が

認められる。 318は ,土師質の規炉類。胎土は比較的精良で,外面には赤土が塗られる。円筒形

を呈し,前方に突出した窓部を有する。図化したものでは口縁部までが短くなっているが,口縁

はこれよりも上方に伸びる可能性がある。窓の下には円孔が 2箇所に穿かれるが,右側は貫通し

ていない。底部,筒状の脚端部に袂りが認められる。 319は ,十能である。

320～ 322は在地産の瓦質焙烙である。 321・ 322の内耳は貫通していない。 323は関西系の焙烙

である。やや内傾する口縁部に対面 2箇所の穿孔があるが,孔は貫通していない。
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第135図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その 1)

0             10cm

通構名 勘
馴

器種 産地 去量 (em 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(独薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵 ) 霊整 製作年代 備考

SX3001 磁 機 肥前 灰白75Y8/1 内外 :灰 白2 5Ya12 呉須:皓青灰SBG4/1 内面 :楼閣山水 大橋Ⅱ期 京焼風

SX2008 翻 碗 肥前 高お 4
底:SO

日 灰自25Y7/1 内外:オ リーブ灰2 5GY6/1 大橋Ⅱ期 見込みにビン痕有

磁 肥前 ⊆:4ρ HE 灰N5/, 内外:透明釉
呉須:暗オリーブ灰

2 SGY4/1
翻胎染付

染付碗 ユ削 細 灰自5Y7/1 内外:灰白loY7/1
呉須:皓オリーブ灰

2 5GY4/1
lB胎染体

碗底部 肥前 巨:445 細 浅黄25V″3 内外:浅黄25Y7/4 大橋工期
呉器手

高合内に砂粒付着

SX3001 前 肥前 底 :40 4m 灰白N7/1 内夕常暗赤褐5YR3/4

SX2008 染付械 IB前
一
範
調

灰白loYR7/1 内外 :灰白25Y7/1 呉須:浚・暗青と 大橋V期 陶胎染体

鹿 肥前 ヨ:56
藍:SO

灰自2 5GY7/1 内外 :灰オリーブ5Y6/2 鉄絵 :黒褐 OヽYR3/2 大橋工期 筒形碗

腕 一硼 霊:49 にぶい黄橙 10YR7/2 内外 :にぶい黄25Y6/3 大橋正期 呉器手

SX2008 翻 染付碗 肥前 ヨt655
璧:52

灰自6Y7/1 内外 :透明釉
呉須:淡脅色

上絵:白
外面 :竹 梅 大橋V期 la胎染体

SX2008 協 染付碗 IB前 自:46 細 責灰色2 5YS/1 内外:灰 10Y6/1
呉須 :暗オリーブ灰
2 SGY4/1,暗赤灰
10BG4/1

大橋 V期 陶胎染体
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種
維 産地 去量 (cm 胎土 色調 1(胎■) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SX2008 割 “刷 葛:275
底:350

細 赤灰2 5YR4/1 内外!黒掲25Y3/2 内面:二島 大橋Ⅱ期 見込みに胎土ロニヶ所

肥前 嵩:415
底:345

細 灰自5Y7/1 内外:にぶい黄25Y673 上絵 :金・赤

SX2008 翻 阻 “則

日 :140
高 :490
底 :850

鯛 灰自10YR8/2 内外 :灰 白ioY7/1
鉄絵:オ リーブ黒

5Y3/2.灰 N51
内面 :梅花 型打成形

巌 “剛 E:36 灰自5Y871 内外 :灰 オリーブ5Y6/2 鉄絵:黒 25Y2/1
京脚

底部に墨奮有

SX3001 議 球 肥前 霊:57 灰N5′ , 内外 :灰オリーブ75Y4/2 見込みに蛇の目和則 大橋II期

翻 皿 肥前 ヨ:590
藍:800

赤掲 10R5/4 内夕常灰黄褐10YR4/2
内面:蛇の日和則,波状の

刷毛目
大橋V期 婦J毛 目皿

第136図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その 2)
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遺構名
物

別

遺

種
維 産地 胎土 色調 1(胎■) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調3(呉須.上絵) 調整 製作年代 備考

】X3001 8前 闊 褐灰10YR6/1
内外:灰オリーブ75Y412

(深緑・淡緑・明苦)
外面 :波状

SX2008 片口鉢 旧前 鶴 にぶい橙7 5YR6/4 にぶい黄掲 10YR4/3 内外 :直線的な刷毛目 大橋V期

SX2008 翻 瓶 】刊 底:740 佃 赤掲10R5/4 外面 :贈掲 10YR3/3 外面:直線的な用し毛日 底部に砂粒付着

飼 片口鉢 “硼 寄:128
臣:lo 4

細 赤10Y5/6 内外 :暗褐7 5YR273 内外:直線的な刷毛目 大橋V期

SX2008 翻 BB前 鯛 皓赤 iOR3/4
外面 :暗赤褐10R3/2

内面 :暗赤iOR3/4
外面:機状突帯

内面:粗い格子 前半 ?

第137図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その 3)
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鍛腫 産地 占量(ct 胎土 魯観 i lBA土) 色調2(釉薬、内外色腕) 色躙 3(呉気 ■aJ 調整 製作年代 朧

SX3001 肥前
ヨ1lil`

巨:翡
散 灰 自色

外面謙題町おGY6/1

肉面:透明釉
呉須 :淡・皓青色

内面:四方欅,五弁花(ヨン
ニャク印削)

大橋v期 高台墨付に砂粒付着

SX200E 24 ■ EB前 底:430 後 灰白色
内面 :透明釉

外面 :明緑灰,OG771
臭須:淡 ,贈青色 内面:こ弁花 大橋V期

吾磁染付

底部に銘款有

SX200C 2S 銭 腕 BBM 露:370 TA 反自色
内百
=透
明釉

外面|オ リーブ灰SGY6ri
呉須:淡・贈青色 内面:五弁花 大橋�期

青磁楽付

高合内13砂粒付着

SX2008 蹴 蔵 出前 灰白色 外面:明録灰10GY7/1 呉須 !明・皓音色 内面 :園方擦 大橋W期 鞭 イ寸

3X20oa 27 離 配 胆前 灰白色
内面:透明和

外面:オ リーブ灰SGY6/1
具須:淡・皓青色 内面:四方標 大絡V期 害睡業付

SX8001 滋 魂 肥前 灰自色
外面:オ リーブ灰SGY7/1

肉面:透朗釉
呉須:痰青色 肉面 :五弁花 大橋V期

SX3001 磁 機 RBM gi盤 灰白色
外画:緑灰7 5GY6yl

内箇:明緑灰7 5GY771
騒 :淡・簡 色 内面:四方欅 工弁花 大橋V期

高合内御t鶴撤、高台畳
付に砂粒付着

SX2008 続 肥前 底:3,7 灰白色 内外 :透明釉 呉須:淡 1暗青色 大橋V報
高台内にアルミナ砂ヽ

描,協款有

肥前
陣
備
守

日
高
底

庚白色 内外i涯羽釉 呉察:皓青色 大橋V期 くらわんか腕

3耀008 ]B前

口 :914

離濡 灰白色
外面:荻自SGYO/1

内薗:灰自10Y8/1

第138図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その4)
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第139図  SX2008出 土遺物実測図・観察表 (その 5)
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遺橋名
物

別

遺

種
器 種 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎■) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須、上絵 ) 調整 製作年代 備考

碗
一副 納訥『

口
器
底

灰白色 内外 :透明釉 呉須 :淡・暗青色 見込:蛇の目釉剥 大橋V期 高台にアルミナ砂付着

SX200S 腕

口
高
底

跛 灰白色 内外 :透明れ 呉須 :暗青色 内面:四方標 五弁花 大橋Ⅳ期
底部に銘款 ,底部にアル

ミナ砂付着

ED前
底 :44

微 灰白こ 内夕

`:透

明釉 呉須 :淡・皓青色 内面:四方欅 五弁花 大橋V期
底部に銘款、底部にアル

ミナ砂付着

碗 一則 高:37
底:26

微 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :淡 皓青色 外面 :二重網目 大橋 V期

磁 B日前
占:265

微 灰自色 内外 :透明和 呉須:淡 暗青色
高台畳付にアルミナ砂付

着

碗
】剛

底 :265
灰自色 内外 :透明釉 呉須 :淡・暗青色

外百 :二重網目

内面 :花
大橋V期 高台内にアルミナ砂付着

遺 jg 工剛 高:41
底:28

灰自る 内外:透明和 呉須 ;淡・明青色 小丸碗

懸 滉
一剛 葛:47
は:38

灰自色 内外 :透明和 呉須 :晴青色 大橋V期 高台畳行にアルミナ砂付
着

厳 碗 肥前 菖:52
主:375

微 灰白色 内外 :透明和 呉須 :淡 明青色 外面 :桐
底部畳付にアルミナ砂付

着

磁 碗 肥前
嵐:320

灰自色 内外 :透明釉 呉須 :暗青色 外面:草花

】X2008 JB 肥前

口
高
底

灰白色 内外:透明釉 呉須 :淡・暗青こ
外面 :車花

内面:蛇の目和剥
大橋V期

柳
底 :34

lk 灰白色
外面 :明緑灰10GY8′ 1

内面 :灰白5GVa′ 1
呉須 :浚・暗青色 外面 :雨降り文 大橋Ⅳ翔
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遺構名
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別

遺

種
器 種 産地 法量(ct 胎土 色調 1(胎上) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SX2008 薩 旧前 罰:52S
臣:41

敷 灰白色 内外:透明釉 呉須 :明・暗青色 外面:草花

内面:四方欅
大橋V期 テヾ高台

SX2008 “削 鰤守
蛹
微 反自色 内外:透明和 呉須:淡・暗青色 内面:蛇の目和剥 (アルミナ

砂)
大橋Ⅳ期

蛇の目釉剥,嵩台畳付ア

ルミナ砂付着

SX2000 一刷 幾 灰白色 内外 :透明和 呉須:淡・暗青色

配底部 一則 蜃:43 微 灰白色 内外:透明TIH 呉須:淡・明青色 内面:花木 大橋V期 バチ高台

肥前 数 灰白色 内外 :透明釉 呉須:淡・皓音色 外面:車花

SX2008 ユ刷 岳高:5蟹
筐:31

微 灰白色
外面:灰白SGYa11

内面:灰自1 0Ya11

SX3001 碗 肥前 嵐:34 微 灰白色 内外 :灰白5GY8′ 1

“副 雪:59
蓋:38

灰自N8/1 内外:灰白N8/1 呉須 :晴青色

碗 工剛 微 灰自5Yy, 内外 :透明釉 呉須 :暗青色 大橋V期
陶胎染体

蓋有

碗 】E前
口:97

底 :38
徽 灰自色 内外:透明和 呉須 :淡青色 外面:草木 大橋V期

SX2008 碗 一剛 徹 灰自色 内外:透明和 呉須:淡・暗育色 外面:笹 (コ ンニャク印刷) 大橋V期

SX2008 碗 肥前
ｍ
ｍ
仙

口
高
底

微 灰自NVl 内外 :灰白NS/1 呉須:暗青色

髄 肥前 高:56
底:36

灰自色 内外 :透明釉 呉須 :皓青色

第140図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その 6)
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遺橋名
物

別

遺

種
絶 産地 去量 (cm 胎土 0調 ,(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須、上絵) 調整 製作年代 備考

SX2008 議 碗
一剛 蕪:505 灰自色 内外 :透明釉 具須:淡・暗青色

18o後半

SX2008 磁 椀
一刷 灰自色 内外 :透明和 呉須 :明・皓青色 1770年代 小広東碗

SX2008 碗 旧前 微 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :暗青色
1770年代 小広東続

旧前
０４

う

お

口
昔
向
底

灰白色 内外:透明輸 呉須 :明 暗青色
1770年 代 小広東碗

SX3001
日
高
底

灰自色 内外 :透明釉 呉須 :賠音色 1770年 代 小広東軌

腕 肥前 敗 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :浚・皓青色 外面 :楼閣山水 大橋V期

SX200t 完 肥前 口 :900 敷 灰自色 内外 :透明釉 臭須:暗青色 大橋v期

数 胞 旧前 微 灰白色 内外:透明撤 呉須 :晴者色 大橋V期

SX3001 廠 碗腐部 一剛 底:37 繊 灰白色 内外:透明釉 呉須:淡青色
1770年代 小広東碗

SX2008 磁 碗 把前 灰白色 内外 :透明釉 呉須:暗青色 外面:ね じ花 大橋V期 小広東碗

腕 8前 雪:Sa
ま:32

灰自色 内外 :透明釉 呉須 :淡・皓青色 大橋V期 小広東碗

第14]図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その 7)
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遺構名
物

別

遺

種
器種 産地 去量 (ctr 胎土 色調 1(胎■ ) 色調2(猫薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

磁 碗 思前
∞
お
お

日
高
底

救 灰自e 内外 :透明和 呉須:淡・皓青色 1780年代 広東碗

議 碗 思前 底:440 践 灰白色 内外:透明和 呉須 :明 暗青色 大橋 V期

碗 一則

底 :576
徴 灰自色 内外 :透明和 呉須 :暗青色 1780年代

小広東碗

SX2008 底部 】剛 巨:59 微 灰白色 内外:透明和 呉須 :明・暗青色 内面 :栗
,780年代

広東碗

腕 一剛 微 灰自色 内外:透明釉 呉須 :暗青色 内面 :四方欅 大橋Ⅳ期

世前 微 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :皓青色

IB前 雪:Sl
富:35

微 灰白こ 内外 :透明和 呉須:淡 略青色

猪口 肥前 高:675
底:620

破 灰自色 内外 :透明釉 呉須:淡・暗青色

】Xρ 00E 猪ロ “削 高:600
底:490

灰白色 内外 :灰白10Y871 大橋 V期

猪 口 一刷

ヨ:695

底:39
灰白色 内外 :透明和 呉須 :淡・暗青色 外面 :かぷ

小不 肥前 覇:30
盛:9,0

灰自色 内外 :灰白iOYVl
1820年代

小郵 旧前 微 灰自色 内外 :灰白N3/1 1820年代

SX2008 トイ 一剛 灰白色 内外:灰自N8/1 上絵 :金 赤 黄
,820年 代

踵 一副 微 灰自色 内夕‖灰白N″ i 上絵 :赤
1820年代

数 卜lT 学則 高:24
底 :£ 4

灰自色 内外 :灰白iOYS/1
1820年代

第142図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その 8)
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遺構名
支

号

報

番

物

別

遺

種
器種 産地 法量 (cm 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須、上絵) 調整 製作年代 備考

蔵 rlヽ郵

口
高
底

灰白色 内外 :透明和 呉須 :明・階青色 外面 :紅葉(コ ンニャク印刷) 大橋V期

SX3001 滋 /1ヽ邪

口
一局
底

微 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :暗青色 大橋V翔

滋 税

口
自
底

微 灰白色 内外 :透明和 呉須 :淡青色 外面:笹 大僑 V期

SX3001 巌 微 灰白色 内外:透明釉 呉須:暗音色 外面:雨降り支 大橋V期

巌 小イ 徹 灰自色 内外:透明釉 呉須:淡 暗青色 笹 大橋V期

SX2008 磁 小不 嵩:18
底:245

微 灰白色 由外:透明釉
呉須:暗オリーブ灰

2 5GYVl
外面:笹 大橋V期

SX2008 滋 腕

日
高
底

灰自色 内外:灰自N871 大橋Ⅳ期

SX2008 磁 小イ

口:615
高 :20
底 :27

微 灰自色 内外 :灰白10Y8′ 1 大橋V期

磁 小イ

口
富
底

灰白色 内外 :透明和 大橋V期

磁 小第

口
吉
底

微 灰白色 内外:透明和 呉須 :暗青色 外面 :笹 大橋V期

磁 紅皿
口:43
高コ 5
底コ 2

徹 灰白色 内外 :灰 自N8/1 外面:鏑 大橋V期

磁 小郵 高:92
底:24

微 灰白色 内外 :透明和 呉須 :ヨバル ト 口紅

皿 肥前

底:780
微 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :淡・皓青色 4面 :唐草 大橋V期

SX3001 底部 肥前 底:73 臓 灰白色 内外 :透明和 呉須:淡・暗膏色
～
面:五弁花 大橋V期 膏磁染付

SX2008 小皿

口:995
高 :25
底 :52

灰白色 内外 :透明釉 呉須 :淡・暗青色 勺面 :五弁花 大橋V期

SX2008 小皿
口
高
底

灰自色 内外 :灰白5GY81i 呉須:淡・暗書色 勺面 :五弁花 大橋W期

SX2008 一剛

底 :66
灰白色 内外 :透明和 呉須 :淡・暗青色

内面:五弁花,蛇の目和

剥 (アルミナ砂)
大橋V期

一刷 似２３０
６３０

日
高
底

灰白色
外面:透明釉 内面:明緑
灰iOGY7/1透明和

呉須 :明青色 小面 :唐車
青隠楽付

高合内に銘款

SX2008 一刷 底:58 灰白色 内外 :透明釉
臭須・淡・暗青色

上絵 :金
対面 :五弁花

Jヽ皿 高:16
底:49

灰自色 内外:透明釉 呉須 :皓青色

日
高
底

灰自色 内タト:透明和 呉須 :暗青色 蛇の目凹形高台

吉:215
底700

灰自色 内外 :透明和 呉須 :暗青色
蛇の目凹型高台部にアル

ミナ砂付着

口
一曰
底

灰白色 内外:透明釉
呉須・暗オリーブ灰

2 5GY9/1

蛇の目凹型高台部にアル

ミナ砂付着

皿 葛:41
重:81

灰自色 内外:透明和 呉須:暗青色 大橋 V期 蛇
の日凹形高台底部にヨ

款有

SX2008 皿 一側

‐４３‐

４ ‐５

８ ４

微 灰自色 内外:灰白SGY8′ 1 呉須 :皓青色 外面:唐革 大橋V期 嵩合高合内に銘款

SX2008 微 灰白色 内外:透明釉 呉須:皓音色 大橋V期
蛇の目凹影高台

高台内に銘款有

雪:405
ま:98

微 灰自色 内外 :明緑灰10Gγ y, 呉須:明・暗青色 外面 :唐草 大橋 V期 蛇の目凹形高台

Bじ前 巨:68 微 灰白色 内外 :透明和 呉須 :暗青色 蛇の目凹形高合

鉢 月D前
‐５４
『
弱
微 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :淡・暗青色 外面 :唐草 大橋V期

高台内に銘款

輪花,型打

】X200〔 鉢 1日前 微 灰自色
外面 :明緑灰 ,OGY7/1

内面 :明緑灰 10GY8/1
呉須 :淡・暗青0 高台内に銘款

SX3001 鉢 一刷 嵩:655
底:885

灰自色
外面 :明緑灰7 5GV7/1

内面 :透明和
呉須イ明・階音色 内面 :四方欅

高台内に銘款

蛇の目凹形高台

第145図  SX2008出土遺物観察表
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遺構名
支

号

物

別

遺

種
器種 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外0調 ) 色調 3(呉須 .上絵 ) 調整 製作年代 備考

来付蓋
つまみ部:4 SO

壁

“

lo
微 灰白色

内面 :透明和

外面 :緑灰5GV6/1
呉須:淡・暗青色

内面 :口銹

四方禅
大橋 V期

青磁楽付

底部に銘款有

梁付蓋 肥前 臣:i00 微 灰白色 内タト:透明和 呉須:淡 暗音色
内面:四方欅

五弁花

SX3001 蓋 EB前
つまみ部 :395
高:25
亡:995

微 灰自色
夕十g覇 :明 オリーブ灰5GV7,1

内面 :透明釉
呉須 :淡 ,暗青色

内面:四方欅

五弁花
大橋Ⅳ期 高合内に銘款

SX2008 染付蓋
つまみ部:420

巨:1020
微 灰白色 外面 :明 オリーブ灰5GY71, 呉須 :淡・暗青色

内面:四方欅

五弁花
大橋Ⅳ期 青磁染付

染付董
つまみ部 :67
高:305
庫:305

級 灰自色
外面 :灰オリーブ75Y6r2

内面 :透明和
呉須 :淡 皓青0 内薗 :四方欅

五弁rL 大橋V期
青

高台内に銘款

染付蓋
つまみ部 :395
雪:26
驚:980

微 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :淡 晴青色 大橋W期

梁付蓋 つまみ部 :405 灰白色 内外 :透明釉 上絵 :音 赤・黄・緑 黒

SX2008 染付蓋

つまみ部 :360

底:91o
微 灰自色 内外 :透明和 呉須 :明 暗青色 外面 :花鳥 大橋V期

第146図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その]])
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遺構名
物

別

還

種
器種 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎■ ) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

一剛 郷０５
８。

ま
お
や

つ
高
底

微 灰白色 内外:透明和 呉須 :淡 暗音色
内面:四方欅

五弁花
大橋V期

憲 lB前

つまみ部:400
吉:290
底:1000

微 灰白色 内外:透明和 呉須:淡 暗青色
環状松竹梅

四方檸支
大橋V期

SX2008 滋 蓋 肥前

つまみ部:39
葛:24
巨:92

徹 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :明・暗青色

SX3001 磁 董 Ⅱ前
つまみ部:36
底:955 徹 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :暗青色

蓋 一酎

つまみ部 :355

占:95
微 灰白色 内外:透明釉 呉須:賠青色

宛底部 一則 底 :41 微 灰自色 内外 :透明和 呉須:淡・晴青色 大橋V期

鹿底部 肥前 底:44 徽 灰白色 内外 :透明和 呉須 :暗青色 大橋V翔

SX2008 養 つまみ部 :38 級 灰白色 内外:透明釉 呉須 :浚 皓青色 外面:蛸唐草

内面:環状松竹梅
大橋V期

-161-



133

139

7

32

珍

憎

134

0                    10cm

135

140138

遺構名
物

別

遺

種
器種 産地 法量 (em) 胎上 色調 1(胎土 ) 色調2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

蓋 肥前 自亀そ計
550

壺:lo oo
微 灰白色 内外 :透明和 呉須 :浚・暗青色 大橋V剥 底部に銘款有

蓋 一則

つまみ部 :520

底:950
微 灰白色 内外 :透明釉 呉須:淡 明青色 大橋V期

SX2008 蓋 肥前

つまみ部:51

臣:95
微 灰白色 内タト:透明和 呉須:淡・暗青色 大橋Ⅳ翔

SX2008 雷 一剛 3亮そ部
:365

灰自色 内外 :透明和 呉須 :淡 暗青色 内面 :四方欅 大橋V期

雷 単則
最大径:96
底:85 微 灰白色

外面:明緑灰106Y8′ 1

内面:2 5GVl′ 1
呉須:淡 暗青色 大橋V期

SX2008 蓋 “剛
霊大径 :5 SO
巨:440

微 灰自色 内外 :透明和 呉須 :暗青色 外面 :い ちょう 大橋Ⅳ期

SX3001 憲 一剛
最大径▼ 6
臣:66

微 灰白色 内外:透明和 具須:淡青色 コンニャク印判

甕 肥 前
最大径莉06
藍:97 微 灰白5Y3/1 内外 :透明和 具須 :暗音色 大橋V期 陶胎染体

SX200〔 蓋 肥前
最大径:985
底:890 微 灰自色 内外 :透明釉 具須 :暗青色 大橋V期

奮 丹B前
最大径 :755

主:650
微 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :階吉色

第148図  SX2008出 土遺物実測図・観察表 (その13)
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遺構名
物

別

還

種
課 種 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

滋
染付仏蝕

笥:47
霊:40

微 灰自色 内外 :透明和 呉須 :暗音色 外面 :蓮 大橋V期

SX3001
業付仏師

微 灰白色 内外 :透明和 呉須 :淡青色 外面 :笹 大橋V期

SX2008 滋
梁付仏飯

具

口
一●
底

徽 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :明・暗青色
外面 :蛸唐草

内面 :工弁花
大橋V刺

臨 染付瓶 底 :60 鶴 灰白色 内外:透明和 呉須:淡・暗青色 大橋V期 高台内に砂粒付着

】X2000 染付瓶 徹 灰自色 内外:透明釉 呉須 :淡 暗脅色 外面 :笹・梅

SX200E 栄付鉢
口
高
底

微 灰白色 内外 :透明釉 呉須 :淡・明青色

微 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :明・暗青色

楽付花生 微 灰自色 内外 :透明釉 呉須 :膳音色 内面 :竹
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0     .            10cm

離 名
騨

雛
勲
翻

縄 融 去ileml 胎土 色調 1(鵬■) 色調2G鱚盛t内外色酌 畠鵠0(兵A上絵) 腱 製膳 F代 幡

SX3004 歳| 師 底:S0 韓 滅口1～にぷ 嘲ヽおⅥ稲聘 外面:オツ
とす磁 Ⅸ将V 夫協圧期

SX2008 整 に入
”
“
９
，
Ｓ

ヰ
離
鱗

徹 魔白色 内外:灰白iOY8/1 六褥�郷 内面に 2次織成の療講

SX2009 152 議 蒙盤
箋:i102

第151図  SX2008出 1土遺物実測図・観察表 (その16)
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第152図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その17)
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第153図  SX2008出土遺物実測囲・観察表 (その18)
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324。 325は瓦質土器茶釜である。体部上半に沈線文及び如意頭,雷文の陽刻が施される。器面

に銀色の剥離材が認められ,型成形によると考えられる。 326。 328は ,瓦質土器羽釜である。

327は土師質の製品である。下半に穿孔が認められ,規炉類の付属品或は内部構造の付属物と

考えられる。

330～ 338は規炉類で,いずれも上面円形となり外面に白土を薄く塗る。 330は口縁内面に上面

三角形となる扁平な内部突起を有する。内部構造の火床部には円孔が認められる。 331・ 332は ,

3足の板状脚部を有し,体部に窓を設ける。内面に粗い刷毛調整が施され, 332に は内部施設と

の接合痕が認められる。 334は 日皿である。 335。 386も規炉類。方形の器形で,円形の開口部を

もつ。口縁内面に内部突起が認められ, 4足と推定される脚を有する。 335の正面には,長方形

の窓が認められる。 336は刻印が認められる。器面には磨き調整の他,銀色の剥離材が見られ型

成形と考えられる。

第154図  SX2008出 土遺物観察表

遺構名
物

別

遺

種
器種 産地 去量 (帥 ) 合土 乞調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

碗 瀬・美 細 灰白5Y〃1
内外:暗赤掲2 SYR3μ

種皓赤褐10R22
天曾碗

碗 瀬・美
口:87
高 :59
底 :335

組 灰白5Y3/1 内外 :灰白SY81ρ 呉須 :暗緑灰 10G3′ 1 開】合染付

瀬・美
底 :330

細 灰白25Y8′ 1 内外 :灰自5Y72 呉須 :皓音灰5Byl 陶胎染芍

瀬 美

０ ９

９。

４０

口
高
底

級 灰自25Y82 内外 :灰白5Va 2

碗 瀬 美

口
高
底

細 灰白25Yン , 外面:種皓赤掲5YR2 3

内 外国縁部:灰自10Y7T2
腰錆碗

】X3001 碗 瀬 美 灰自5Y81 内・外国縁 :灰白5Y″ 2 外体:種皓赤掲5YR2 4
線沈

腕

状

錆

描

腰

櫛

SX2008 碗 瀬・美 細 灰白2 5YS′2
外面 :種皓赤褐5VR2 3

内・タトロ縁部 :灰 白10Y″2
腰錆碗

SX3001 飼 瀬・美 高 :65
底 :41

lIH 灰黄色25Y7, 内外 :灰オリーブ5Y02

瀬・美
口
高
底

細 にぶい橙7 5YR,3 内外:透明釉 内外 :自 泥による打刷毛 刷毛目碗

旬 打 瀬 美

口
高
底

la 灰自25Y82 内外 :オ リーブ黄SY6 3 内外 :打刷毛 刷毛目碗

陶 鹿 瀬 美

底 :405
細 浅黄25Y,0 内外 :浅黄25Y7r3 内外 :刷毛目 刷毛目碗

翻 碗 瀬・妄

‐９

５ ８

４ ６

細 灰自25Y8/2 内外 :浅黄25Y″3 刷毛目椀

SX2008 陶 碗 瀬 美

重:400
細 灰白25Y9? 内外 :浅責25Y73 代外:打刷毛 刊毛目碗

瀬・美 細 灰自2 5YS/1 明オリーブ灰2 5GY7/1
見込みにビン痕,外面底

部に胎土目

査 瀬 美

最大径コ9Ы

底 :lo 60
細 灰自5YB′ 1 内タト:灰白2 5YV2

鉢 瀬・美
底コ78

細 灰白5Y91 内外:浅黄5Y″8 見込みに胎土ロニヶ所

SX2008 鉢 瀬 美 YIH 灰自iOYR7/1
外面 :暗赤褐5YR9′ 9

内面。ウト回線端部:灰白5Y72

脱掛 瀬・美 細 灰白2 5YV2 内外 :種暗赤掲2 5YR22

銘 瀬 美

口:284
高コ94
底コ54

灰自5V81 内外 :浅黄5Y7/3
口縁上面 内の一部 :

淡・濃緑
見込みに見目 5ケ 所
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第155図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その19)
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0                   10cm

還構名
物

別

選

種
器種 産地 法量(cm) 胎 上 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須 上絵 ) 調整 製作年代 備考

水褒 高:219
底コ785

灰白5YV2 内夕ヽ :明オリーブ灰2 5GY7′ 1 和推∫:緑 ,黒 7 5YR2/1 高合内に曇書有
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0                    10cm

177

遺構名 勘
翻

器種 産地 去量 (cm) 胎土 3調 1(胎土) 色調 2(釉察、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

】X300を 1フ( 臨口緑高 題 灰自5Y8/1 内外 :浅黄5Y7/8

植木鉢 HE 灰白5Va11 内外 :オ リーブ灰iOV6/2

SX200〔 植木鉢 巨:970 観 灰自SY3/1 外面:灰オリーブ5Y6/2

植木Gh 観 灰白5Y7/1 内夕伴オリーブ灰10Y6/2

SX200〔 植木at 巨:194 観 灰白2 5Ye12 外面:浅黄5Y7/3

第156図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その20)
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第157図  SX2008出土遺物実測図 (その21)
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337～ 354は玩具,小物類である。中空となり,剥離材を用いた型合せによるものが多く認めら

れる。356は砥石である。 360～361は金属製品である。釘 (360),煙管吸口部 (357～ 359),蓋

(361)がある。

362・ 363は陶器の底部である。橙色と灰白色の交胎で,外面に磨き調整を加える。 362は碁笥

底, 363は切込みの脚を有する。 364は輔の羽田部である。 366～ 3721よ木製品である。 373～384

は瓦で,一部のみ掲載した。

第158図  SX2008出土遺物観察表

遺構名 勘
翻

器種 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎■) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

翻 腕 京・信 旧 灰白2 SY8/2 内外:浅黄25Y8/3 上絵:赤・緑 金

翻 配 京・信 葺:560
巨:335

灰白SYO/1 内外 :反自5Y7/2 上絵:赤 金 朴面:笹

磁 碗 京・信 口 :89 団 灰白2 SY8/2 内外 :灰 自sY3/2 色絵:黒・緑 赤

SX2008 陶 碗 京・ 信

口
高
底

灰自25Y8/2 内外:浅黄2 5YO/3 上絵 :赤 外面 :笹

SX2008 碗 京・信

日
高
底

鶴 灰自5Y3/1 内外 :灰 白5Y7/2 上絵:赤・緑・金 外面:笹

SX2008 碗 京,信
口:920

底 :275
組 灰自5Y3/1 内外 :灰 白SY7/2 上絵:赤・全 外面:笹

SX2008 腕 京・信 口 :900 細 灰自25Y3/2 内外 :灰黄25Y7/2 上絵 :赤 外面:さ くら

碗 京 信 lHE 灰白5Y3/1 内外:浅黄5Y7/3 鉄絵:黒褐2 5Yy2

腕 京・信
口:900

底:310
細 灰白5Y3/1 内外:灰白5Y″ 2 鉄絵 :オ リーブ黒SY3/2

京 信 嵩:525
底:300

細 灰白25V3/1 内外:灰白5Y7/1 鉄絵:オ リーブ黒5Y3/2

京 信
口
高
底

lm 灰白SY871 内外:灰白5Y7/2 上絵 :緑・青・金

京・信 高:610
底:450

にぶい黄橙10YR″ 3 内外:オ リーブ灰10Y5/2

京 ,信 寄:570
底:300

灰自25Y3/2 内外 :灰 自loY7/1

SX2008 碗 京・倍 灰白25Y8′ 2 内外:灰白25Y8/1 上絵 :黒

SX2008 翻 碗 京,信
口
高
底

灰自25Y3/2 内外 :灰 自5Y8/2

飼 京・信
口
高
底

灰白5Y8/1 内タト:灰白ioY7/1

翻 京・信
口:680

底 :240
細 灰自N871 内外 :明オリーブ灰2 5GY711 鉄絵:黒掲illYR3/2

翻 寛

‐２

６ ９

４ ４

日
高
底

鰤 璃 にぶい赤7 SR4/4 にぶい赤75R4/4
16c末～

17o初
楽系

SX3001 議 れ 京・信 灰白25Y7/1 内外 :灰オリーブ5Y6/2

SX2008 翻 腕 京 信 巨:570 硼 灰自5Y7/1 内面 :灰 白5Y7/2
見込みにビン痕有,
底部に墨書有「ぬし」

罵 配 京・信 咽 灰白25Y8/1 内外:灰自5Y3/2
呉須 暗オリーブ灰

2 5GY3/1.明青色
小杉茶腕

陶 滉 京,信 葛:540
底:400

暇 灰自2 5VS/2 内外:浅黄25Y7/8 呉須 :黒掲2 5Yyl タト面:小杉 小杉茶碗

碗 京・信
口:920

底 :310
田 灰白SY3/1 内外 :灰白2 5GY8/1

呉須・暗オリーブ灰

2 5GY8/1,朗青色
外面:お 杉ヽ 小杉茶腕

SX2008 碗 京・信 口 :900 灰自25Y8/2 内外 :灰 自2 SY8/1 上絵 :赤・緑
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第159図  SX2008出土遺物実測図 (その22)
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遺橋名
物

別

遺

種
器種 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎上 ) 色調 ?(和薬、内外色調 ) 0調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

翻 年朗皿 瀬 美 言:20
藍:43

灰白10Y8/2 灰N7/O
外国縁部 :ロ クロナデ

外底 :ヘラケズリ

旬 灯明皿 京 信 臓 灰白2 5YS/2 浅黄25Y8滑

同 灯明皿 京 信
タト面:にぶい掲7 5YRS/9

内面:明赤褐10R92
ぬ 夕〔口縁部:ロ クロナデ

外下半 :ヘラケズリ

翻 水指 京・信 菖:S OO 個 灰自5Y7r2
外上半:灰白10Y7r2

外下半:皓赤掲5YR3r6

珂 碗 京'信 硼 灰自5Y8/1 内外 :オ リーブ黄SY6 3
絵:黒 25Y2′ 1.暗緑灰

陶 土瓶 寮・信 個 灰自25Y″ 1
内外 :朗 オリーブ灰

陶 土瓶 嵩:990 組 演責橙7 5YR8打 内外 :灰 オリーブ5Y612 朴面に 2次焼成の痕跡

SX200a 土瓶
最大径

旧 灰白25Y8, 内外 :淡黄5Yμ3 上絵:淡緑

鉢
口
高
底

ひ粒
外面:明掲7 5YR5/6

内面 :明赤褐2 5VR5/6
内夕よ:ロ クロナデ

外底:ケズリ

鉢 信楽 高 :80
底コ65

外面:赤橙iOR6/8

内面:橙5YR″ 6

外面下半 :ケズリ
外底 :ハケメ
内面 :ロ クロナデ

道木鉢に転用

甕 京 信
口
一局
底

細 黄灰25Yげ 1 外面:暗赤掲5YRυ 4

内面:灰オリーブフ5Y5潅
和推に黒SY21

灯明皿 備前 底:39 細 にぶい赤75R44 にぶい赤75R守 4 内外:ロクロナデ

外底:回転糸切リ
内面に放射状の条痕

SX2008 T明皿 備前
口
高
底

細 外面 :赤橙 ,OR6/6

内面 :赤掲iOR94
内・夕ヽ口縁部:Dクロナテ

外底:ケズリ
口縁内外の一部に煤付着

τ明皿 備前
口
高
底

外面:灰赤75R02
内面:にぶい赤掲75R5お

内 外国縁部:ロ クロナデ

外底:ケズリ
口縁内外に煤付着

Tttl ll 備前

回
葛
底

細
外面:赤 10R,6
内面:赤掲10R4/4

内 外国縁部 :ロ クロナデ

タ1底 :ケズリ
口縁内外の一部に煤付着

C明皿 備前

日
高
底

細
外面 :にぶい橙2 5YRげ3

内面 :にぶい赤掲2 5YR5 3

内・外国縁部 :ロ クロナデ

外底 :ケズリ

口縁部内外の一部に煤付

着

灯明皿 備前

口
高
底

細
外面 :灰赤2 5YR,2

内衝 :暗赤灰 10R4r,

外底:ケズリ

内・外国縁部:ロクロナデ
口縁内外の―部に煤付藩

灯明皿 備前

口
高
底

箱
外面 :赤掲10R54
内面 :赤掲 10R5/4

外底:ケズリ

内・外国縁部:ロ クロナデ
勺面釉

灯明皿 備前

口
高
底

lm
外面 :赤灰75R5′ 1

内面 :暗赤灰75R守 1
外底:ケズリ

内・タトロ縁部:ロ クロナデ
勺面和

灯明皿 傭 前 高コ 4
底:32

灰SYげ 1 灰5Y01 内・タトロ縁部 :ロ クロナデ

内面 :ケ ズリ.回 転糸切 り
コ縁凸外に煤付着

SX2008 灯明皿 備前

口
高
底

外面 :赤掲 ioR5 4

内面 :赤掲 loR4ね
外国縁部:ロクロナデ

外底:ケズリ
コ縁部内夕十に煤付着

SX3001 IJ明皿 脩前 高 :17
底 :42

にぶい赤掲2 5YR54 にぶい赤掲2 5YR5/4
内外 :ロ クロナデ

タ1虜 外面下半 :ケズリ

口縁部内外面に煤付着 ,

内面和

旬 γ明皿 備前 高:20
底:30

外面 :1こぶい橙2 5YRy4

内面:赤 10R56
呉須・暗オリーフ灰

2 5GY8 1.明青色

外底 :ケズリ

内・夕I口縁部 :ロ クロナデ
勺面釉

第]60図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その23)
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226

228 231

229 232

遺構名
物

別

遺

種
静 種 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎■) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

灯明皿 備前 口73,高 14 赤褐 iOR414 赤掲 loR4/4
外底 :ヘラケズリ

内,外国縁部:ロクロナデ

飼 灯明皿 備前 細 赤l oR573 赤 10RS/8
外底 :ヘ ラケズリ

内・外国縁部 :ロ クロナデ

翻

『
明皿 備前 口:98,高 14 細 赤75R4/6 赤75R4/6

外底 :ヘラケズリ

以外 :ロクロナデ

SX3001 翻 γ明皿 備前 口:80、高08 細 暗赤掲75R3/3 暗赤掲75R3/3 内外:ロ クロナデ

外底:回転ヘラケズリ

SX2008 伺 T明皿 備前 口:79,宙 12 leH 暗赤75R3/6 晴赤75R3/6
外底:ヘラケズリ,回転糸切
,,

内・外口縁部 :ロクロナデ

傷 T明皿 備前 細 赤褐10R4/4 赤褐10RV4
外底 :ヘラケズリ,回転糸切
,,

内,外国縁部:コクロナデ
口縁内外の一部に煤付着

翻 τ朗皿 備前 口 :76.高 19 細 赤10R58 赤10R5/8 内面の一部に塗土 Pな し

SX2008 観 T明皿 備前 口 :81,高 11 赤褐 iOR4/a 赤掲iORVa
外底 :ヘラケズリ,回転糸切
t,

内・外国縁部 :ロクロナデ
口縁の一部釉なし

SX2008 C明皿 繕前 口:100,高 11 細
外面:暗赤10R3/6

内面:暗赤10R3/4

底

外

外

以

ヘラケズリ
ロクロナデ

第161図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その24)
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234

240

こ構名 勘
馴

器種 産地 法量(em) 胎土 色調 1(胎■ ) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

司 T明皿 備前 口:97.高 16 細 赤75R4/6 赤75R4/6
外底 :ヘラケズリ,回転糸切
リ
内・タトロ縁部:ロ クロナデ

毎 tJ明皿 備前 細 赤75R4/6 赤75R4/6
外底 :ヘラケズリ

以外 :ロ クロナデ

翻 C明皿 備前 口:99,高 15 細 赤10R4/6 赤 OヽRV6
外底:ヘラケズリ

以外:ロ クロナデ

SX2008 翻 T明皿 備前 口:94.高 ,3 細 にぷい褐7 5YRS/3 にぶい掲7 SγR5/9
外底 :ヘラケズリ

贅舎:星ヱ号チ:

SX3001 司 灯明皿 備前 口:101,高 i4 細 灰赤75R4/2 灰赤75R412
内外:ロ クロナデ

外底・外面下半:ケズリ

翻 灯明皿 備前 口:92,高 16 細 赤75R4/6 赤75R4/6
内・外国縁部:ロクロナデ

外底:回転糸切り

灯明皿 篇前 口引oo吉 15 細 赤褐loR,4 赤褐 10R4/4
外底 :ヘラケズリ

内・外国縁部:ロクロナデ
口緑内外の一部に煤付着

SX2008 入形径 1 備前 底:680 細 明赤褐2 5YR5/6
外面 :にぶい赤褐5YR4/4

内面:明赤褐2 5YRS/6

SX2008 Jヽ第 備前
口 :470,高 3 SO

底 :240
細 橙5YR6/6 橙5YR6/6 底部:回転糸切り

第162図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その25)
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選構名
物

別

遺

種
維 産地 法量(cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須、上絵) 調整 製作年代 備老

鉢 備前 底:lS OO 灰N4/1
外面:暗赤褐5YR3/2
内面:暗赤褐10Re/3～橙

SX2008 鉢 備前

口莉26
高 :154
底 :141

細
にがい赤褐

にぶい赤褐2 5YR4/4 内外:ロクロナデ 内面には付着

鉢 備前

口
昔
向底

砂粒少 外面:階赤75R3/4

内面 :暗赤iOR3/6

SX200C 備前
最大径コ42
最大厚 微砂粒

外面 :灰褐7 5YR4/2

内面:にぶい赤掲2 5YRV4

外・上線部:ヘラ状工具に

よる調整,内面:ロクロナデ

備前 細
外面:赤掲2 5YR4/6

内面:赤 iOR5/8
内面に少量の砂付着

備前 黒色粕 にぶい褐7 5YR6/3 にがい褐7 SYR6/3

SX200〔 飼 董 備前 細 にぶい掲7 5YR5/3 にぶい褐7 5YR5/3 内外 :ロ クロナデ

SX2008 旬 蓋 備前 細 にぶい赤褐SYR5/3 にぶい赤掲5VR5/3
外・上緑部:ヘラ状工具に

よる謡整,タト面:ヘラケズリ
備前 ?

樹 暦鉢
堺・

明石

口
高
底

微砂粒 内外:極暗赤褐10R2/3

第164図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その27)
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締 翻 法量lan) 胎土 色調 1(r■ l 色調2(釉薬、内外色議) 色爾3(呉須,上絵) 倒周旧窪
―

製作年代 備著

SX3001 鱗
・
石

堺

明
底:157

石 '長

多
赤10R46 赤 10R4/6 外面 :ロ クロナデ

� 01 翻 離
・

石

口:2013

巖:線
石・ 長

夢

外薗 :にがい鸞 5YFttk

内面 :橙 2 5YR6/8
内外1外面下半:ロクロナデ

第165図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その28)
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第166図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その29)

遺構名
遺物

種別
器 厘 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎土) 色調2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

擢鉢
堺・

明石

口
高
底

砂粒 暗赤75R3/4 暗赤75R3/4
内外口縁部 :ロ クロナデ

外面 :ナデ :ケズリ
内タトに被熱痕

SX2008 層鉢
・
石

堺

明

口
嵩
底

微砂粒 内外 :赤 loR守8 堺・明石産
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遺糖名
物

別

遺

種
絶 産地 法量(em) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SX2008 碗底部
器富莉 15
底:370

翻 灰自色 内外 :灰自N8/1 底部に「破風高」刻印有

破片 細 灰白5Y771 内外:透明和 上絵 :紺・茶 外面:家紋 哩兵衛焼 ?

破片 細 灰自5Y8/1 内外:灰黄25Y7/2 上絵 :紺 ,金 外面:家紋 里兵衛焼 ?

皿

口
高
底

中 灰自2 SY8/1
内外 :明黄褐 10γR6/8～

暗赤掲5YR3/4
内面 :陽刻

窯内焼

霊部に刻印有

SX200〔 皿 口

"350
細 責灰25Y6′ 1 内外 :オ リーブ褐25Y474 内面:陽刻

SX2008 査 牽蜘蜘”
細 灰白10YR3/2 外面 :緑

SX200〔 餌 入

日
高
底

中 灰自25Y811
外面:明緑

内面:淡黄25Y8/4
上絵 :金 ? 外面:陽刻

SX300i 底封o8 細 灰白5Y871
内外:黄掲2 5YS/6～ 暗赤

褐5YR3/6(黄 緑)
外面 :陽刻 源内焼

再入 高:300
底:380

中 灰白iOYR8/2
外面:浚明緑

内面:浚黄2 5Yala
外面 :陽刻

鋼 属:760 中 灰白2 5YO/1
天丼部:黄 5Y7/8

外面 :明緑,淡黄25Y8/3
上絵 :金・茶 外面 :陽刻

SX3001 翻

底 :1380
細 灰自25Y3/2 内外:明緑 源内焼

3X2008 翻 k入 細 灰自10YR7/1 穿ひ鞘 総
R242

内上半:極暗赤褐2 5YR2/2
口縁端部に識打演有

日 k入 日 ¬100 細 灰白2 5YVi 内外:黒掲5YR2/1

毎 0手 ? 灰自10YR7/ヽ 内夕常灰オリーブ75Y672 釉掛:明緑,灰自5Y812 理兵衛焼 ?

9 ]手 細
担手部:灰自25Y7/1

体部i橙 5YR6/6
把手部・外面:灰白7 SY7/

SX2008 翻 簑

最大径

自:雲事
0 細 淡責25Y8/3 外面 :明緑

SX2008 樹 碗 ,巨 :400 細 灰自25Y3/1 内外:暗赤掲2 5YRS/8

協 8手付舒 高:670
底:560

組 灰自25Y8/2
外面:灰黄褐10YR5/2

内面 :浅黄ρ SY7/4
皮熱演有

観 旧手付留 細 灰白5Y7/1 内外 :暗赤褐5YR3/4

SX2008 阿 旧手付叡 細 灰白5Y″ 1 内外:暗赤褐5YR3/4

翻 花生
段大径 :BI
巨:84 細 灰自25Y812 外面:浚黄5Y8/3,灰白

第168巴  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その31)
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遺構名
瑕】

毒手

物

別

遺

種
静 種 産地 法量(cm) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 ク(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

'X2008
蓋 瑕平

最大径莉OO

底:SO
細 灰白25Y3/2

SX2000 髪水入れ 計 信 器高:300 細 黄灰 25Y6/1 内外 :灰オリーブ5Y6/2 鉄絵:オ リーブ黒SY3/2 底部に墨書「ステ」P

火入 口 :800 灰白2 SYS/2 外面 :灰白10Y7/2

き炉

口:800
高 :510
底 :490

細 灰白25Y872 外面:淡黄25Y8/3

水滴 細 灰自25V7/1 外面:灰白10Y7/1 とっくり部 :黒 1 0YR21i

SX200:
最大径 :io s
器高:23
底 :95

細 浅黄橙7 5VR3/3 外面:暗赤褐5VR3/3

3X2008 我重 京・信
口
高
底

灰5Y6/1 内外 :灰自10Y7/2

細 橙2 5YR6/8 外・内口縁部:赤掲10R4/3

SX2008 水滴 高:273
底:142

細 赤褐iOR4/4
外面:にぶい赤褐?5YR4/4

内面:赤掲10R4/4
外面 :沈線

第169図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その32)
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還橋名
物

別

遺

種
器種 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎土) 色調2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

土師P 焼塩菫
口
高
底

御 粒 橙5YR7 8 控5YR7/8
夕I面 :ナデ

内面:布目痕

板づくり,関西系 ,墨警有

り・判読不能

土師掴 焼塩壷
口 :56
高 :82
底 :48

砂 II●・

赤色*
にぶい橙7 5YR7“ にぶい橙7 5YR7/4

内面:布目痕

外底:板状痕
在地

板づくり

と師雲 焼塩壺

口
一目
底

缶雲目 橙5YR7/8 橙5YR7/8
外面:板状押さえ

奔層:寝暴覆
幻西系

SX2008 と師雲 焼塩壷
口
高
底

缶雲周 橙5YR7′ 6 橙5YR″ 6
口縁部 :ナデ

内面 :布 目痕

関西系

板づくり

上師晏 焼塩壷
口
高
底

微砂粒

金
橙5YR776 橙5YR″ 6 内面 :布 目痕

接合痕認める

関西系、板づくり

土師質 発塩蓋 高 :74
底 :45

金雲母 橙5YR6r6 橙5VR6/6
外面:板状痕

内面:布目痕
関西系

“

塩壷 貝塚 高:72
底:58

赤色粒 淡橙5YR8 4 淡騨 YRBた
外面:ロ クロナデ

内面:ナデ、布目痕
二重枠「泉猟麻生」刻Fp

SX2008 焼塩壺
口
高
底

・長

・ 全
にぶい橙SYR7た にぶい燈5YR7“ 内面 :布 目痕

在地、板づくり

接合痕認める

SX2008 L師箇 焼塩霞 高▼ 3
底:47

●長

金
橙5YR7/6 橙5YR″ 6 内面:布目痕

板状押さえ

板づくり

接合痕認める

と師雲 焼塩奎 江戸 雪:67
占:48

浅黄橙7 5VR8T6 浅黄橙7 5YR3/6
外

底

内

外

ロクロナデ

回転糸切り
ロクロ成形

上師賓 発塩壷 江戸 真:50 ひ粒少 橙5YR″ 6 橙5YR7/6
外面 :ナデ

外底 :回転糸切 り
ロクロ成形

上師套 免塩壷 江戸

口
高
底

救砂油 橙SYR778 橙5YR778
内外:ロ クロナテ

外底:回転糸切り
ロクロ成形

第170図  SX2008出 土遺物実測図・観察表 (その33)
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第172図  SX2008出 土遺物実測図・観察表 (その35)

遺構名
物

別

遺

種
器 種 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎■ ) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SX2008 L師雲 焼塩壷蓋 微砂池 にぶい橙7 5YR7/4 にぶい橙7 5YR″4 勺面 :布 目痕

LttF 焼塩壷雷 ヨ:66.高 判 6 微砂粒 浅黄橙7 5YR3/4 浅黄権7 5YR3/4
外面・外面天丼部:回クロナデ

内面天丼部:布目痕
在地

と師蜜 焼塩壷蓋 口 :69,高 莉 7 橙2 5YR618 橙2 5YR6/8
外面 夕I面天丼部:ロクロナデ

内面天丼部:布目痕

土師質 焼塩重君 口 :66,高 コ 6 解ひ粕 浅黄橙7 5YR8滑 浅黄橙7 5YR3/3
外面 外面天丼部:ロクロナデ

内面天丼部:布目痕
関西系

73,高 :15 敗砂和 浅黄橙7 5YRV6 浅黄橙7 5YRy6
外面・タト面天丼部:ロクロナデ

内面天丼部:布目演
関西系

上師質 敗砂消 浅黄橙7 5YR876 浅黄橙7 5YR8′ 6
外面 外面天丼部:ロクロナデ

内函天丼部:布目痕
在地

と師質 コ:62,高 コ 7 微砂粒 にぶい橙5YR714 にぶい橙5YR7た
外面・外面天丼部:ロクロナデ

内面天丼部:布目痕
在地

SX2008 71.高Ⅲ 8 救砂石 橙5YR7お 橙5YR7r8 外面天丼部 外面:ナデ

内面天丼部:布目痕
関西系

ヒ師目 焼塩壷蓋 微砂粒 にぶい橙7 5VR7/3 にぶい橙7 5YRアЮ '卜

面天丼部!ナデ
イ面:ロクロナデ
勺面天丼部:布目痕

関西系

焼塩壷蓋 肱砂鶏 にぶい橙SYR7μ にぶい橙5γR7/4
外面ウト面天丼部:ロクロナデ

内面天丼部:布目演

L師雲 焼塩壺蓋 72,高コ7 に色沼 橙5YR76 橙5YR7お
夕

`面

天丼部:ナデ
タト面:コクロナデ
内面天丼部:布目痕

関西系

t師雲 占:58 青良 にバい橙7 5YR7/3 にぶいIEH7 5VR7/3
外底 :回転ヘラケズリ

内面 :ロ クロナデ

内面と断面に煤付着,底

部に穿孔

SX3001
コ:33,高 コ5

∝:53
観 浅黄橙7 5YR346 浅黄橙夕5YRBお

内外:磨減 (ロ クロナデ)

夕I底 :回転糸切り

国縁部に 2次焼成の痕

跡

SX2008 土師質 阻 12.高 :ヽ 4 | 橙2 5YR7/8 橙2 5YR7/S
内・外国縁部:ロクロナデ

外底 :ヘラケズリ

と冶雨軍
重:37

赤色粒 浅黄橙7 5YRV6 浅責橙7 5YR8/6
内外 :ロ クロナテ

外底 :回転糸切り

上師妥
重:76

散砂粕
・赤色 橙5YR7r6 橙5YR7お 内・夕

`口

縁部 :ロ クロナデ

外底 :回転糸切 り
内夕l面 に煤付着

土R市写
口:132.高 :31

底:70
細 橙5YR7/8 橙5VR″ 8

内外 :ロ クロナテ

外底 :回転糸切り

SX3001 土師質
口 :85、 高 :n3

底 :50
石 長

・金
にぶい橙7 5YR″コ にぶい橙7 5YR7r4

内外:ロクロナデ

外底:回転糸切り

鶴
口 :80,高 コ 4

底 :92
細 灰5Y6′1 灰5Y6ri 内 外国縁部:ロクロナデ

内面:ケズリ回転糸切り
口縁内外に煤付着

L師晏 吾炉底剖 氏:340 Fa 赤褐5Y4′ 8 底部下半 :ミ ガキ 底部に墨書有 .判読不能

=R市

雲
混炉上召

高コ26
底コ90

微砂殺 にぶい橙7 5YR
外面 :赤 10R4お

内面 :1こぶい橙7 5YR6/4

焚口周辺に二次焼成の

痕跡

上師晏 十能
散砂池 暗赤褐5YR,6 内外 :暗赤掲5YR,6
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遺構名
物

別

遺

種
纏 産地 法量 (em) 胎土 色調 1(胎土 ) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SX200C 瓦質 曽烙 散砂粒 黒5Y21i 黒5Y2′1
内外国緑・内面 :ロ クロナデ

外面サ旨押さえ、煤付着

SX2008 瓦質 贈皓
散砂殺

黒

面

面

外

内

黄灰25Y4/1

贈灰Na10

内外国縁 内面:ロクロナデ

外面:指押さえ

豆質 焙烙
熊砂増

少

外面 :黒 10YR2′ 1

内面 :灰掲7 5YR5/2

L師票 焙鰭 幻西孫
口:304

高 :89
粒

粒
婢
絶

橙SYR7/6 橙5YR7/6 内底:ロ クコナデ
内面に蝶付着,国緑端部

上面に穿孔 2ヶ 所

第173図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その36)
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遺構名 勲
馴

器種 産地 法量(cm) 胎土 色調 1(胎土) 色調2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵) 調整 製作年代 備考

SX2008 こ質 茶釜 にぶい橙5YR″ 4
外面:黒 iOYR1 7′ 1

内面:黒掲7 5YRyl
外薗 :陽刻

SX2008 正質 茶釜
微砂4

少

外面:掲灰5YR4/1

内面:黄灰25Y6/1
内面口緑 外面 :ロ クロナデ 煤付着

電質 同釜
石英・

長石
黒5Y2/1 黒5V211

外面:ナデ

内面:ナデハケメ

上師晏 土鍋 最大径:1400 触 者 にぶい褐7 5YR5/4 にぶい褐7 5YR5/4 外体下半 :ケズリ

瓦質 少粒
外面:黄灰25Y4/1

内面:にぶい赤褐5VR5/4

外面:子
曽第きfク
ロナデ,

内面:ハケメ.ロ クロナデ

SX2008 上師宴 土鍋 牧砂鳩 にぶい赤掲SYR5/4 にぶい赤掲5YR5/4
外面 :ロ クロナデ,ヘ ラケズ
リ

内面 :ロ クロナデ
穿孔 lヶ 所
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遺構名
物

別

遺

種
緯 産地 法量 (cm) 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(和薬、内外色調) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

SX2008 土師質 屁炉
口:2060

底 :2000
にぶい撮7 5YR5/4 外面 :反自25Y8′ 1

と師晏 昆炉 属:1700 にぶい褐7 5YR6/3 外面 :灰自iOYR3/2

SX2008 と師晏 屁炉 底 :1500 改砂璃 にぶい褐7 5YR5/4
外面 :浅黄2 SY7/3

内面:にぶい褐7 5YR5/4

SX2008 養 吉:2265
底:236

にぶい掲7 5YR5/4 内外:にぶい掲7 SYR5/4
外面:波状文

内面:工具痕,板状ナデ

,X2003 L師晏 目皿
最大径引400
高:170 橙5YR6/6 橙5YR6y6

第175図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その38)
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遺構名
態

鮮

遺物

種別
縫 産地 法二 (cm) 胎土 色調 ,(胎■) 色調 2(和薬、内外色調 ) 色調 3(呉須,上絵 ) 調整 製作年代 備考

免炉 橙SYR6/6 内外:橙 5YR6/6
外底部:ハケメ,内面:ハケ

メ,指押さえ,指ナデ

第炉 沙粒 橙5YR676 内外:橙5YR6/6
外面にキラコ付着

臨 助」銘有

第176図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その39)
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第177図  SX2008出土遺物実測図 (その40)
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遺構名
心

催

物

別

遺

種
維 産地 法量 (em) 胎土 色調 1(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調) 色調 3(呉須 ,上絵 ) 調整 製作年代 備考

土鈴 器高:435 にぶい黄橙 10YR7/3 土鈴

L師目 人形 灰自10YR3/2 灰自1 0YRa12
表面にキラヨ付着

前後型合わせ

SX2008 L師獨 人形 旧 灰白10YR3/2 灰白10YR3/2 白色顔料塗布 ?

SX200S 七師I 大形 浅黄捨7 5YR3/8 浅黄攪7 5YR873 白色顔料塗布 ?

SX2008 t師雲 人形 旧 灰白loYR3/2 にぶい責橙illYR6/3 一部分.明緑塗布

SX2008 ヽ形 にぶい黄種 iOYR7/3 にぶい黄橙 10VR7/3
表面にキラコ付着

前後型合わせ

SX2008 と師晏 人形 閥 浅黄橙7 5YR873 浅黄橙7 5YR3/3
前後型合わせ

赤色顔料付着 ?

SX2008 翻 菖:2 SO
巨:340

fH にぶい黄橙 10YR7/2 内外 :灰自10Y7/2 底部,回転糸切り

SX2008 と師目 土製品 細 浅黄橙7 5YR8/3 浅黄橙7 5YR3/3 キラコ付着

SX2008 土師獨
ままどと

道具
高:505
底:240

浅黄橙75Y8/4 浅黄橙75Y8/4 底部:回転ヘラ切り

SX2008
ままごと

道具

口:250
高 :160
底 :165

灰白色 内外 :灰白N8/1

ままどと

観

口:580
高 :135
底 :200

灰自iOYR3/2 内面一部:明緑

ままごと

道具
吉:440
底莉60

にぶい黄橙 10YR7/3 外面キこぷい黄掲10YR5/3

と師日 人形 灰自7 5YR3/2 灰自7 5YR3/2 暗赤褐5YR3/2塗 布 ?

SX2008 と師Я 雪庭セッ
ト

浅費橙10YR3/3 浅黄澄10YR3/3
赤色顔料,塗布キラヨ付

着,前後型合わせ

SX2008 土製品 最大径 にぷい責/E10YR7/3 にぶい黄橙 10YR7/3 キラコ付着

SX2008 土製品 器高:215
底:19o 橙5YR6/6 橙5YR6/6 キラコ付着

L師日 箱庭
セッ

ト
浅黄橙7 5YR3/3 浅黄橙7 5YR3/3 キラコ付着

SX2008 L師鎮
つなみ葛:410
高:130
底:420

個 にぶい黄橙10YR7/3 内外:にぷい却隆iOYR7/3 吾銅製の金具有

じ石
長H46
短:57
厚:tO

35' 金属 璽管
最大長:66
最大幅:10
最大厚:01

銅製

SX3001 儀属 璽管
長
幅
厚

大
大
大

最
最
最

金属 霞管

長
幅
厚

大
大
大

晟
最
最

SX2008 金属 釘 最大長 :67

SX2000 金属 雪 &大径:12(
葛:27 銅製蓋

第178図  SX2008出土遺物観察表
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0                   10cm

遺構名
遺物

種別
器種 産地 法量(cm) 胎土 色調 ,(胎土) 色調 2(釉薬、内外色調 ) 色調 3(呉須.上絵) 調整 製作年代 備考

ロ 医部 底 :1220
灰黄25Y7/2,

赤褐5Y4/8

灰責25Y7/2,

赤褐5Y418
外面:ミ ガキ

爾 璧部
灰費25Y7/2,

赤掲SY4/8

灰費25Y7/2,

赤掲SY4/8
外面 :ミ ガキ

SX2008 羽口 明赤褐SYRS/6 明赤褐5YR5/6 先端部は落着のため変雀

第179図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その41)
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第180図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その42)
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件lIN
遺構名 名称 長さ(cm) 歳存長(cm 幅 (cm) 最大幅 (ci 厚み (cm) 備考 サンプル番号

開 底 :SO
漆器:=導本にひずみ

外面:赤漆、内面:黒漆

SX2008

F駄

SX3001 ド駄
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第181図  SX2008出 土遺物実測図・観察表 (その43)
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遺構名 名称 長さ(em) 残存長 (em) 幅 (em) 最大幅 (em) 厚み (m) 備考 サンプル番号

SX3001 F駄 連歯

,XS001

SX3001
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第182図  SX2008出土遺物実測図・観察表 (その44)
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第183図  SX2008出土遺物実測図 (その45)
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0                     10cm

十
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遺構名 翻
馴

法量 (cm)
胎土

色調 調整

焼成 傭考
さ(現存長 厚 さ 幅 (現存幅 ) 断面 器面 内面 外面

SX2008 丸瓦 砂礫少 浅費2.5Y772 暗灰N3/0
]ビキB,ゴザ状堀
ヘラ状渡

板ナデ 良

軒丸瓦 砂礫少 灰白ioY3/1 灰N5/0
コピキB
ゴザ状圧痕

板ナデ 良 Ｂ
繰

軒丸瓦 砂礫少 灰自SY7/1
にぶい黄橙

iOYR6/3

コピキB
ゴザ状圧頼

板ナデ 良 巴
練

SX3001 軒丸瓦 砂礫少 灰N6/O 灰自N7/O 良 Ｂ
繰

SX9001 軒丸瓦 砂礫少 灰N7/0 灰白N4/O 良
巴

キラコ付着

軒丸瓦 砂礫少 灰N6/O 灰N4/0
ゴザ状圧痕

コビキB
板ナデ 良

巴,キ ラヨ付着

被熱

SX2008 軒丸瓦 砂粒 灰N6/O 灰N4/O 日

第184図  SX2008出 土遺物実測図・観察表 (その46)
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第185図  SX2008出土遺物実測図 (その47)
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0                   10cm

遺橋名
遥物

種別

法量 (cm)
胎土

色調 調整
焼成 備考

三さ(現存長 厚 さ 幅(環々幅) 断面 器面 内面 外面

SX2008 軒平瓦 砂礫少 灰白N7/0 灰 N4/0 キラコ付着

軒桟瓦 砂蝶少 灰白7/0 灰 N4/0 徽
柳

軒桟瓦 砂礫少 灰自N7/O 灰自N7/O 練
柳

SX9001 鬼瓦 藤 少 灰自25Y8/1 灰 NS/0
被熱,キ ラコ付着

接合痕二ヶ所

SX3001 鬼瓦 砂礫少 灰白N7/0 灰N4/O 良
被熱

キラコ付着

第186図  SX2008出 土遺物実測図・観察表 (その48)

-200-



甘声
４鶯

゛t、
ミi

0                    10cm
塩 騨

第187図  SX2008出 土遺物実測図 (その49)
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SX2010(第 188図 )

C区北端部第 2面で,SX2008
に北面して確認した集石状の遺構

である。検出した標高は0,96m～

1.28m前後を測る。

SX2008に面し,南方向へ傾斜

しているため石材の崩落が大きい。

調査時には確認しきれなかったが ,

大振りの石材が認められ,その平

面の配置から3ないし4間の建物

が想定される。主軸は,N-85°
一Wの方位を示す。柱間は約1.2m

と推定され,東面には庇があった

可能性も考えられる。但し,礎石

とするには上面の標高が揃ってお

らず,SB 1001の ような石を積み,

割石で固定する土台状の構造であ

つた可能性も想定される。

所属時期は,出土遺物及び検出

状況からSX2008埋没時には廃絶

していたと考えられ,18世紀代を

中心とした所産と考えられる。

SX2010出土遺物 (第 189図 )

瓦片のみ出土している。 1～ 4

は,軒丸瓦である。巴及び菊丸の

瓦当が佐藤編年の様相 5に該当し,

18世紀前葉の所産と考えられる。

L=1.20m
N

|1岸

Ｅ

ｏ

ギ|ヨ

L=1.20m
S

IN

0       1m
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SX2010平画・断面図


